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Perspectives

わ
が
国
の
経
済
安
全
保
障
の
た
め
に
必
要
だ
。

ト
ラ
ン
プ
次
期
米
大
統
領
│
│
太
平
洋
と
大
西
洋
を
結
ぶ
交
通
の
要

衝
パ
ナ
マ
運
河
の
管
理
権
や
、
鉱
物
資
源
の
豊
富
な
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
（
デ
ン
マ
ー
ク
領
）
の
獲
得
に
軍
事
力
や
経
済
力
を
用
い
る
可
能

性
を
否
定
せ
ず
、
そ
の
理
由
を
説
明
し
て

世
界
一
の
金
持
ち
が
ナ
チ
ス
の
後
継
を
公
然
と
支

持
し
て
い
る
。

ス
ペ
イ
ン
の
サ
ン
チ
ェ
ス
首
相
│
│
総
選
挙
を
２

月
に
控
え
た
ド
イ
ツ
の
極
右
政
党
「
ド
イ
ツ
の
た

め
の
選
択
肢
（
Ａ
ｆ
Ｄ
）」
を
絶
賛
し
た
米
実
業

家
イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
に
苦
言
を
呈
し
て

責
任
は
ロ
シ
ア
の
代
表
者
に
あ
る
。

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
ア
リ
エ
フ
大
統
領
│
│
38

人
が
死
亡
し
た
昨
年
12
月
25
日
の
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ

ャ
ン
航
空
の
旅
客
機
墜
落
に
つ
い
て
プ
ー
チ
ン
政

権
の
責
任
を
追
及
し
て

©2025 HENG KIM SONG

日鉄の 買収計画

日米
関係

次
の
選
挙
で
私
は
ベ
ス
ト
な
選
択
肢
で
は
な
い
。

カ
ナ
ダ
の
ト
ル
ド
ー
首
相
│
│
少
数
与
党
・
自
由

党
の
党
首
を
辞
任
し
、
９
年
に
わ
た
っ
て
務
め
た

首
相
の
座
を
退
く
と
表
明
し
て

大
統
領
に
は
十
全
な
分
析
を
渡
し
た
。

イ
エ
レ
ン
米
財
務
長
官
│
│
バ
イ
デ
ン
米
大
統
領

が
日
本
製
鉄
に
よ
る
Ｕ
Ｓ
ス
チ
ー
ル
買
収
の
「
阻

止
」
を
命
じ
た
こ
と
へ
の
コ
メ
ン
ト
を
求
め
ら
れ

て
。
彼
女
が
議
長
を
務
め
る
対
米
外
国
投
資
委
員

会
（
Ｃ
Ｆ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
）
の
審
査
で
は
結
論
に
至
ら
ず
、

最
終
判
断
を
大
統
領
に
委
ね
て
い
た

©2025 BLEIBEL, Beirut, LEBANON, CartoonArts International

©2025 AMORIM─CORREIO DO POVO, Porto Alegre, BRAZIL, Cartoon Movement

地獄

ファ
クト
チェッ

ク

公
邸
に
い
る
。

韓
国
の
尹
錫
悦
大
統
領
の
弁
護
人
│
│
内
乱
容
疑

で
拘
束
令
状
が
出
て
い
る
尹
が
「
逃
亡
」
し
た
と

の
疑
惑
を
否
定
し
て

世
界
中
の
若
い
俳
優
や
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
皆
さ

ん
、
自
分
を
信
じ
、
決
し
て
諦
め
な
い
で
。

俳
優
の
真
田
広
之
│
│
主
演
し
た
『
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｇ
Ｕ

Ｎ　

将
軍
』
で
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
グ
ロ
ー
ブ
賞
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
部
門
の
主
演
男
優
賞
を
受
賞
し
た
ス
ピ

ー
チ
で
。
同
作
は
作
品
賞
な
ど
４
冠
を
達
成
し
た

適
切
な
政
治
的
意
見
と
言
え
そ
う
な
投
稿
に
ま
で

フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
を
か
け
て
い
た
。

Ｉ
Ｔ
大
手
メ
タ
を
率
い
る
マ
ー
ク
・
ザ
ッ
カ
ー
バ

ー
グ
│
│
傘
下
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
は
第
三
者

機
関
に
よ
る
投
稿
内
容
の
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
を

や
め
る
と
発
表
し
て
。
ト
ラ
ン
プ
次
期
政
権
へ
の

配
慮
と
み
ら
れ
る
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UNITED STATES

 LA史上最悪の山火事が招いた
ハリウッド映画のような惨劇
新年早々、米ロサンゼルスを史上最悪の山火事が襲った。1月
7日に発生した山火事が急速に燃え広がり、消火活動もむなし
く約140平方キロを焼き尽くした。地元メディアによれば9日時
点で焼失した建物はハリウッド近郊の高級住宅街を含め9000
棟以上。約18万人に避難命令が出ており、身一つで逃げ出し
た人々は途方に暮れている。まるで映画のような惨劇だ。
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VENEZUELA

おばさん民兵が守る
疑惑の大統領就任式
ベネズエラの首都カラカスで1月10日、マ
ドゥロ大統領が2期目の就任式を行った。昨
年5月の選挙が野党のみならず周辺諸国や
欧米からも不正と批判されるなか、就任式に
先立つ7日には民兵組織に対して宣誓。国
軍の下部組織とされ、国営企業の従業員な
ども含まれるこの民兵組織には「普通のおじ
さんやおばさん」の姿も（写真）。

CHINA

極寒のチベットが
大地震の被災地に
1月7日にマグニチュード6.8の地震が発生し
た中国西南部・チベット自治区シガツェ市の
翌日の様子を、上空からカメラが捉えた。右
側に倒壊した建物、左側に仮設テントが張ら
れている。少なくとも126人が死亡し、家屋
3600棟以上が倒壊。電気と水道が止まり夜
には気温がマイナス18度になるなか、一刻
も早い救助と被災者支援が必要だ。

UNITED STATES

さよならカーター
歴代大統領が告別
昨年12月29日に100歳で死去したカーター
元米大統領の国葬が1月9日、首都ワシント
ンで営まれた。クリントン、ブッシュ、バイデン
といった歴代の大統領やファーストレ
ディー、副大統領が集結し、トランプとオバマ
が会話する一幕も。星条旗に包まれたひつ
ぎの中で、人格者として世界から尊敬を集
めた第39代大統領は何を思っただろうか。
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メ
タ
の
マ
ー
ク
・
ザ
ッ
カ
ー
バ

ー
グ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
１
月
７
日
、
重
大

発
表
を
行
っ
た
。
同
社
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
と
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
投

稿
し
た
５
分
間
の
動
画
で
、「
移

民
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
の
ト
ピ
ッ

ク
に
関
す
る
規
制
を
撤
廃
す
る
」

と
同
時
に
、
有
害
と
判

断
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を

削
除
す
る
自
動
シ
ス
テ

ム
の
敷
居
を
下
げ
る
と

明
言
し
た
の
だ
。

「
ヘ
イ
ト
ま
み
れ
の
行

為
」
に
対
す
る
ポ
リ
シ

ー
も
変
更
さ
れ
、「
ジ

ェ
ン
ダ
ー
や
性
的
指
向

に
対
す
る
精
神
疾
患
や

異
常
性
の
主
張
」
も
許

容
す
る
と
い
う
。

さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
で

は
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
廃
止
」
し
、

ユ
ー
ザ
ー
同
士
が
誤
情

報
に
注
意
喚
起
す
る

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ノ

ー
ト
」
方
式
に
置
き
換
え
る
。
こ

れ
は
イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
が
２
０

２
２
年
に
買
収
し
、
翌
年
に
Ｘ
と

改
名
し
た
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
近
い

や
り
方
だ
。「
自
由
な
表
現
と
い

う
原
点
に
立
ち
返
る
」
と
、
ザ
ッ

カ
ー
バ
ー
グ
は
力
説
し
た
。

ど
う
や
ら
次
期
大
統
領
を
意
識

し
た
方
針
変
更
ら
し
い
。
ザ
ッ
カ

ー
バ
ー
グ
は
ト
ラ
ン
プ
同
様
に
政

府
や
既
存
メ
デ
ィ
ア
の
「
検
閲
」

を
批
判
し
、「
最
近
の
選
挙
は
再

び
言
論
（
の
自
由
）
を
優
先
す
る

方
向
に
進
む
文
化
的
転
換
点
の
よ

う
に
感
じ
る
」
と
付
け
加
え
た
。

メ
タ
が
政
権
を
握
っ
た
政
党
に

合
わ
せ
て
ポ
リ
シ
ー
を
変
え
る
の

は
目
新
し
い
動
き
で
は
な
い
と
、

同
社
の
元
公
共
政
策
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
、
ケ
イ
テ
ィ
・
ハ
ー
バ
ス
は
言

う
。「
こ
れ
は
結
局
、
言
論
で
は

な
く
ビ
ジ
ネ
ス
の
問
題
だ
」

今
の
と
こ
ろ
、
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ

ッ
ク
廃
止
の
対
象
は
ア
メ
リ
カ
だ

け
だ
。
メ
タ
の
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ

ク
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
世
界
90
以
上

の
国
・
地
域
の
独
立
し
た
パ
ー
ト

ナ
ー
で
構
成
さ
れ
、
60
以
上
の
言

語
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。

彼
ら
の
多
く
は
自
分
た
ち
も
切

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し

て
い
る
。「
大
半
は
メ
タ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
お
か
げ
で
成

長
し
、
生
計
を
立
て
て

き
た
小
規
模
な
組
織
」

だ
と
、
台
湾
フ
ァ
ク
ト

チ
ェ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の

元
編
集
長
サ
マ
ー
・
チ

ェ
ン
は
言
う
。

自
分
た
ち
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
や
ウ
ク
ラ
イ

ナ
紛
争
を
め
ぐ
る
偽
情

報
と
闘
っ
て
き
た
と
、

チ
ェ
ン
は
力
説
す
る
。

「
私
た
ち
は
世
界
的
な

偽
情
報
の
防
衛
ラ
イ
ン

を
構
築
し
た
」

だ
が
マ
ス
ク
買
収
後

の
Ｘ
に
メ
タ
が
追
従
し

た
こ
と
で
、「
防
衛
ラ
イ
ン
と
フ

ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
は
存
亡
の
危
機
に
立
た
さ
れ

る
」
と
い
う
。

も
っ
と
規
模
の
大
き
な
パ
ー
ト

ナ
ー
も
こ
の
決
定
に
憤
慨
し
て
い

る
よ
う
だ
。
フ
ラ
ン
ス
の
通
信
社

Ａ
Ｆ
Ｐ
も
そ
の
１
つ
。「
ア
メ
リ

カ
で
の
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
廃
止

を
メ
タ
か
ら
知
ら
さ
れ
た
の
は
発

表
の
15
分
前
だ
っ
た
」
と
、
グ
ロ

ー
バ
ル
ニ
ュ
ー
ス
・
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
の
フ
ィ
ル
・
チ
ェ
ト
ウ
ィ
ン
ド

は
同
社
の
サ
イ
ト
に
書
き
込
ん
だ
。

誤
情
報
に
関
す
る
メ
タ
の
対
応

が
も
た
ら
す
有
害
な
影
響
は
、
欧

米
以
外
の
ほ
う
が
深
刻
だ
。
例
え

ば
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
18
年
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
で
民
族
間
の
暴
力
を
あ

お
る
手
段
と
し
て
使
わ
れ
る
の
を

防
ぐ
措
置
を
十
分
に
講
じ
て
こ
な

か
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

だ
が
、
専
門
家
が
さ
ら
に
懸
念

す
る
の
は
、「
ヘ
イ
ト
ま
み
れ
の

コ
ン
テ
ン
ツ
」
に
対
す
る
規
制
の

撤
廃
だ
。
こ
の
変
更
は
世
界
中
で

適
用
さ
れ
る
。「
か
な
り
悲
惨
な

結
果
を
招
く
変
更
だ
と
思
う
」
と
、

民
主
主
義
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究

所
・
自
由
言
論
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
ワ
シ
ン
ト
ン
）
の
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
、
ケ
イ
ト
・
ル
エ
イ
ン
は
言
う
。

一
方
で
、
こ
う
し
た
「
ト
ラ
ン

プ
頼
み
」
の
姿
勢
は
裏
目
に
出
る

可
能
性
も
あ
る
。「
問
題
は
ト
ラ

ン
プ
が
本
当
に
味
方
で
い
て
く
れ

る
か
ど
う
か
」
だ
と
、
ハ
ー
バ
ス

は
言
う
。「
自
分
に
と
っ
て
一
番

有
利
な
道
を
選
ぶ
の
が
ト
ラ
ン
プ

と
い
う
人
間
だ
」

M
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Periscope

米上院司法委員会の公聴会で証言するザッカーバーグ（2024年1月）

UNITED STATES

ファクトチェックを廃止するメタの本当の狙い
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呼
吸
器
疾
患
の
ヒ
ト
メ
タ
ニ
ュ

ー
モ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｍ
Ｐ
Ｖ
）
の

感
染
者
が
中
国
で
急
増
し
て
い
る
。

日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
諸
国
の
報
道

は
、
中
国
へ
の
渡
航
を
再
考
す
る

よ
う
警
告
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
禍
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

し
か
し
中
国
外
務
省
の
毛
寧
副

報
道
局
長
は
呼
吸
器
感
染
症
は

「
冬
季
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
」
も

の
で
、
中
国
政
府
は
「
国
民
と
訪

中
す
る
外
国
人
の
健
康
を
気
に
か

け
て
」
お
り
、「
中
国
へ
の
旅
行

は
安
全
だ
」
と
述
べ
た
。

Ｈ
Ｍ
Ｐ
Ｖ
は
２
０
０
１
年
に
発

見
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
だ
が
、
ワ
ク

チ
ン
は
存
在
し
な
い
。
飛
沫
や
接

触
で
感
染
が
広
が
り
、
症
状
は
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
同
様
に
咳
、
発
熱
、

鼻
づ
ま
り
な
ど
。
子
供
や
高
齢
者

は
重
症
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

せ
っ
け
ん
を
使
っ
て
よ
く
手
を
洗

い
、
病
人
と
の
接
触
を
避
け
る
こ

と
で
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
は

中
国
で
十
分
な
情
報
が
得
ら
れ
な

い
よ
う
で
、
世
界
的
な
公
衆
衛
生

上
の
緊
急
事
態
と
も
宣
言
し
て
い

な
い
。
た
だ
し
コ
ロ
ナ
の
よ
う
な

新
し
い
ウ
イ
ル
ス
よ
り
は
集
団
免

疫
力
が
高
い
こ
と
は
確
か
だ
。

米
情
報
・
安
全
保
障
当
局
者
ら

は
、
中
国
政
府
系
ハ
ッ
カ
ー
集
団

「
ソ
ル
ト
・
タ
イ
フ
ー
ン
」
の
米

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
大
規
模

侵
入
に
危
機
感
を
強
め
て
い
る
。

昨
年
９
月
に
ソ
ル
ト
・
タ
イ
フ

ー
ン
の
大
規
模
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が

報
じ
ら
れ
て
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な

被
害
に
つ
い
て
の
報
道
が
出
て
い

る
。
米
当
局
関
係
者
ら
は
「
打
つ

手
が
な
い
」「
壊
滅
的
だ
」
な
ど

と
発
言
。
政
府
も
職
員
に
対
し
、

通
常
の
電
話
や
テ
キ
ス
ト
で
は
な

く
暗
号
化
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
受
信
す
る
よ
う
促
し
て
い
る
。

中
国
が
入
手
し
た
デ
ー
タ
は
通

話
記
録
、
政
治
家
や
外
交
官
、
安

全
保
障
当
局
者
間
の
私
的
な
通
信

記
録
の
ほ
か
、
さ
ら
に
広
範
に
わ

た
る
可
能
性
が
あ
る
。
問
題
は
ど

う
活
用
さ
れ
る
か
で
、
過
去
に
Ｃ

Ｉ
Ａ
の
通
信
が
侵
害
さ
れ
た
例
で

は
中
国
が
Ｃ
Ｉ
Ａ
協
力
者
を
追
放

し
、
イ
ラ
ン
や
ロ
シ
ア
な
ど
を
支

援
す
る
諜
報
活
動
を
行
っ
た
。

米
政
府
に
は
情
報
漏
洩
を
前
提

に
行
動
す
る
以
外
、
で
き
る
こ
と

は
あ
ま
り
な
い
。
も
ち
ろ
ん
ア
メ

リ
カ
も
中
国
に
対
し
て
サ
イ
バ
ー

ス
パ
イ
行
為
を
し
て
い
る
の
だ
が
。

ブ
レ
ン
ダ
ン・コ
ー
ル

CHINA

HMPV感染急増の中国への旅行は安全か

UNITED STATES

米政府攻撃「ソルト・タイフーン」の深刻度

特に子供の患者が増えている（1月6日、浙江省）

中国は米政府から入手したデータを何に使うのか
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留
米
軍
の
ジ
ー
プ
や
派
手
な
尾
ひ
れ
の
付
い
た
乗

用
車
で
満
ち
て
い
た
。
そ
れ
は
ご
く
自
然
な
生
活

の
一
部
で
、
反
感
も
憤
怒
も
全
く
な
か
っ
た
。

だ
が
、
外
交
官
と
し
て
過
ご
し
た
35
年
、
ア
メ

リ
カ
は
ほ
ぼ
い
つ
も
頭
上
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
い

た
。
自
立
し
た
く
と
も
、
日
本
の
世
論
の
か
な
り

の
部
分
は
防
衛
力
整
備
に
抵
抗
し
た
の
で
、
安
保

面
で
の
対
米
依
存
は
続
け
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の

こ
と
は
、
日
米
関
係
を
偽
善
的
な
も
の
に
し
た
。

つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
は
同
盟
関
係
を
う
た
い
な

が
ら
、
日
本
人
を
「
突
然
真
珠
湾
を
攻
め
て
き

た
」
テ
ロ
リ
ス
ト
ま
が
い
の
危
険
人
種
、
と
み
る

こ
と
を
や
め
な
い
。
日
本
は
同
盟
関
係
を
い
い
こ

と
に
、
当
時
の
低
賃
金
労
働
で
作
っ
た
工
業
製
品

を
大
量
に
ア
メ
リ
カ
に
売
り
込
み
、
い
く
つ
も
の

米
企
業
を
破
綻
さ
せ
て
い
と
わ
な
い
。

日
本
人
の
多
く
は
ア
メ
リ
カ
を
大
谷
翔
平
の
言

う
「
憧
れ
」
を
持
っ
て
眺
め
、
役
人
は
ワ
シ
ン
ト

ン
出
張
を
、
学
者
は
ア
メ
リ
カ
留
学
を
誇
ら
し
げ

に
語
る
。
そ
し
て
こ
ち
ら
が
憧
れ
る
一
方
、
先
方

は
上
か
ら
目
線
で
日
本
を
見
続
け
る
。

ア
メ
リ
カ
は
な
ら
ず
者
外
交
に
逆
戻
り

今
回
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
、「
安
全
保
障
上
の

懸
念
が
あ
る
た
め
に
」、
日
本
製
鉄
の
Ｕ
Ｓ
ス
チ

ー
ル
買
収
を
禁
止
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
次
期
大
統
領

は
、
同
盟
国
デ
ン
マ
ー
ク
に
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
を

売
却
す
る
よ
う
脅
し
て
い
る
。
も
は
や
「
自
由
と

民
主
主
義
の
た
め
の
同
盟
」
と
い
う
美
辞
麗
句
が

通
る
時
代
で
は
な
い
。
む
き
出
し
の
力
と
打
算
が
、

米
外
交
の
基
本
原
則
と
な
っ
て
き
た
。
19
世
紀
の

末
、
ス
ペ
イ
ン
と
の
戦
争
で
キ
ュ
ー
バ
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
を
奪
い
、
ハ
ワ
イ
王
国
を
併
合
し
た
「
な
ら

ず
者
外
交
」
の
時
代
を
思
い
出
す
…
…
。

皆
、
こ
の
よ
う
に
あ
り
っ
た
け
の
思
い
を
ぶ
ち

ま
け
た
ら
い
い
（
た
だ
し
野
原
で
）。
日
米
関
係

の
棚
卸
し
、
あ
る
い
は
虫
干
し
だ
。
そ
れ
で
す
っ

き
り
し
た
ら
冷
静
に
な
っ
て
、
い
ま
何
が
で
き
る

か
、
す
る
べ
き
か
を
考
え
て
み
る
。
選
択
肢
は
限

ら
れ
て
い
る
。
日
米
同
盟
維
持
か
、
ス
イ
ス
型
の

自
主
中
立
か
、
中
国
と
の
提
携
だ
。
ス
イ
ス
型
路

線
が
望
ま
し
い
が
、
ス
イ
ス
は
強
い
軍
備
、
徴
兵

制
を
持
つ
。
日
本
は
防
衛
力
を
何
年
か
か
け
て
整

え
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
兵
士
の
な
り
手
が
足
り

な
い
だ
ろ
う
。
中
国
と
の
提
携
は
、
ア
メ
リ
カ
の

市
場
や
技
術
を
大
き
く
失
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

ト
ラ
ン
プ
の
唯
我
独
尊
路
線
が
こ
れ
か
ら
定
着

し
て
し
ま
う
わ
け
で
も
な
い
。
ス
ー
ジ
ー
・
ワ
イ

ル
ズ
大
統
領
首
席
補
佐
官
は
ト
ラ
ン
プ
の
極
端
な

物
言
い
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
だ
ろ
う
し
、
そ
れ

は
マ
イ
ク
・
ウ
ォ
ル
ツ
安
全
保
障
問
題
担
当
補
佐

官
、
マ
ル
コ
・
ル
ビ
オ
国
務
長
官
も
同
様
だ
。
だ

か
ら
、
ト
ラ
ン
プ
に
真
っ
向
か
ら
立
ち
向
か
う
の

は
愚
の
骨
頂
。
理
に
合
わ
な
い
要
求
は
い
な
し
て
、

共
通
の
目
標
に
向
か
っ
て
巻
き
込
む
こ
と
だ
。

ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
で
は
時
々
落
胆
さ
せ
ら
れ

る
が
、
そ
れ
は
ど
こ
の
国
と
の
関
係
で
も
同
じ
こ

と
。
良
い
側
面
を
大
事
に
し
て
、
戦
勝
国
・
戦
敗

国
意
識
が
消
え
る
の
を
待
つ
し
か
あ
る
ま
い
。
責

任
感
が
あ
り
、
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
の
が
好

き
と
い
っ
た
面
で
、
共
通
す
る
と
こ
ろ
も
日
米
は

多
い
の
だ
か
ら
。
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Commentary

年
早
々
、
筆
者
は
沖
縄
の
嘉
数
高
台

か
ら
眼
下
の
米
軍
普
天
間
基
地
を
見

下
ろ
し
て
い
た
。「
有
名
な
」
オ
ス

プ
レ
イ
が
旋
回
を
繰
り
返
し
て
は
、
着
陸
の
訓
練

を
続
け
る
。「
周
り
は
人
家
が
密
集
」
し
て
い
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
言
い
す
ぎ
だ
。

人
家
は
航
空
機
の
進
入
口
の
南
方
に
集
中
し
て
は

い
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
情
景
は
大
阪
の
伊

丹
空
港
な
ど
世
界
で
は
珍
し
く
な
い
。

問
題
は
、
占
領
軍
が
駐
留
軍
と
名
を
変
え
は
し

た
も
の
の
、
戦
後
80
年
も
た
っ
て
、
な
ぜ
ま
だ
日

本
の
領
土
に
居
座
っ
て
い
る
の
か
、
な
ぜ
日
本
は

安
全
く
ら
い
自
前
で
守
れ
る
態
勢
を
つ
く
っ
て
こ

な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

筆
者
は
戦
後
世
代
で
、
戦
争
は
知
ら
な
い
。
そ

れ
で
も
、
東
京
郊
外
の
ゼ
ロ
戦
の
エ
ン
ジ
ン
組
立

工
場
の
廃
墟
近
く
に
建
て
ら
れ
た
バ
ラ
ッ
ク
で
育

っ
た
の
で
、
身
の
回
り
は
破
壊
の
跡
、
そ
し
て
駐 米軍普天間基地に並ぶオスプレイを見つめる

OVERHAULING THE US-JAPAN RELATIONSHIP

戦後80年の日米関係を棚卸しせよ
河東哲夫（本誌コラムニスト、元外交官）

新

外交アナリスト。ロシア公
使、ウズベキスタン大使
などを歴任。メールマガジ
ン「文明の万華鏡」主宰。
著書に『意味が解体する
世界へ』『ワルの外交』
『米・中・ロシア──虚像に
怯えるな』など。

AKIO KAWATO



ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
議
会
は
昨
年
11
月

末
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
事
業
者

が
16
歳
未
満
の
子
供
に
ア
カ
ウ
ン
ト

を
作
成
さ
せ
る
こ
と
を
禁
止
す
る
法
案
を
可
決
し

た
。
テ
ィ
ー
ン
エ
ー
ジ
ャ
ー
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

へ
の
影
響
を
懸
念
す
る
声
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

を
受
け
て
の
措
置
だ
。

規
制
対
象
に
な
る
見
通
し
な
の
は
、
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ

ｏ
ｃ
（
テ
ィ
ッ
ク
ト
ッ
ク
）
や
ス
ナ
ッ
プ
チ
ャ
ッ

ト
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、

Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）

な
ど
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
で
、
違
反
し
た
事

業
者
に
は
罰
金
が
科
さ

れ
る
。
規
制
は
今
年
末

ま
で
に
施
行
さ
れ
る
。

新
し
い
規
制
を
支
持

す
る
意
見
が
多
い
が
、

批
判
も
あ
る
。
ソ
ー
シ

ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
と
子
供

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

関
連
性
を
疑
う
声
も
あ

る
し
、
規
制
が
言
論
の

自
由
を
侵
害
す
る
と
い

う
指
摘
も
出
て
い
る
。

賛
成
派
の
間
で
も
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
年
齢
制

限
を
実
施
す
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
疑
問
を
抱
く

人
が
少
な
く
な
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が

普
及
し
て
以
降
、
テ
ィ
ー
ン
エ
ー
ジ
ャ
ー
、
と
り

わ
け
女
の
子
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が
大
幅
に
悪
化

し
て
い
る
こ
と
に
は
ほ
ぼ
疑
問
の
余
地
が
な
い
。

問
題
は
、
そ
れ
が
単
な
る
相
関
関
係
に
す
ぎ
な
い

の
か
、
そ
れ
と
も
そ
こ
に
因
果
関
係
が
存
在
す
る

の
か
と
い
う
点
だ
。

し
か
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
時
間

を
減
ら
す
こ
と
の
効
果
を
明
ら
か
に
し
よ
う
に
も
、

厳
密
な
検
証
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
。

有
効
な
実
験
を
行
う
た
め
に
は
、
ま
ず
１
つ
の

集
団
に
属
す
る
テ
ィ
ー
ン
エ
ー
ジ
ャ
ー
全
員
に
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
を
や
め
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
の
利
用
が
リ
ア
ル
な
世
界
の
交
流
に
切
り

替
わ
ら
な
い
か
ら
だ
。

そ
れ
に
加
え
て
、
対
照

実
験
を
行
う
た
め
に
、

無
作
為
抽
出
に
よ
っ
て
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

の
利
用
を
や
め
な
い
集

団
も
用
意
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
徹
底
し

た
実
験
が
行
わ
れ
て
い

な
い
現
状
で
は
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
と
子

供
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

の
関
係
に
つ
い
て
断
定

的
な
こ
と
は
言
え
な
い
。

そ
の
点
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
新
し
い
法
律
は
、
世
界
に
先
駆
け
た
国
単

位
の
実
験
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

問
題
は
、
そ
の
た
め
に
は
テ
ィ
ー
ン
エ
ー
ジ
ャ

ー
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
費
や
す
時
間
を
大

幅
に
減
ら
す
必
要
が
あ
る
こ
と
だ
。
新
し
い
法
律

の
下
で
は
、
ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ア
プ
リ
や
一
部
の
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
健
康
・
教
育

サ
ー
ビ
ス
は
規
制
の
対
象
外
に
な
る
。
そ
れ
に
、

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
動
画
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な

ど
の
一
部
の
ペ
ー
ジ
は
、
ア
カ
ウ
ン
ト
を
作
成
し

な
く
て
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。

一
方
で
新
し
い
規
制
は
、
子
供
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
へ
の
影
響
を
懸
念
し
て
対
策
を
講
じ
よ
う
と

す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
事
業
者
を
助
け
る
か

も
し
れ
な
い
。
規
制
が
な
い
現
状
で
は
、
子
供
に

ア
カ
ウ
ン
ト
を
作
成
さ
せ
な
い
こ
と
を
徹
底
す
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
は
、
ラ
イ
バ
ル
と
の
競
争

で
不
利
な
状
況
に
甘
ん
じ
て
い
る
か
ら
だ
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
憲
法
に
は
人
権
に
関
す
る

体
系
的
な
規
定
が
な
く
、
裁
判
所
は
立
法
府
の
判

断
を
尊
重
す
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
最
高
裁
判

所
は
こ
れ
ま
で
、
憲
法
の
規
定
に
照
ら
す
と
、
政

治
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
不
当
に
制
約
す
る

立
法
は
許
さ
れ
な
い
と
の
判
断
を
示
し
て
い
る
。

新
し
い
法
律
が
憲
法
に
違
反
し
て
い
る
と
い
う

指
摘
に
対
し
て
は
、
16
歳
未
満
の
子
供
に
は
選
挙

権
が
な
く
、
政
治
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
必

要
性
が
比
較
的
小
さ
い
と
か
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ

ィ
ア
の
弊
害
は
極
め
て
大
き
く
、
軽
度
な
年
齢
制

限
で
あ
れ
ば
過
剰
な
規
制
と
は
言
え
な
い
と
主
張

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

政
治
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
特
化
し
た
ソ

ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
規
制
の
対
象
外
に
す
る
と

い
う
方
法
も
あ
り
得
る
。
し
か
し
そ
の
た
め
に
は
、

ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
政
治
的
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
該
当
す
る
か
を
判
断
す
る
と
い
う

難
し
い
課
題
が
つ
い
て
回
る
。

M
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TAMING SOCIAL MEDIA

SNS年齢制限という大実験が始まる
ピーター・シンガー（米プリンストン大学生命倫理学教授）

ティーンエージャーのメンタルヘルス悪化との因果関係は？
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プリンストン大学教授（生
命倫理学）。著書『動物の
解放』（1975年）で注目
を集めた。NPO団体The 
Life You Can Save（あ
なたが救える命）創設者。
オーストラリア出身。

PETER SINGER



月
３
日
、
尹
錫
悦
大
統
領
に
よ
る
戒

厳
令
宣
布
と
国
会
閉
鎖
な
ど
の
試
み

は
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
失
敗
し
た
。

12
月
14
日
に
は
、
２
回
目
の
上
程
で
大
統
領
の
弾

劾
訴
追
案
が
可
決
さ
れ
、
尹
の
大
統
領
と
し
て
の

権
限
が
停
止
さ
れ
た
。
尹
や
彼
と
共
に
戒
厳
令
宣

布
を
主
導
し
た
人
々
に
は
内
乱
罪
の
嫌
疑
が
か
け

ら
れ
、
前
国
防
相
を
は
じ
め
と
す
る
要
人
が
次
々

と
逮
捕
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受

け
て
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
で

は
、
続
く
憲
法
裁
判
所
の

審
査
で
も
弾
劾
が
認
め
ら

れ
る
の
は
確
実
で
あ
り
、

そ
の
後
に
行
わ
れ
る
大
統

領
選
挙
で
最
大
野
党
「
共

に
民
主
党
」
代
表
の
李

在
明
が
当
選
す
る
だ
ろ
う

と
の
予
測
の
下
、
来
た
る

べ
き
政
権
で
の
対
日
政
策

に
つ
い
て
議
論
す
る
と
こ

ろ
ま
で
現
れ
た
。

し
か
し
、
韓
国
の
政
治

状
況
は
大
き
く
変
化
し
た
。

尹
は
戒
厳
令
宣
布
以
後
の

自
ら
の
行
動
の
違
法
性
を

認
め
ず
、
弾
劾
反
対
で
党
論
を
統
一
し
た
与
党

「
国
民
の
力
」
は
国
会
で
多
数
を
占
め
る
野
党
に

強
硬
に
対
峙
し
た
。
紆
余
曲
折
を
経
て
憲
法
裁
判

所
に
よ
る
弾
劾
審
査
は
12
月
27
日
に
開
始
さ
れ
た

も
の
の
、
一
連
の
事
件
の
捜
査
に
当
た
る
高
位
公

職
者
犯
罪
捜
査
庁
に
よ
る
捜
査
は
、
尹
の
拘
束
令

状
執
行
が
大
統
領
警
護
庁
の
抵
抗
に
よ
っ
て
１
月

３
日
に
中
止
し
た
後
、
膠
着
状
態
に
至
っ
て
い
る
。

大
統
領
が
自
ら
の
官
邸
に
「
籠
城
」
を
続
け
る

な
か
、
韓
国
世
論
も
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

世
論
調
査
会
社
リ
ア
ル
メ
ー
タ
ー
に
よ
れ
ば
、

「
共
に
民
主
党
」
と
「
国
民
の
力
」
の
支
持
率
の

差
は
、
大
統
領
弾
劾
訴
追
案
が
国
会
で
可
決
さ
れ

た
12
月
第
2
週
に
は
52
・
４
％
対
25
・
７
％
と
ダ

ブ
ル
ス
コ
ア
に
近
い
状
態
ま
で
開
い
て
い
た
が
、

わ
ず
か
３
週
間
後
の
１
月
第
1
週
に
は
45
・
２
％

対
34
・
４
％
ま
で
縮
小
し

た
。
こ
の
与
党
の
支
持
率

は
尹
が
戒
厳
令
を
宣
布
す

る
直
前
の
調
査
を
わ
ず
か

な
が
ら
上
回
る
。
尹
と
与

党
は
戒
厳
令
宣
布
と
大
統

領
弾
劾
の
ダ
メ
ー
ジ
か
ら

急
速
に
立
ち
直
り
つ
つ
あ

る
よ
う
に
見
え
る
。

世
論
の
変
化
は
、
抵
抗

を
続
け
る
大
統
領
に
対
す

る
見
方
に
お
い
て
も
同
じ

で
あ
る
。
リ
ア
ル
メ
ー
タ

ー
に
よ
れ
ば
、
尹
の
逮
捕

を
支
持
す
る
人
は
54
・
４

％
だ
が
、
こ
れ
に
反
対
す

る
人
は
44
・
５
％
に
も
達

し
て
い
る
。
依
然
と
し
て

大
統
領
へ
の
迅
速
な
処
罰
を
求
め
る
声
が
多
数
で

あ
る
も
の
の
、
そ
の
差
は
も
は
や
わ
ず
か
に
な
っ

て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
韓
国
世
論
の
急
速
な

変
化
を
も
た
ら
し
た
も
の
は
何
か
。
明
ら
か
な
の

は
、
弾
劾
訴
追
案
可
決
の
後
も
大
統
領
代
行
を
務

め
て
い
た
首
相
を
弾
劾
す
る
な
ど
、
強
硬
な
姿
勢

に
終
始
す
る
野
党
、
と
り
わ
け
そ
の
代
表
で
あ
る

李
の
政
治
指
導
に
対
す
る
忌
避
感
情
で
あ
ろ
う
。

選
挙
法
違
反
を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の
嫌
疑
を

抱
え
る
李
の
、
自
ら
の
事
件
の
判
決
が
出
る
前
に

大
統
領
選
挙
を
実
施
し
た
い
、
と
い
う
思
惑
が
そ

の
性
急
な
行
動
の
背
景
に
あ
る
の
は
明
ら
か
だ
。

そ
の
あ
ま
り
に
政
治
的
野
心
を
む
き
出
し
に
し
た

行
動
が
、
逆
に
保
守
派
を
尹
と
与
党
の
下
に
結
集

さ
せ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
こ
か
ら
分
か
る
こ
と
が
あ
る
。
そ

れ
は
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
こ
と
法
的
な
手
続
き

を
軽
視
し
て
、
自
ら
の
政
治
的
利
益
を
拙
速
に
追

求
し
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、

韓
国
の
与
野
党
が
実
は
同
じ
方
向
性
を
有
し
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

大
統
領
は
憲
法
の
規
定
を
無
視
し
て
戒
厳
令
を

宣
布
し
、
国
会
の
閉
鎖
を
試
み
、
野
党
代
表
は
法

的
処
罰
の
結
果
と
し
て
公
民
権
を
失
う
こ
と
を
避

け
る
た
め
に
、
裁
判
の
結
果
が
出
る
前
に
自
ら
の

大
統
領
就
任
を
模
索
す
る
。
そ
こ
で
犠
牲
に
さ
れ

て
い
る
の
は
、
こ
の
国
に
お
け
る
「
法
の
支
配
」

で
あ
り
、
そ
れ
に
支
え
ら
れ
た
民
主
主
義
で
あ
る
。

大
統
領
官
邸
の
前
で
は
、
今
週
も
大
統
領
支
持

派
と
反
対
派
の
デ
モ
が
行
わ
れ
る
。
寒
い
ソ
ウ
ル

の
冬
空
の
下
、
国
民
が
自
ら
路
上
に
立
ち
民
主
主

義
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
は
、
誰
に
と

っ
て
も
決
し
て
歓
迎
す
べ
き
状
況
で
は
な
い
。
そ

の
こ
と
だ
け
は
繰
り
返
し
確
認
し
て
お
く
べ
き
だ
、

と
思
う
。
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SOUTH KOREA’S SELF-SEEKERS

「法の支配」を軽視する韓国与野党
木村幹（本誌コラムニスト、神戸大学大学院国際協力研究科教授）

 「籠城」する尹を守る大統領警護庁の職員（1月8日）

神戸大学大学院教授。専
門は比較政治学、朝鮮半
島地域研究。『韓国愛憎
──激変する隣国と私の
30年』、『日韓歴史認識
問題とは何か』（読売・吉
野作造賞）など著書多数。

KAN KIMURA



風刺画で読み解く「超大国」の現実
Superpower Satire
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Strange Logic

凶器の違いで狂気になる人々
画：ロブ・ロジャース（風刺漫画家）／文：パックン（コラムニスト、タレント）

ューオーリンズ市は由緒あるパーティー・シティーだ。
1718年の設立当初はフランス領だったため、中心
の通りはブルボン王朝にちなんでバーボン（ブルボ

ン）ストリートと名付けられた。今や王朝よりもウイスキーのほ
うのバーボンを彷彿させる、名だたる飲み屋街だ。
　毎年大みそかには、この通りで大勢のパーティー・ピープルが
ワイワイ幸せに年を越すのだが、今回はとんでもない不幸が訪
れた。元旦の午前3時過ぎにテロリストが大型のピックアップ・
トラックで群衆に突っ込み、14人の命を奪った。ニューオーリ
ンズは長い歴史の中でも類を見ない、悲しい年明けを迎えた。
　風刺画は事件後の反応にスポットを当てている。星条旗の
帽子とその下からのぞく刈り上げた側頭部、それに怒り狂って
いる態度から保守派の戯画化と思われる男性は1コマ目でいろ
いろな対策を熱く呼びかけている。合理的なものもあれば、今
回の事件を防ぐには無意味なものもある。例えば、stronger 
barriers（より頑丈な防護壁）は重要。数年前から車を使った 
攻撃が懸念され、防護壁の設置が推奨されていたのに、それ
が実施されていなかったことが今回指摘されている。
　一方、ドナルド・トランプも事件後に呼びかけたborder 
crackdowns（国境の取り締まり）は関係ない。今回の犯人は 
アメリカ人の退役軍人。過激派組織「イスラム国」（IS）のシンパ
のようだが、国境を越えて入国したわけではない。どうせなら

以前からやりたかった政策を推そう！という計算か、それとも単
なる口癖なのか。とにかく無意味な策なのは間違いない。
　再発防止策が次 と々提案される「今回」と対照的なのは、銃
乱射事件が起きる「毎回」だ。凶器が車でなく銃だと、保守派
は黙り込む傾向にある。逆に、銃購入時のFBI background 
checks（FBIによる身元調査）などの規制が提案されると「悲 
惨な事件を政治的に利用するな！」と猛反発するのだ。今回と 
変わらない、無惨な大量殺人事件なのに、なぜ合理的な対策
も反対するようになるのか？　凶器の違いで狂気になる？
　ニューオーリンズは強い。悲劇的な事件が起きても、バーボ
ンストリートは翌日から活気を取り戻した。銃規制を毛嫌いす
る皆さんも早く正気を取り戻してほしい。

ニ

AFTER A TERRORIST PLOWS INTO A CROWD ON BOURBON STREET…
バーボンストリートでテロリストが群衆に突っ込んだら…

AFTER EVERY MASS
SHOOTING IN 
AMERICA…
アメリカで銃乱射事
件が起きると…

NOTHING CAN BE 
DONE.
何もできない。

WE CAN’T LET THEM THREATEN OUR WAY OF 
LIFE! ...WE NEED TIGHTER SECURITY…
STRONGER BARRIERS…MORE POLICE…FBI 
BACKGROUND CHECKS…BORDER 
CRACKDOWNS…DEPORTATIONS, ETC., ETC., 
ETC. …
私たちの生活が脅かされてはならない！
…警備強化が必要だ…より頑丈な防護
壁…警察の増員…FBIによる身元調査
…国境取り締まり…強制送還…などなど

ポ
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０
１
６
年
の
11
月
、
ド
ナ

ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
が
初
め

て
大
統
領
選
に
勝
利
し
た

あ
の
日
、
私
は
仕
事
で
ウ

ガ
ン
ダ
の
首
都
カ
ン
パ
ラ
に
い
た
。
翌
朝
、

ウ
ガ
ン
ダ
軍
情
報
部
に
所
属
す
る
仲
間
が

や
っ
て
来
て
皮
肉
な
が
ら
も
善
意
に
満
ち

た
言
葉
を
か
け
て
く
れ
た
。
お
望
み
な
ら

い
つ
で
も
「
政
治
亡
命
」
を
受
け
入
れ
る

ぜ
、
と
。

２
カ
月
前
に
ト
ラ
ン
プ
が
再
び
大
統
領

に
選
ば
れ
た
と
き
は
ベ
ト
ナ
ム
の
首
都
ハ

ノ
イ
の
ホ
テ
ル
・
メ
ト
ロ
ポ
ー
ル
に
い
た
。

第
１
次
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
中
の
１
９
５
３

年
に
作
家
グ
レ
ア
ム
・
グ
リ
ー
ン
が
投
宿

し
て
い
て
、
現
地
の
解
放
勢
力
が
手
榴
弾

を
投
げ
込
ん
で
く
る
な
か
で
フ
ラ
ン
ス
の

高
級
ワ
イ
ン
を
す
す
り
、
時
に
ア
ヘ
ン
に

救
い
を
求
め
て
い
た
場
所
。
彼
が
ア
メ
リ

カ
人
の
悲
惨
な
自
己
欺
瞞
に
気
付
き
、
あ

の
名
作
『
お
と
な
し
い
ア
メ
リ
カ
人
』
の

構
想
を
練
っ
て
い
た
場
所
だ
。

ト
ラ
ン
プ
な
ら
き
っ
と
「
ア
メ
リ
カ
を

再
び
偉
大
に
」
し
て
く
れ
る
。
２
カ
月
前

に
投
宿
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
人
の
中
に
は
、

AP／
AFLO
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Special Report
DONALD TRUMP

２

MORE BRUTAL

ールドの展開を読む

 米政治 　間もなく米大統領に再任するドナルド・トランプ
ウクライナ戦争や対ロシア・中国関係、移民、関税……

第2次政権の外交・内政・経済で起きること
グレン・カール

（本誌コラムニスト、元CIA工作員）



喜
々
と
し
て
そ
う
言
う
人
も
い
た
。
で
も

私
の
目
に
は
70
年
前
の
グ
レ
ア
ム
・
グ
リ

ー
ン
の
亡
霊
が
見
え
た
。
ト
ラ
ン
プ
２
期

目
の
ア
メ
リ
カ
（
と
、
こ
の
世
界
）
は
ど

う
な
っ
て
い
く
の
か
。
以
下
、
ポ
イ
ン
ト

ご
と
に
予
測
し
て
み
よ
う
。

■
条
約
も
協
定
も
た
だ
の
紙
切
れ

世
界
中
の
国
々
は
ア
メ
リ
カ
の
指
導
者

の
弱
腰
に
付
け
込
ん
で
利
益
を
得
、
あ
ら

ゆ
る
国
際
機
関
は
ア
メ
リ
カ
の
自
由
と
権

力
、
富
に
縛
り
を
か
け
て
い
る
。
ト
ラ
ン

プ
は
そ
う
信
じ
て
疑
わ
な
い
。

１
９
４
５
年
以
降
の
米
外
交
の
軸
と
な

っ
て
き
た
同
盟
関
係
や
国
連
以
下
の
国
際

機
関
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協

定
）
や
気
候
変
動
対
策
の
パ
リ
協
定
も
、

ト
ラ
ン
プ
の
目
に
は
た
だ
弱
小
国
（
つ
ま

り
ア
メ
リ
カ
以
外
の
国
）
が
ア
メ
リ
カ
を

食
い
物
に
す
る
手
段
と
映
る
。

だ
か
ら
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
舞
い
戻

れ
ば
再
び
パ
リ
協
定
か
ら
離
脱
す
る
こ
と

だ
ろ
う
。
脱
退
ま
で
は
し
な
く
て
も
、
Ｗ

Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
や
国
連
の
権
限

や
影
響
力
を
弱
め
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。

Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
北
米
自
由
貿
易
協
定
）

に
代
わ
る
Ｕ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
米
国
・
メ
キ
シ

コ
・
カ
ナ
ダ
協
定
）
は
２
０
２
６
年
に
再

交
渉
の
時
期
を
迎
え
る
が
、
ト
ラ
ン
プ
は

こ
れ
を
見
直
す
か
弱
体
化
さ
せ
る
と
公
言

し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
Ｕ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
１

期
目
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
、
力
ず
く
で
押

し
付
け
た
協
定
な
の
だ
が
。

第
２
次
大
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
安
定

を
も
た
ら
し
た
要
の
存
在
と
し
て
「
史
上

最
高
に
強
力
で
成
功
し
た
同
盟
」
と
評
さ

れ
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
北
大
西
洋
条
約
機
構
）

も
無
事
で
は
い
ら
れ
な
い
。
加
盟
諸
国
を

関
税
が
襲
う
し
、
国
防
支
出
を
増
や
さ
な

け
れ
ば
ア
メ
リ
カ
は
お
ま
え
た
ち
を
守
っ

て
や
ら
な
い
と
い
う
脅
迫
が
来
る
。

１
期
目
に
も
言
っ
て
い
た
こ
と
だ
が
、

ト
ラ
ン
プ
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
に
対
す
る

集
団
防
衛
の
義
務
を
果
た
す
義
理
は
な
い

と
思
っ
て
い
る
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
一
員
で
も

国
防
予
算
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
５
％
ま
で
増
や
さ

な
い
よ
う
な
国
に
対
し
て
は
「
ロ
シ
ア
の

好
き
な
よ
う
に
」
さ
せ
て
や
る
と
も
述
べ

た
。
こ
う
な
る
と
ト
ラ
ン
プ
の
ロ
シ
ア
と

の
関
係
は
反
逆
罪
に
相
当
す
る
の
で
は
な

い
か
と
、
筆
者
を
含
め
た
諜
報
・
外
交
の

プ
ロ
は
考
え
て
い
る
。

何
事
も
ゼ
ロ
サ
ム
ゲ
ー
ム
と
わ
き
ま
え

る
ト
ラ
ン
プ
は
２
国
間
の
交
渉
を
好
む
。
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も
し
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
戦
争

に
関
し
て
、
ト
ラ
ン
プ
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

頭
越
し
に
、
ロ
シ
ア
の
大
統
領
ウ
ラ
ジ
ー

ミ
ル
・
プ
ー
チ
ン
と
ダ
イ
レ
ク
ト
に
交
渉

を
始
め
た
ら
ど
う
な
る
か
。
そ
れ
で
も
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
支
援
を
続
け
る
か
、
ロ
シ

ア
へ
の
経
済
制
裁
を
維
持
す
る
か
、
欧
州

諸
国
は
難
し
い
政
策
判
断
を
迫
ら
れ
る
だ

ろ
う
。
も
と
も
と
ロ
シ
ア
寄
り
の
ハ
ン
ガ

リ
ー
と
ス
ロ
バ
キ
ア
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
決

別
す
る
道
を
選
ぶ
か
も
し
れ
な
い
。

Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
も
結
束
を
保
つ
の

に
苦
労
す
る
だ
ろ
う
。
関
税
を
「
辞
書
の

中
で
最
も
美
し
い
言
葉
」
と
呼
ん
で
は
ば

か
ら
な
い
ト
ラ
ン
プ
は
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に

も
個
別
に
「
報
復
」
的
な
関
税
そ
の
他
の

制
裁
を
課
す
と
脅
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ

か
ら
見
て
「
不
公
正
」
な
貿
易
慣
行
や
貿

易
収
支
の
不
均
衡
、
さ
ら
に
は
デ
ン
マ
ー

ク
領
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
売
却
拒
否
も
報

復
関
税
発
動
の
理
由
と
な
り
得
る
。
そ
う

や
っ
て
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
と
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
の

結
束
に
も
ほ
こ
ろ
び
が
生
じ
か
ね
な
い
。

■
２
国
間
関
係
の「
肝
」は
中
国

２
国
間
関
係
で
最
重
要
な
の
は
中
国
と

の
関
係
だ
。
既
に
険
悪
だ
が
、
さ
ら
に
悪

化
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
は
ア
メ

リ
カ
の
雇
用
と
産
業
を
中
国
が
「
盗
む
」

の
を
阻
み
、
米
中
貿
易
の
不
均
衡
を
是
正

す
る
た
め
に
中
国
か
ら
の
輸
入
品
全
て
に

60
〜
１
０
０
％
の
関
税
を
課
す
と
豪
語
し

て
い
る
が
、
実
際
に
は
品
目
ご
と
の
取
引

に
な
る
だ
ろ
う
。

品
目
に
よ
っ
て
一
定
の
輸
入
量
は
許
容

す
る
可
能
性
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
双
方

が
勝
利
宣
言
で
き
る
程
度
の
経
済
協
定
を

結
ん
で
、
根
源
的
な
貿
易
不
均
衡
や
安
全

保
障
の
問
題
に
は
ふ
た
を
す
る
と
い
う
選

択
肢
も
あ
る
。

日
本
も
関
税
攻
撃
を
覚
悟
す
べ
き
だ
。

ト
ラ
ン
プ
は
１
９
９
０
年
代
に
、「
日
本

は
ア
メ
リ
カ
を
笑
っ
て
い
る
」
と
よ
く
語

っ
て
い
た
。
笑
わ
せ
な
い
た
め
に
関
税
を

か
け
、
譲
歩
を
引
き
出
し
、
特
定
の
品
目

に
つ
い
て
は
交
渉
次
第
で
妥
協
す
る
。
そ

れ
が
ト
ラ
ン
プ
流
だ
。

ト
ラ
ン
プ
は
条
約
や
同
盟
関
係
を
嫌
う

孤
立
主
義
者
で
も
あ
る
か
ら
、
日
本
や
韓

国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
と
の
安
全
保

障
上
の
約
束
を
歴
代
の
大
統
領
ほ
ど
に
守

る
と
は
思
え
な
い
。
中
国
の
外
交
的
・
軍

事
的
な
横
暴
に
ど
う
対
処
す
る
か
も
不
透

明
だ
。
恫
喝
や
威
嚇
は
す
る
だ
ろ
う
が
、

そ
の
先
の
出
方
は
分
か
ら
な
い
。 

ロ
シ
ア
や
中
国
と
並
ん
で
「
新
た
な
悪

の
枢
軸
」
を
構
成
す
る
イ
ラ
ン
と
北
朝
鮮

に
つ
い
て
、
ト
ラ
ン
プ
は
か
ね
て
「
最
大

限
の
圧
力
」
政
策
を
提
唱
し
て
き
た
。
圧

力
を
か
け
れ
ば
イ
ラ
ン
の
核
兵
器
開
発
も

北
朝
鮮
の
核
・
弾
道
ミ
サ
イ
ル
開
発
も
阻

止
で
き
る
と
信
じ
て
い
る
か
ら
だ
。

し
か
し
、
現
実
に
は
逆
効
果
だ
っ
た
。

イ
ラ
ン
の
中
東
に
お
け
る
代
理
勢
力
は
イ

ス
ラ
エ
ル
と
の
交
戦
で
骨
抜
き
に
さ
れ
た

し
、
イ
ラ
ン
が
通
常
兵
器
で
イ
ス
ラ
エ
ル

に
勝
て
な
い
こ
と
も
明
白
に
な
っ
た
。
だ

か
ら
こ
そ
、
あ
の
国
は
核
兵
器
の
開
発
に

一
段
と
力
を
入
れ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
は

「
最
大
限
の
圧
力
」
を
叫
び
続
け
る
だ
ろ

う
が
、
結
果
は
一
段
の
緊
張
激
化
と
軍
事

衝
突
の
リ
ス
ク
増
大
だ
ろ
う
。
た
だ
し
現

在
の
イ
ラ
ン
は
経
済
的
に
も
困
窮
し
て
お

り
、
政
権
基
盤
も
揺
ら
い
で
い
る
。
く
す

ぶ
る
社
会
不
安
が
火
を
噴
け
ば
、
政
権
崩

壊
の
可
能
性
も
あ
る
。

■「
力
こ
そ
正
義
」の
国
際
秩
序

孤
立
を
好
み
、
敵
を
増
や
し
、
一
国
主

義
の
ト
ラ
ン
プ
外
交
の
行
き
着
く
先
は
世

界
的
な
保
護
主
義
の
台
頭
と
国
際
機
関
の

衰
退
だ
。
関
税
攻
撃
の
程
度
に
も
よ
る
が
、

ア
メ
リ
カ
を
含
め
世
界
中
で
物
価
が
上
が

り
、
経
済
成
長
率
は
鈍
化
ま
た
は
マ
イ
ナ

ス
に
転
じ
る
。
株
価
は
下
が
り
、
国
際
協

力
は
衰
退
す
る
。

規
範
と
ル
ー
ル
に
基
づ
く
国
際
社
会
の

シ
ス
テ
ム
は
、
つ
い
に
引
き
裂
か
れ
る
だ

ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
は
擁
護
者

だ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
ト
ラ
ン
プ
は
一

貫
し
て
国
際
社
会
を
敵
視
し
続
け
る
。

ア
メ
リ
カ
は
今
後
も
地
球
上
で
最
も
影

響
力
の
あ
る
国
で
あ
り
続
け
る
だ
ろ
う
が
、

既
に
世
界
は
複
数
の
大
国
が
競
合
す
る
多

極
化
の
時
代
に
入
っ
て
い
る
。
強
固
な
同

盟
関
係
や
国
際
機
関
が
ト
ラ
ン
プ
の
孤
立

主
義
で
弱
体
化
す
れ
ば
、
東
欧
や
中
欧
の

近
隣
諸
国
を
抱
き
込
ん
で
「
大
ロ
シ
ア

圏
」
を
構
築
す
る
と
い
う
プ
ー
チ
ン
の
夢

が
か
な
う
可
能
性
も
あ
る
。

中
国
は
既
に
ア
メ
リ
カ
と
並
ぶ
超
大
国

だ
が
、
ア
ジ
ア
と
西
太
平
洋
に
お
け
る
優

位
性
を
一
段
と
強
固
な
も
の
に
し
、
自
国

を
中
心
に
据
え
た
独
自
の
ル
ー
ル
と
制
度

を
押
し
付
け
、
ア
ジ
ア
と
西
太
平
洋
に
君

臨
す
る
帝
国
を
樹
立
し
か
ね
な
い
。
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台
頭
す
る
未
来
の
超
大
国
イ
ン
ド
は
、

い
わ
ゆ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
」
の
旗

手
を
自
負
す
る
だ
ろ
う
が
、
現
実
に
は
世

界
の
弱
小
国
を
束
ね
て
欧
米
先
進
国
や
中

国
、
ロ
シ
ア
と
の
交
渉
で
有
利
な
立
場
を

確
保
し
よ
う
と
す
る
一
方
、
既
存
の
国
際

機
関
の
も
た
ら
す
恩
恵
に
は
「
た
だ
乗

り
」
を
続
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

ト
ル
コ
や
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
よ
う
な

地
域
大
国
は
、
ひ
た
す
ら
自
国
の
利
益
を

追
求
し
つ
つ
、
中
東
以
外
の
地
域
へ
の
影

響
力
拡
大
を
模
索
す
る
こ
と
に
な
る
。

世
界
の
弱
小
国
や
貧
困
国
の
一
部
に
は
、

人
権
や
民
主
主
義
に
関
す
る
国
際
規
範
を

気
に
し
な
い
ト
ラ
ン
プ
を
歓
迎
す
る
国
も

あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
今
の
国
際
社
会
が

小
国
に
与
え
て
い
る
不
完
全
な
が
ら
も
現

実
的
な
保
護
や
支
援
が
失
わ
れ
る
こ
と
に

な
れ
ば
、
誰
も
が
傷
つ
く
。

こ
う
し
た
傾
向
は
２
０
０
０
年
頃
か
ら

見
ら
れ
る
が
、
ト
ラ
ン
プ
は
こ
れ
を
加
速

さ
せ
る
。
１
９
４
５
年
以
降
の
ど
の
時
期

よ
り
も
力
こ
そ
が
正
義
と
な
り
、
国
際
社

会
は
よ
り
冷
淡
か
つ
残
忍
に
な
る
。

■
減
税
す
れ
ば
赤
字
は
増
え
る

私
が
み
る
に
、
ト
ラ
ン
プ
の
言
動
は
全

て
注
目
を
集
め
た
い
一
心
か
ら
出
て
い
る
。

特
段
の
主
義
や
主
張
は
持
た
な
い
な
が
ら
、

内
政
面
で
は
共
和
党
の
保
守
的
な
政
策
を

ど
ん
ど
ん
取
り
込
ん
で
い
る
。
共
和
党
な

く
し
て
彼
の
権
力
は
な
い
か
ら
だ
。
結
果
、

ト
ラ
ン
プ
の
国
内
政
策
は
明
快
だ
が
支
離

滅
裂
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

選
挙
戦
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
不
法
移
民
の

問
題
を
訴
え
た
。「
国
家
非
常
事
態
を
宣

言
し
、
軍
隊
を
動
員
し
て
で
も
バ
イ
デ
ン

時
代
の
移
民
の
侵
略
を
止
め
、（
何
百
万

も
の
不
法
移
民
を
）
ご
っ
そ
り
強
制
送
還

す
る
」
と
も
約
束
し
た
。

彼
ら
を
追
い
出
せ
ば
ア
メ
リ
カ
の
労
働

者
が
抱
え
る
社
会
・
経
済
的
ス
ト
レ
ス
は

軽
減
さ
れ
る
と
ト
ラ
ン
プ
は
信
じ
て
い
る
。

だ
が
現
実
に
は
、
そ
う
い
う
移
民
こ
そ
が

ア
メ
リ
カ
に
必
要
な
労
働
力
を
提
供
し
、

経
済
を
支
え
て
き
た
の
だ
。

ト
ラ
ン
プ
と
共
和
党
は
減
税
と
財
政
赤

字
の
削
減
、
そ
し
て
経
済
成
長
の
妨
げ
と

な
る
規
制
の
緩
和
を
公
約
し
て
い
る
。
だ

が
ト
ラ
ン
プ
の
求
め
る
減
税
を
実
行
す
れ

ば
財
政
赤
字
は
さ
ら
に

４
兆
㌦
以
上
も
積
み
上

が
る
は
ず
で
、
共
和
党

が
最
優
先
課
題
と
す
る

財
政
赤
字
の
削
減
に
は

明
ら
か
に
逆
行
す
る
。

そ
も
そ
も
１
期
目
の
ト

ラ
ン
プ
政
権
の
減
税
だ

け
で
連
邦
政
府
の
債
務

は
40
％
（
金
額
で
は
8
兆
㌦
以
上
）
も
膨

れ
上
が
っ
た
。
し
か
も
減
税
に
よ
る
恩
恵

の
83
％
を
得
た
の
は
、
全
世
帯
の
１
％
に

す
ぎ
な
い
最
富
裕
層
だ
。

ト
ラ
ン
プ
が
万
能
薬
と
信
ず
る
関
税
も
、

事
実
上
は
新
た
な
連
邦
レ
ベ
ル
の
消
費
税

に
等
し
く
、
物
価
上
昇
で
国
民
に
年
間
１

７
０
０
㌦
程
度
の
新
た
な
負
担
を
強
い
る

こ
と
に
な
る
と
い
う
。
経
済
学
を
か
じ
っ

た
人
な
ら
知
っ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
輸
入

品
に
か
か
る
関
税
を
払
う
の
は
国
内
の
消

費
者
で
あ
り
、
外
国
に
い
る
生
産
者
で
は

な
い
。

「
雇
用
を
奪
う
膨
大
な
数
の
規
制
を
削
減

す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。
新
し
い
規
制

を
１
つ
定
め
る
ご
と
に
10
個
の
古
い
規
制

を
撤
廃
す
る
」。
ト
ラ
ン
プ
は
そ
う
言
っ

て
い
る
が
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
１
期
目
の
実

績
を
見
る
と
、
確
か
に
規
制
の
増
加
ペ
ー

ス
は
落
ち
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
撤
廃
し

た
数
の
２
倍
の
新
た
な
規
制
が
導
入
さ
れ

て
い
る
。

工
業
部
門
に
対
す
る
排
ガ
ス
規
制
を
緩

和
す
れ
ば
企
業
は
潤
う
が
、
住
民
の
健
康

被
害
が
増
え
て
医
療
費
が
膨
ら
む
。
そ
れ

で
い
い
の
か
？　
い
ず
れ
に
せ
よ
規
制
緩

和
は
難
し
い
仕
事
で
あ
り
、
そ
の
効
果
は

ゆ
っ
く
り
と
、
漸
進
的
に
し
か
表
れ
て
こ

な
い
も
の
だ
。

と
も
あ
れ
ト
ラ
ン
プ
に
は
排
外
的
で
保

護
主
義
的
・
孤
立
主
義
的
な
道
し
か
な
い
。

そ
し
て
自
分
に
服
従
し
な
い
者
は
容
赦
し

な
い
。
ア
メ
リ
カ
政
治
の
分
断
は
進
み
、

も
っ
と
麻
痺
し
て
い
く
。
絆
は
ど
ん
ど
ん

薄
れ
て
い
く
。
客
観
的
な
事
実
は
偽
情
報

の
洪
水
に
溺
れ
、
公
的
機
関
や
民
主
主
義

へ
の
信
頼
は
溶
け
落
ち
る
。
そ
れ
で
も
ト

ラ
ン
プ
は
こ
う
し
て
こ
そ
「
ア
メ
リ
カ
を

再
び
偉
大
に
」
で
き
る
と
叫
び
続
け
る
だ

ろ
う
。

あ
の
日
、
ト
ラ
ン
プ
勝
利
の
一
報
を
聞

き
な
が
ら
ハ
ノ
イ
の
ホ
テ
ル
・
メ
ト
ロ
ポ

ー
ル
で
飲
ん
だ
ワ
イ
ン
は
、
少
し
軽
め
だ

が
優
し
く
、
ま
ろ
や
か
だ
っ
た
。
あ
れ
は

70
年
前
の
夢
破
れ
た
ア
メ
リ
カ
人
に
さ
さ

げ
る
エ
レ
ジ
ー
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も

今
の
私
た
ち
は
諦
め
ず
に
戦
い
続
け
、
い

つ
の
日
か
本
当
に
「
ア
メ
リ
カ
を
再
び
偉

大
に
」
し
て
み
せ
る
と
い
う
苦
い
決
意
の

味
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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トランプの世界
（上から）メキシコ国境で移
民の強制送還を訴え（24
年）、タイム誌の「今年の人」
に選ばれればニューヨーク
証券取引所の鐘を鳴らし
（24年）、ロシアのプーチン
大統領と語り合う（18年）



ア
メ
リ
カ
の
「
国
家
安
全
保
障
」
と

「
自
由
世
界
」
の
た
め
に
、
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
と
パ
ナ
マ
運
河
を
獲
得
す
る
な
ら
、

軍
事
行
動
や
経
済
的
措
置
の
選
択
肢
も
排

除
し
な
い
│
│
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
へ
の

復
帰
を
約
２
週
間
後
に
控
え
た
ド
ナ
ル

ド
・
ト
ラ
ン
プ
次
期
米
大
統
領
が
、
そ
う

記
者
団
に
語
っ
た
の
は
１
月
７
日
の
こ
と
。

た
ち
ま
ち
世
界
中
か
ら
非
難
の
嵐
が
巻
き

起
こ
っ
た
の
は
驚
き
で
は
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
武
力
に
よ
っ
て
外
国
の
領

土
を
奪
う
こ
と
を
ほ
の
め
か
す
な
ど
言
語

道
断
だ
が
、
こ
の
と
き
ト
ラ
ン
プ
が
指
摘

し
た
懸
念
の
多
く
は
正
当
な
も
の
で
あ
り
、

む
し
ろ
歴
代
大
統
領
が
取
り
組
ん
で
こ
な

か
っ
た
こ
と
が
不
思
議
な
ほ
ど
だ
。

地
球
温
暖
化
に
よ
り
北
極
圏
航
路
の
現

実
味
が
増
す
に
つ
れ
、
ロ
シ
ア
と
中
国
の

船
舶
（
軍
用
船
を
含
む
）
が
北
極
圏
を
経

由
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
を
行
き

来
す
る
ケ
ー
ス
は
増
え
て
い
る
。

中
国
は
さ
ら
に
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に

３
つ
の
空
港
を
新
設
ま
た
は
整
備
す
る
こ

と
を
も
く
ろ
み
、
２
０
１
９
年
に
米
国
防

総
省
に
阻
止
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か

に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
レ
ア
ア
ー
ス
（
希

土
類
）
を
採
掘
す
る
た
め
の
、
中
国
の
積

極
的
な
投
資
は
続
い
て
い
る
。

カ
ー
タ
ー
政
権
の
大
き
な
間
違
い

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
自

治
領
で
、
防
衛
は
デ
ン
マ
ー
ク
軍
の
統
合

北
極
圏
司
令
部
に
頼
っ
て
い
る
。
そ
の
構

成
は
兵
士
１
３
０
人
、
犬
ぞ
り
チ
ー
ム
６

つ
、
航
空
機
１
機
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
２
機
、

哨
戒
艇
７
隻
と
い
う
簡
素
な
も
の
（
フ
リ

ゲ
ー
ト
艦
１
隻
が
加
わ
る
こ
と
も
あ
る
）。

日
本
の
６
倍
の
面
積
を
持
ち
、
赤
道
の
長

さ
に
も
匹
敵
す
る
複
雑
な
海
岸
線
を
持
つ

島
と
周
辺
海
域
を
守
る
に
は
、
ば
か
ば
か

し
い
ほ
ど
不
十
分
だ
。

パ
ナ
マ
運
河
は
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て

直
接
的
な
重
要
性
が
は
る
か
に
高
い
。
な

に
し
ろ
ア
メ
リ
カ
発
着
の
貨
物
船
の
40
％

が
利
用
す
る
ほ
か
、
大
西
洋
と
太
平
洋
の

間
で
「
配
置
換
え
」
を
す
る
米
海
軍
艇
の

ほ
ぼ
１
０
０
％
が
通
過
す
る
の
だ
。

20
世
紀
初
め
に
ア
メ
リ
カ
の
資
本
で
建

設
さ
れ
た
パ
ナ
マ
運
河
は
、
長
ら
く
ア
メ

リ
カ
の
管
理
下
に
あ
り
、
両
岸
に
は
い
く

つ
も
の
軍
事
施
設
が
建
設
さ
れ
た
。
と
こ

ろ
が
１
９
７
７
年
、
良
心
的
な
ジ
ミ
ー
・

カ
ー
タ
ー
大
統
領
が
米
議
会
の
反
対
を
押
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 外交 　グリーンランドとパナマ運河の獲得を突然ぶち上げた
トランプ2期目の外交政策に3つの基本戦略あり?

「領土奪取」をあえて唱える理由

練乙錚（リアン・イーゼン、経済学者）



し
切
り
、
わ
ず
か
１
㌦
の
対
価
で
パ
ナ
マ

政
府
に
運
河
の
主
権
を
返
還
し
た
。

だ
が
今
は
、
中
国
が
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ

運
河
の
利
用
国
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を

反
映
し
て
、
パ
ナ
マ
政
府
は
２
０
１
７
年
、

そ
れ
ま
で
承
認
し
て
い
た
台
湾
と
の
外
交

関
係
を
断
絶
し
て
、
中
国
と
の
国
交
を
樹

立
し
た
。
現
在
、
香
港
の
海
運
最
大
手
ハ

チ
ソ
ン
・
ワ
ン
ポ
ア
が
、
運
河
の
カ
リ
ブ

海
側
玄
関
と
太
平
洋
側
玄
関
に
位
置
す
る

港
の
独
占
的
管
理
権
を
保
有
す
る
。
カ
ー

タ
ー
の
措
置
に
反
対
し
た
面
々
に
は
、
先

見
の
明
が
あ
っ
た
の
だ
。

そ
う
は
い
っ
て
も
、
ト
ラ
ン
プ
が
実
際

に
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
と
パ
ナ
マ
運
河
を
獲

得
す
る
可
能
性
は
ど
の
く
ら
い
な
の
か
。

「
中
国
の
脅
威
」が
口
実
に
？

人
口
５
万
６
０
０
０
人
ほ
ど
の
グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド
は
民
主
的
な
自
治
政
府
が
あ
る

と
は
い
え
、
そ
の
行
政
は
年
間
５
億
１
０

０
万
㌦
相
当
の
デ
ン
マ
ー
ク
の
補
助
金
が

頼
り
だ
。
そ
れ
で
も
独
立
の
機
運
が
あ
る

の
は
確
か
で
（
デ
ン
マ
ー
ク
は
そ
れ
を
止

め
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
）、
ア
メ
リ
カ

が
何
ら
か
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
れ

ば
、
ア
メ
リ
カ
と
の
連
合
（
あ
る
い
は
併

合
）
を
問
う
住
民
投
票
が
行
わ
れ
る
可
能

性
は
な
い
と
は
い
え
な
い
。

パ
ナ
マ
運
河
に
つ
い
て
は
、
カ
ー
タ
ー

政
権
が
当
時
の
パ
ナ
マ
政
府
と
結
ん
だ
新

パ
ナ
マ
運
河
条
約
の
第
４
条
に
、
恒
久
的

に
中
立
の
運
航
を
保
証
す
る
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。
ト
ラ
ン

プ
は
こ
の
条
項
に
基
づ

き
、「
中
国
の
脅
威
に

対
し
て
運
河
の
中
立
を

維
持
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
し
て
、
ア
メ
リ

カ
へ
の
主
権
返
還
を
要

求
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

ア
メ
リ
カ
は
ジ
ョ
ー

ジ
・
Ｈ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ

ュ
大
統
領
時
代
の
１
９

８
９
年
に
パ
ナ
マ
に
侵

攻
し
、
麻
薬
密
輸
容
疑

で
米
当
局
に
指
名
手
配

さ
れ
て
い
た
パ
ナ
マ
の

指
導
者
を
逮
捕
し
た
。

た
と
え
今
、
ト
ラ
ン
プ

が
同
様
の
こ
と
し
た
と

し
て
も
、
日
本
や
韓
国
、

チ
リ
、
カ
ナ
ダ
な
ど
の
運
河
の
主
要
利
用

国
は
、
強
く
抗
議
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
さ
ほ

ど
見
い
だ
さ
な
い
だ
ろ
う
。

１
期
目
の
ト
ラ
ン
プ
は
ア
メ
リ
カ
の
こ

と
だ
け
を
考
え
て
、
外
国
の
こ
と
に
は
関

与
し
た
が
ら
な
い
「
孤
立
主
義
者
」
と
非

難
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
最
近
は

正
反
対
の
概
念
で
あ
る
「
帝
国
主
義
者
」

と
批
判
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
て
い
る
。
こ

れ
は
あ
る
意
味
で
正
し
い
批
判
だ
が
、
ト

ラ
ン
プ
だ
け
の
話
で
は
な
い
。
い
つ
の
時

代
も
、
ア
メ
リ
カ
の
振
る
舞
い
に
は
帝
国

主
義
的
な
要
素
が
あ
っ
た
。

ト
ラ
ン
プ
は
２
期
目
の
外
交
政
策
と
し

て
、
３
つ
の
基
本
戦
略
を
固
め
た
可
能
性

が
高
い
。
す
な
わ
ち
①
ア
メ
リ
カ
を
強
化

す
る
。
②
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
左
寄
り
の
政

府
を
威
嚇
し
て
ア
メ
リ
カ
に
従
わ
せ
る
一

方
で
、
右
派
が
政
権
の
座
に
就
く
の
を
後

押
し
し
、
ロ
シ
ア
を
中
国
か
ら
引
き
離
す
。

③
孤
立
し
て
劣
勢
に
立
た
さ
れ
た
中
国
を

た
た
く
。
そ
れ
に
よ
っ
て
21
世
紀
版
パ
ッ

ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
（
ア
メ
リ
カ
に
よ

る
平
和
）
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
の
だ
。

だ
が
、
ト
ラ
ン
プ
の
ア
メ
リ
カ
に
、
そ

れ
を
実
現
す
る
手
段
は
あ
る
の
か
。

長
年
に
わ
た
り
世
界
は
多
極
化
し
て
い

る
と
い
わ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
実
際
に
は

ア
メ
リ
カ
以
外
の
勢
力
が
「
極
」
と
呼
べ

る
ほ
ど
強
力
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

Ｅ
Ｕ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
中
国
と
同
レ
ベ
ル
で
、

ア
メ
リ
カ
の
３
分
の
２
程
度
だ
。
ロ
シ
ア

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
ブ
ラ
ジ
ル
よ
り
も
少
な
い
世

界
11
位
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
の
労
働
者

は
世
界
で
も
指
折
り
の
生
産
性
を
誇
り
、

中
国
の
労
働
者
の
６
・
８
倍
に
も
な
る
。

こ
う
し
た
こ
と
は
全
て
、
世
界
が
再
び

ア
メ
リ
カ
一
極
の
時
代
を
迎
え
つ
つ
あ
る

こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ

が
大
胆
に
も
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
や
パ
ナ
マ

運
河
に
食
指
を
動
か
す
の
は
、
そ
の
表
れ

か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
ト
ラ
ン
プ
に
は
、

そ
の
壮
大
な
構
想
を
実
現
す
る
チ
ャ
ン
ス

が
巡
っ
て
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
が
世
界
に
と
っ
て
良

い
こ
と
か
ど
う
か
は
、
大
い
に
議
論
の
余

地
が
あ
る
が
。

AP／
AFLO

23 NEWSWEEK 2025 . 1 . 21

本気かもも
（右（右）息子ドナルド・トラン
プ・Jr.がグリーンランドを
訪問／（左下）パナマ運
河奪還の意欲とともに2
期目のトランプ政権権は内は内
向きでき はなくはなく拡張主張 義に
転換す転 る可能性がある



「
ア
メ
リ
カ
史
上
最
大
の
強
制
送
還
を
実

施
す
る
」
│
│
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
次

期
米
大
統
領
は
そ
う
誓
っ
て
い
る
。
不
法

移
民
を
一
掃
す
る
た
め
に
は
カ
ネ
に
糸
目

を
つ
け
な
い
と
い
う
の
だ
。
し
か
し
移
民

排
除
の
経
済
的
代
償
を
考
え
る
と
、
作
戦

実
施
は
自
滅
の
道
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

大
統
領
選
で
ト
ラ
ン
プ
は
移
民
問
題
の

早
期
解
決
を
掲
げ
て
有
権
者
の
圧
倒
的
な

支
持
を
得
た
。
１
５
０
０
万
〜
２
０
０
０

万
人
を
ア
メ
リ
カ
か
ら
追
い
出
す
と
ま
で

豪
語
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
Ｊ
・
Ｄ
・
バ

ン
ス
次
期
副
大
統
領
は
「
手
始
め
に
最
も

暴
力
的
な
犯
罪
者
で
あ
る
１
０
０
万
人
」

を
送
還
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

だ
が
新
政
権
発
足
後
に
、
こ
う
し
た
計

画
を
実
施
す
る
と
な
る
と
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
面
に
加
え
、
法
的
、
政
治
的
、
財
政

的
な
障
壁
に
直
面
す
る
こ
と
に
な

る
。
実
際
に
ど
れ
だ
け
の
こ
と
を
、

ど
れ
ほ
ど
迅
速
に
行
え
る
か
は
疑

問
だ
。
し
か
し
仮
に
ト
ラ
ン
プ
が

公
約
に
近
い
規
模
の
送
還
を
成
し

遂
げ
た
ら
、
米
経
済
は
大
打
撃
を

受
け
る
と
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
ら
は
警

告
す
る
。

「
人
道
的
、
法
的
な
問
題
は
さ
て

お
き
、（
大
量
送
還
は
）
経
済
に

破
壊
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
だ
ろ

う
」
と
、
米
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
ピ

ー
タ
ー
ソ
ン
国
際
経
済
研
究
所
の

ア
ダ
ム
・
ポ
ー
ゼ
ン
所
長
は
言
う
。

「
有
権
者
が
そ
れ
を
十
分
に
理
解

し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
」

ア
メ
リ
カ
に
い
る
不
法
移
民
は
推
定
１

１
０
０
万
人
前
後
。
ア
メ
リ
カ
の
労
働
力

人
口
の
５
％
近
く
を
占
め
、
特
に
農
業
、

建
設
、
レ
ジ
ャ
ー
・
接
客
部
門
で
大
き
な

割
合
を
占
め
て
い
る
。
２
０
１
７
年
時
点

で
、
不
法
移
民
の
約
66
％
が
10
年
以
上
ア

メ
リ
カ
で
生
活
し
、
不
法
移
民
の
親
の
下

で
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
た
未
成
年
者
（
市

民
権
を
持
つ
）
は
約
４
４
０
万
人
に
上
る

と
報
告
さ
れ
て
い
た
。

消
費
者
・
納
税
者
と
し
て
も
貢
献

不
法
移
民
は
働
き
手
で
あ
り
消
費
者
で

も
あ
る
。
そ
ん
な
人
た
ち
を
ご
っ
そ
り
追

い
出
せ
ば
、
米
経
済
に
直
接
的
・
間
接
的

影
響
が
及
ぶ
の
は
目
に
見
え
て
い
る
と
、

取
材
に
対
し
て
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
ら
は
口
を

そ
ろ
え
る
。

「
何
百
万
も
の
人
た
ち
を
大
量
送
還
す
れ

ば
、
ア
メ
リ
カ
人
労
働
者
の
雇
用
機
会
は

増
え
る
ど
こ
ろ
か
減
り
、
ア
メ
リ
カ
の
経

済
成
長
は
鈍
り
、
物
価
は
急
上
昇
し
、
財

政
赤
字
が
増
え
る
た
め
納
税
者
の
負
担
は

増
す
だ
ろ
う
」
と
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
メ
イ
ス

ン
大
学
の
マ
イ
ケ
ル
・
ク
レ
メ
ン
ス
教
授

（
専
門
は
国
際
移
住
）
は
言
う
。

ト
ラ
ン
プ
は
大
量
送
還
を
実
施
す
る
た

め
に
は
、
非
常
事
態
宣
言
を
発
令
し
軍
を

投
入
す
る
こ
と
も
辞
さ
な
い
と
明
言
し
て

い
る
。
１
期
目
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
で
移
民

政
策
を
取
り
仕
切
り
、
次
期
政
権
で
は
政

策
担
当
大
統
領
次
席
補
佐
官
を
務
め
る
と

み
ら
れ
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ミ
ラ
ー
は
ア

メ
リ
カ
中
の
職
場
の
強
制
捜
査
を
監
督
し
、

送
還
対
象
者
を
収
監
す
る
「
巨
大
な
収
容
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DEPORTATION DEBACLE

 不法移民 　トランプが軍を出動させてまで実施すると誓った
「外国人労働者2000万人排除」計画は自滅の道？

最大の強制送還で経済は失速



施
設
」
を
（
お
そ
ら
く
は
テ
キ
サ
ス
州

に
）
建
設
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

１
期
目
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
で
は
移
民
関

税
執
行
局
（
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）
の
局
長
代
理
を
務

め
、
２
期
目
に
は
国
境
管
理
を
仕
切
る
こ

と
に
な
る
ト
ム
・
ホ
ー
マ
ン
は
Ｆ
Ｏ
Ｘ
ニ

ュ
ー
ス
の
番
組
で
「
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
手
枷
を
外

し
」、
手
段
を
選
ば
ず
不
法
移
民
の
流
入

を
阻
止
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
語
っ
た
。

だ
が
大
量
送
還
に
は
巨
額
の
資
金
が
か

か
る
。
バ
ン
ス
は
年
間
１
０
０
万
人
の
送

還
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
の
数

の
不
法
移
民
を
逮
捕
、
拘
束
し
、
法
的
手

続
き
を
取
っ
て
本
国
に
送
還
す
る
に
は
、

毎
年
お
よ
そ
８
８
０
億
㌦
の
予
算
が
必
要

に
な
る
と
、
移
民
支
援
団
体
・
米
国
移
民

評
議
会
は
見
積
も
っ
て
い
る
。

経
済
的
コ
ス
ト
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

不
法
移
民
は
米
経
済
を
支
え
る
重
要
な
働

き
手
で
、
特
に
農
業
部
門
で
は
過
去
30
年

間
を
通
じ
て
農
場
労
働
者
の
40
％
を
占
め

て
き
た
。
彼
ら
は
ア
メ
リ
カ
人
が
や
り
た

が
ら
な
い
よ
う
な
仕
事
を
（
し
か
も
多
く

の
場
合
は
低
賃
金
で
）
担
っ
て
い
る
の
だ
。

不
法
移
民
は
消
費
者
と
し
て
も
経
済
に

大
き
く
貢
献
し
、
連
邦
政
府
の
社
会
保
障

制
度
の
恩
恵
を
ほ
と
ん
ど
受
け
ら
れ
な
い

の
に
、
納
税
義
務
も
果
た
し
て
い
る
。

「
彼
ら
の
経
済
的
貢
献
、
生
産
性
、
税
金

を
失
う
と
い
う
間
接
的
な
コ
ス
ト
」
を
考

慮
す
べ
き
だ
と
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
移
民

政
策
研
究
所
の
米
移
民
政
策
担
当
ジ
ュ
リ

ア
・
ジ
ェ
ラ
ッ
ト
は
指
摘
す
る
。

22
年
に
は
不
法
移
民
は
連
邦
、

州
・
地
方
自
治
体
に
総
額
お
よ
そ

９
６
７
億
㌦
の
税
金
を
納
め
、
そ

の
半
分
以
上
は
連
邦
政
府
の
税
収

と
な
っ
た
と
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の

税
制
・
経
済
政
策
研
究
所
は
報
告

し
て
い
る
。

た
だ
し
、
不
法
移
民
の
納
税
は

「
連
邦
政
府
に
は
大
い
に
プ
ラ
ス
」

に
な
る
が
、
州
や
地
方
自
治
体
レ

ベ
ル
で
は
事
情
は
異
な
る
と
、
ブ

ル
ッ
キ
ン
グ
ス
研
究
所
の
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
、
ウ
ェ
ン
デ
ィ
・
エ
デ
ル

バ
ー
グ
は
言
う
。
州
・
地
方
自
治

体
の
税
収
は
あ
ま
り
増
え
な
い
の

に
、
教
育
や
救
急
医
療
な
ど
必
要
な
支
援

の
提
供
を
迫
ら
れ
る
か
ら
だ
。

こ
う
し
た
事
情
も
受
け
、
バ
ン
ス
ら
は

不
法
移
民
を
排
除
す
れ
ば
住
宅
価
格
の
高

騰
も
収
ま
り
、
雇
用
機
会
も
増
え
て
、
ア

メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
は
良
い
こ
と
だ
ら
け

だ
と
主
張
す
る
。
低
賃
金
で
働
く
不
法
移

民
は
い
わ
ば
「
賃
金
ダ
ン
ピ
ン
グ
」
を
し

て
い
る
が
、
彼
ら
が
い
な
く
な
れ
ば
企
業

は
よ
り
高
い
賃
金
で
ア
メ
リ
カ
人
を
雇
わ

ざ
る
を
得
な
く
な
る
、
と
い
う
の
だ
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
伸
び
率
が
大
幅
に
低
下

「
ア
メ
リ
カ
人
は
そ
う
い
う
仕
事
を
や
り

た
が
ら
な
い
と
言
う
が
、
不
当
に
低
い
賃

金
が
嫌
な
だ
け
で
、
ま
と
も
な
賃
金
な
ら

喜
ん
で
働
く
」
と
、
バ
ン
ス
は
昨
年
10
月

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
に
語
っ
た
。

だ
が
過
去
の
事
例
を
見
る
と
、
ア
メ
リ

カ
人
の
労
働
環
境
は
改
善
さ
れ
る
ど
こ
ろ

か
む
し
ろ
悪
化
し
か
ね
な
い
。
コ
ロ
ラ
ド

大
学
デ
ン
バ
ー
校
の
ア
ン
ド
レ
ア
・
ベ
ラ

ス
ケ
ス
准
教
授
（
経
済
学
）
ら
は
、
40
万

人
以
上
の
不
法
移
民
を
強
制
送
還
し
た
オ

バ
マ
政
権
の
政
策
の
効
果
を
検
証
し
、
大

量
送
還
が
労
働
市
場
に
与
え
た
影
響
を
調

べ
た
。

結
果
、
50
万
人
近
い
不
法
移
民
が
強
制

送
還
か
そ
れ
に
関
連
し
た
事
情
で
い
な
く

な
る
と
、
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
労
働
者
４

万
４
０
０
０
人
が
失
業
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
っ
た
。
な
ぜ
か
。
不
法
移
民
の
大
量

送
還
で
労
働
力
が
不
足
し
、「
人
件
費
が

上
が
っ
て
、
製
造
コ
ス
ト
が
上
昇
し
た
」

た
め
企
業
の
経
営
が
圧
迫
さ
れ
、
波
及
効

果
で
ア
メ
リ
カ
人
労
働
者
が
職
を
失
っ
た

と
、
ベ
ラ
ス
ケ
ス
は
説
明
す
る
。
影
響
を

受
け
る
の
は
ア
メ
リ
カ
人
労
働
者
だ
け
で

な
く
、
米
経
済
全
体
に
し
わ
寄
せ
が
及
ぶ

と
考
え
ら
れ
る
。

ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
研
究
所
の
分
析
に
よ
れ

ば
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
１
３
０
万
人
の
不

法
移
民
を
強
制
送
還
す
れ
ば
、
28
年
ま
で

に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
率
は
１
・
２
％
低
下
し
、

よ
り
大
規
模
な
計
画
実
施
で
８
３
０
万
人

が
送
還
さ
れ
れ
ば
、
実
に
７
・
４
％
も
低

下
す
る
と
い
う
。

い
ず
れ
の
場
合
も
、
大
量
送
還
で
物
価

は
さ
ら
に
上
昇
し
、
特
に
農
業
部
門
が
大

打
撃
を
受
け
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

米
経
済
を
支
え
る
柱
を
１
本
引
き
抜
け

ば
、
揺
れ
が
ど
こ
ま
で
広
が
る
か
は
想
像

に
難
く
な
い
。
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米経済の柱
不法移民の排除で全て
が良くなるような幻想
が広がった（昨年7月の
共和党全国大会）



ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
次
期
米
大
統
領

は
「
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
さ
ら

に
強
化
す
る
意
欲
を
見
せ
て
お
り
、
メ
キ

シ
コ
は
確
実
に
そ
の
矛
先
と
な
り
そ
う
だ
。

ト
ラ
ン
プ
の
政
策
が
メ
キ
シ
コ
に
も
た

ら
す
脅
威
は
主
に
３
つ
あ
る
。
１
つ
目
は

不
法
移
民
の
強
制
送
還
だ
。
送
還
さ
れ
た

自
国
民
の
受
け
入
れ
は
、
メ
キ
シ
コ
の
経

済
と
社
会
に
多
大
な
負
担
と
な
る
だ
ろ
う
。

２
つ
目
は
関
税
の
大
幅
な
引
き
上
げ
で
、

メ
キ
シ
コ
経
済
の
要
で
あ
る
輸
出
部
門
が

大
打
撃
を
受
け
か
ね
な
い
。

３
つ
目
は
、
米
軍
を
メ
キ
シ
コ
国
内
で

展
開
し
て
麻
薬
密
売
組
織
と
対
峙
す
る
と

言
い
出
し
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
れ
は
メ
キ

シ
コ
の
主
権
を
侵
害
し
、
国
境
の
両
側
で

さ
ら
な
る
暴
力
を
生
む
恐
れ
が
あ
る
。

メ
キ
シ
コ
の
対
抗
手
段
は
、
麻
薬
と
移

民
問
題
に
お
け
る
協
力
関
係
を
解
消
し
、

メ
キ
シ
コ
か
ら
も
関
税
を
課
す
こ
と
だ
。

国
内
で
米
企
業
を
長
年
、
優
遇
し
て
き
た

税
制
や
労
働
関
連
の
措
置
を
一
部
、
撤
回

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ト
ラ
ン
プ
は
昨
年
11
月
の
大

統
領
選
当
選
後
、
メ
キ
シ
コ
と

カ
ナ
ダ
か
ら
薬
物
な
ど
の
流
入

が
止
ま
る
ま
で
、
両
国
か
ら
の

全
て
の
輸
入
品
に
25
％
の
関
税

を
課
す
と
宣
言
し
た
。
こ
れ
に

は
メ
キ
シ
コ
の
安
価
な
労
働
力

を
利
用
し
て
い
る
企
業
を
ア
メ

リ
カ
に
引
き
戻
す
狙
い
も
あ
る

が
、
メ
キ
シ
コ
市
場
に
依
存
し

て
い
る
米
企
業
へ
の
影
響
を
無

視
し
て
い
る
。

ま
ず
、
報
復
関
税
合
戦
は
両

国
の
消
費
者
に
イ
ン
フ
レ
を
も

た
ら
し
、
北
米
市
場
の
統
合
が

混
乱
す
る
だ
ろ
う
。
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ

Ａ
（
北
米
自
由
貿
易
協
定
）
と

ト
ラ
ン
プ
前
政
権
が
主
導
し
た

Ｕ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
米
国
・
メ
キ
シ

コ
・
カ
ナ
ダ
協
定
）
に
よ
り
関

税
が
撤
廃
さ
れ
、
北
米
の
市
場

と
生
産
は
相
互
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
き

た
。
メ
キ
シ
コ
の
投
資
障
壁
は
大
幅
に
軽

減
さ
れ
、
米
企
業
は
農
業
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど
の
分
野
に
積
極
的
に
投
資
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

中
国
製
品
の
排
除
が
不
要
に

協
定
を
破
棄
す
れ
ば
、
次
の
投
資
を
米

国
内
に
向
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
メ
キ
シ
コ
が
関
税

や
事
業
税
、
投
資
制
限
で
対
抗
し
た
場
合
、

既
に
メ
キ
シ
コ
国
内
に
あ
る
農
場
や
工
場

は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。

国
境
と
移
民
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
メ

キ
シ
コ
政
府
は
南
部
国
境
の
警
備
に
多
大

な
資
源
を
投
じ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
を
目

指
し
て
北
部
の
都
市
に
集
ま
る
人
々
の
対

応
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
取

り
組
み
と
引
き
換
え
に
、
ア
メ
リ
カ
に
さ

ら
な
る
支
援
を
要
求
で
き
る
だ
ろ
う
。

ト
ラ
ン
プ
の
主
張
を
聞
く
限
り
、
メ
キ

シ
コ
の
主
権
に
は
あ
ま
り
関
心
が
な
さ
そ

う
だ
。
麻
薬
密
売
組
織
に
対
抗
す
る
た
め

に
メ
キ
シ
コ
国
内
で
米
軍
を
展
開
す
る
と

い
う
提
案
は
、
明
ら
か
に
メ
キ
シ
コ
を
激

怒
さ
せ
る
だ
ろ
う
。

両
国
の
関
係
悪
化
か
ら
利
益
を
得
そ
う

な
の
が
中
国
だ
。
中
国
は
メ
キ
シ
コ
を
含

む
ほ
ぼ
全
て
の
中
南
米
諸
国
に
と
っ
て
、

第
１
位
か
２
位
の
貿
易
相
手
国
で
あ
る
。

Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
や
Ｕ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
原
産
地
規

則
は
、
メ
キ
シ
コ
の
中
国
か
ら
の
輸
入
の

伸
び
を
い
く
ら
か
抑
制
し
て
き
た
。

ア
メ
リ
カ
と
の
貿
易
戦
争
が
勃
発
す
れ

ば
、
メ
キ
シ
コ
が
中
国
製
品
を
排
除
す
る

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
弱
ま
る
。
関
税
や
敵

対
的
な
発
言
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
門
戸
が

狭
ま
れ
ば
、
メ
キ
シ
コ
企
業
に
と
っ
て
、

中
国
の
自
動
車
部
品
や
金
融
サ
ー
ビ
ス
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
魅
力
的
に
映
る
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
ト
ラ
ン
プ
が
脅
し
を
実
行
し

て
新
た
な
貿
易
戦
争
が
起
き
れ
ば
、
中
国

に
と
っ
て
新
た
な
好
機
が
生
ま
れ
る
の
だ
。
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TRUMP’S WAR ON MEXICO

 新貿易戦争 　脅しとディールの落とし穴
アメリカ・ファーストが米経済の首を絞める

メキシコとの対立で
チャンスを得るのは中国

黙っていない　トランプの挑発にメキシコのクラウディア・シェインバウム大統領はどう反撃？



か
ら
約
８
年
前
、
２
０
１

６
年
11
月
に
ド
ナ
ル
ド
・

ト
ラ
ン
プ
の
大
統
領
当
選

の
報
が
東
京
に
伝
え
ら
れ

た
日
、
国
連
事
務
次
長
を
務
め
ら
れ
た
明

石
康
氏
が
昼
食
に
誘
っ
て
く
れ
た
。

明
石
氏
は
開
口
一
番
、「
こ
れ
か
ら
ア

メ
リ
カ
の
白
人
の
復
讐
が
始
ま
る
の
で

す
」
と
言
わ
れ
た
が
、
昨
年
の
米
大
統
領

選
も
ま
さ
に
そ
の
再
現
だ
っ
た
。
明
石
氏

に
招
待
さ
れ
た
の
は
東
京
・
麻
布
に
あ
る

日
本
の
財
閥
系
の
、
少
な
く
と
も
そ
の
時

点
で
は
女
性
が
正
式
会
員
に
な
れ
な
い
ク

ラ
ブ
で
、
こ
の
こ
と
は
差
別
の
問
題
が
日

本
で
も
避
け
て
通
れ
な
い
こ
と
を
示
唆
し

て
い
た
。

差
別
の
風
習
に
は
、
差
別
す
る
側
に
有

利
な
も
の
が
多
い
。
そ
の
よ
う
な
風
習
を

そ
の
ま
ま
保
つ
こ
と
が
有
利
な
グ
ル
ー
プ

は
、
世
の
中
に
目
立
っ
て
票
を
集
め
る
能

力
の
あ
る
候
補
者
が
現
れ
る
と
、
そ
の
候

補
者
に
よ
っ
て
差
別
の
仕
組
み
を
守
ろ
う

と
す
る
。

昨
年
の
大
統
領
候
補
者
ト
ラ
ン
プ
は
、

証
拠
も
な
い
の
に
選
挙
の
不
正
が
行
わ
れ

た
と
称
し
て
米
議
会
に
暴
徒
が
闖
入
す
る

の
を
助
け
る
と
い
う
民
主
政
治
の
基
本
を

犯
し
な
が
ら
も
、
選
挙
民
の
人
気
を
失
わ

な
か
っ
た
。
彼
は
現
職
の
大
統
領
は
訴
追

で
き
な
い
と
い
う
合
衆
国
憲
法
と
、
自
分

が
任
命
し
た
米
最
高
裁
メ
ン
バ
ー
に
守
ら

れ
て
２
期
目
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
。

な
ぜ
、
民
主
主
義
の
原
則
を
信
奉
す
る

者
か
ら
見
て
、
信
じ
難
い
事
態
が
生
じ
た

の
だ
ろ
う
か
。
１
つ
の
理
由
は
、
人
は
イ

ン
フ
レ
率
を
目
標
に
行
動
す
る
の
で
は
な

く
、
昔
の
価
格
水
準
と
今
の
物
価
水
準
を

比
べ
て
暮
ら
し
へ
の
影
響
を
見
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

ト
ラ
ン
プ
が
新
型
コ
ロ
ナ
禍
を
無
視
し

た
り
対
応
に
遅
れ
た
り
し
た
の
に
比
べ
、

ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
コ
ロ
ナ
に

精
力
的
に
対
応
し
た
。
し
か
し
ト
ラ
ン
プ

の
金
持
ち
優
遇
策
に
バ
イ
デ
ン
の
弱
者
保

護
政
策
が
加
わ
っ
た
結
果
、
ト
ラ
ン
プ
時

代
に
は
10
㌦
あ
れ
ば
十
分
、
簡
単
な
昼
食

が
食
べ
ら
れ
た
の
に
、
バ
イ
デ
ン
に
な
る

と
そ
の
２
倍
か
か
る
と
い
っ
た
状
態
が
２

０
２
３
年
後
半
に
生
じ
た
。
そ
こ
で
「
ト

ラ
ン
プ
の
ほ
う
が
経
済
は
上
手
だ
」
と
い

っ
た
印
象
が
生
ま
れ
た
。

ISSEI KATOー
REU
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ショック療法が
日本経済には必要だ

視点
過度の円安にどう対応すべきか?
アベノミクス推進論者が
「イシ・トラ」時代の
日米経済関係を読む

浜田宏一
（元内閣官房参与、米エール大学名誉教授）

正念念場
植田植田日植植田日植田日植植 銀は政銀は政銀は政策策
金利を利を金利を金利を引き上引き上引き上引き上引 げるげるげるげるる
「ショック療ック療法」に法」
踏み切踏 れるか
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コ
ロ
ナ
禍
で
帰
国
で
き
ず
、
先
日
４
年

ぶ
り
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
っ
た
私
も
、
東

京
の
物
価
が
上
が
っ
て
い
る
の
に
驚
い
た
。

日
本
の
観
光
業
の
繁
栄
は
よ
い
が
、
建
築

労
働
者
な
ど
の
人
手
不
足
、
留
学
生
や
研

究
者
が
ア
メ
リ
カ
行
き
を
諦
め
る
こ
と
な

ど
円
安
の
弊
害
は
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に

見
ら
れ
る
。

慶
応
大
学
産
業
研
究
所
の
野
村
浩
二
教

授
は
日
米
の
生
産
費
を
比
較
し
、
そ
れ
を

均
等
化
す
る
為
替
レ
ー
ト
を
算
出
し
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
最
近
の
推
計
値
は

１
㌦=

94
・
８
円
で
あ
る
と
い
う
。
日
米

の
為
替
レ
ー
ト
は
、１
㌦=

１
５
０
円
前

後
で
変
動
し
て
い
る
が
、
日
本
で
生
産
さ

れ
た
も
の
は
現
在
の
価
格
よ
り
50
％
以
上

高
く
ア
メ
リ
カ
で
売
れ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
日
本
製
品
や
観
光
業
は
バ
ー
ゲ
ン

の
状
態
で
あ
り
、
逆
に
日
本
か
ら
の
旅
行

客
、
留
学
生
は
ド
ル
高
に
苦
し
む
。

「
強
い
ア
メ
リ
カ
」と
円
安
傾
向

石
破
茂
首
相
と
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
下

で
は
ど
の
よ
う
な
日
米
の
経
済
関
係
が
予

想
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
、

第
１
に
、
ト
ラ
ン
プ
の
ア
メ
リ
カ
は
各

国
の
防
衛
は
各
国
に
任
せ
る
と
い
う
孤
立

主
義
の
傾
向
を
強
め
る
で
あ
ろ
う
。
い
ま

ア
ジ
ア
に
は
中
国
や
北
朝
鮮
の
軍
事
力
拡

大
、
そ
し
て
台
湾
の
問
題
な
ど
日
本
に
と

っ
て
の
脅
威
が
多
い
が
、「
ア
メ
リ
カ
は

い
つ
ま
で
も
他
国
の
守
り
神
で
は
な
い
、

各
国
も
自
前
で
守
れ
」
と
い
う
要
求
が
米

側
か
ら
提
出
さ
れ
る
公
算
が
強
い
。
日
本

も
自
主
防
衛
能
力
を
高
め
、
財
政
負
担
を

増
加
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
。

第
２
に
、
大
統
領
の
姿
勢
が
「
強
い
ア

メ
リ
カ
」
を
目
指
す
と
受
け
取
ら
れ
る
と

ド
ル
高
、
つ
ま
り
円
安
の
傾
向
が
強
く
な

る
か
も
し
れ
な
い
。
確
か
に
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
以
前
の
デ
フ
レ
、
不
況
を
招
い
た
よ
う

に
継
続
的
な
円
高
も
望
ま
し
く
な
い
が
、

逆
に
現
在
の
よ
う
に
極
端
な
円
安
も
日
本

投
げ
売
り
に
近
く
、
将
来
的
な
イ
ン
フ
レ

の
危
険
も
大
き
い
。
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金利引き上げにより、当時の金融環境に
慣れ切っていた市場に衝撃が走った
しかし、ある程度のショック療法も
時には必要なのである

「「「「本本本本本当当当当当ののののの円円円円円ドドドドルルルルルレレレレレーーーートトトトト」」」」」ははは
果果果果たたたたしししししててててていいいいいくくくくくららららなななななののののかかかかか

円安円安安円安ではではではでは外国外国国外国人旅人旅人旅人旅行客行客行客行客が増が増が増が増が え、え、ええ、日本日本日本日本の観の観の観光業光業業は繁は繁は繁は
栄す栄す栄するがるがるが、労、労、労働力働力働力働力や留や留留学生学生学生学生の減の減の減の減減少な少な少少など弊ど弊ど弊弊害も害も害も害 。慶。慶慶
応大応大応大学の学の学学の野村野村野野 浩二浩二浩浩二教授教授教授授が算が算が算が算出し出し出し出した日た日た日た日米の米の米の米 生産生産生産生 費費費費
を比を比をを比較し較し較し、そ、そ、そ、 れをれをれを均等均等均等化す化す化す化 る為る為る為為る為替レ替レ替替レートートートによによによればればればれば、、
最近最近最近の推の推の推の推計値計値計値値値は1は1はは1ドルドルドルル＝9＝9＝94.4.4 8円8円8円8円だだだだ

（2024年10月以降は同年1月から9月までのデーデ タから推測）

生産費ベースの
購買力平価

（（（11ドル＝ドル＝ドル 円）円）円）
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変
動
制
の
世
界
で
名
目
為
替
レ
ー
ト
を

基
本
的
に
決
定
で
き
る
の
は
当
該
国
の
金

融
政
策
、
つ
ま
り
円
ド
ル
の
場
合
に
は
日

米
の
通
貨
政
策
で
あ
る
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
、
そ
し
て
異
次
元
金
融

緩
和
以
前
の
日
本
経
済
は
、
日
本
か
ら
生

産
品
を
輸
出
し
よ
う
と
し
て
も
外
国
で
売

れ
な
い
状
態
だ
っ
た
。
日
本
経
済
は
失
業

に
悩
み
、
非
正
規
労
働
者
は
低
賃
金
に
苦

し
み
、
日
本
で
生
産
し
て
も
利
益
が
上
が

ら
な
い
の
で
対
外
投
資
だ
け
が
伸
び
た
。

こ
の
よ
う
な
「
低
圧
経
済
」
の
状
況
で
、

新
機
軸
や
生
産
性
改
善
は
起
こ
り
に
く
か

っ
た
。

黒
田
東
彦
・
日
銀
総
裁
（
当
時
）
に
よ

る
異
次
元
金
融
緩
和
は
こ
の
状
態
を
打
ち

破
っ
て
、
13
年
の
初
め
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

禍
の
始
ま
る
19
年
第
４
四
半
期
ま
で
に
、

日
本
経
済
に
５
０
０
万
人
の
就
業
者
の
増

加
を
も
た
ら
し
た
。

為
替
レ
ー
ト
は
通
貨
間
の
相
対
価
格
で

あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
決
定
す
る
最
も
重
要

な
要
因
は
世
界
で
保
有
さ
れ
て
い
る
円
建

て
資
産
と
ド
ル
建
て
資
産
と
の
相
対
比
率

で
あ
る
。
従
っ
て
日
米
の
通
貨
政
策
が
最

も
重
要
な
為
替
レ
ー
ト
の
決
定
要
因
で
あ

り
、
財
務
当
局
の
介
入
は
長
期
的
な
影
響

力
を
持
た
な
い
。

日
本
は
弾
力
的
な
金
融
政
策
を

ト
ラ
ン
プ
の
再
選
が
市
場
に
「
よ
り
強

い
ア
メ
リ
カ
」
の
期
待
を
生
む
と
す
れ
ば
、

為
替
相
場
を
い
っ
そ
う
円
安
方
向
に
押
し

や
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
に
備
え
て
、

日
本
は
短
期
金
利
引
き
上
げ
を
含
め
て
金

融
政
策
を
よ
り
弾
力
的
に
運
営
す
る
必
要

に
ま
す
ま
す
迫
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
日
米
金

利
に
差
が
あ
る
と
き
に
は
、
金
利
の
低
い

日
本
で
借
り
て
金
利
の
高
い
ア
メ
リ
カ
に

逃
避
す
る
（
キ
ャ
リ
ー
ト
レ
ー
ド
）
と
利

益
が
生
ず
る
の
で
、
円
安
を
止
め
る
の
は

難
し
い
。

日
銀
が
昨
年
７
月
31
日
の
金
融
政
策
決

定
会
合
で
、
０
〜
０
・
１
％
と
ほ
ぼ
ゼ
ロ

だ
っ
た
政
策
金
利
を
０
・
25
％
に
引
き
上

げ
た
時
、
ゼ
ロ
金
利
水
準
で
の
緩
や
か
な

イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
Ｙ

Ｃ
Ｃ
、
長
短
金
利
操
作
）
に
慣
れ
切
っ
て

い
た
金
融
・
株
式
市
場
に
シ
ョ
ッ
ク
が
走

っ
た
。
直
後
の
株
式
市
場
は
、
下
げ
幅
と

し
て
は
史
上
最
高
の
下
落
を
記
録
し
た
。

し
か
し
、
時
に
は
あ
る
程
度
の
シ
ョ
ッ
ク

療
法
も
必
要
な
の
で
あ
る
。

政
策
金
利
を
動
か
す
と
、
住
宅
金
融
の

変
動
金
利
が
上
昇
し
、
低
迷
し
て
い
る
消

費
に
悪
影
響
が
あ
る
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
変
動
金
利
は
、
固
定

金
利
が
そ
の
時
の
市
場
金
利
よ
り
高
い
と

き
に
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
保
有
者
に
固
定
金

利
よ
り
低
い
金
利
と
い
う
利
益
を
与
え
て

い
た
。
し
か
も
、
変
動
金
利
に
は
返
済
額

に
上
限
を
設
け
る
１
２
５
％
ル
ー
ル
が
あ

り
、
住
宅
ロ
ー
ン
保
有
者
の
返
済
が
急
激

に
上
昇
す
る
の
を
防
い
で
い
る
。

金
融
政
策
が
主
な
原
因
の
極
端
な
円
安

が
日
本
経
済
に
構
造
的
ゆ
が
み
を
も
た
ら

し
て
い
る
現
在
、
政
策
金
利
の
弾
力
的
な

行
使
が
で
き
な
い
の
は
望
ま
し
い
こ
と
で

な
い
。
円
安
が
も
た
ら
す
将
来
の
イ
ン
フ

レ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
金
利
が
安
定
的
な

時
に
利
益
を
受
け
て
い
た
変
動
金
利
利
用

者
に
、
一
時
不
利
益
が
及
ぶ
の
も
ま
た
ゲ

ー
ム
の
ル
ー
ル
な
の
で
あ
る
。

現
在
の
よ
う
な
「
行
き
す
ぎ
た
高
圧
経

済
」
下
で
は
、
円
安
の
効
果
は
薄
れ
て
い

る
。
ゼ
ロ
金
利
制
約
の
た
め
イ
ー
ル
ド
カ

ー
ブ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
頼
る
状
況
が
、

む
し
ろ
非
日
常
だ
っ
た
。
Ｙ
Ｃ
Ｃ
が
残
る

の
は
日
本
の
金
融
政
策
だ
け
で
あ
る
。
石

破
政
権
と
植
田
和
男
総
裁
の
日
銀
に
は
、

伝
統
的
な
枠
組
み
の
中
で
金
融
政
策
を
行

う
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。

時
事
通
信
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舵取りは？
円安の効果が薄れた
日本経済を石破首相
がどうコントロール
するのか、その手腕
が問われている



リ
ア
で
反
体
制
派

の
イ
ス
ラ
ム
武
装

勢
力
が
バ
シ
ャ

ル
・
ア
サ
ド
大
統

領
を
国
外
逃
亡
に
追
い
込
み
、
首

都
ダ
マ
ス
カ
ス
を
掌
握
し
た
の
は

昨
年
12
月
８
日
。
以
来
、
欧
州
で

は
シ
リ
ア
人
の
難
民
認
定
申
請
の

手
続
き
を
一
時
停
止
す
る
国
が
相

次
い
で
い
る
。

Ｅ
Ｕ
は
対
シ
リ
ア
制
裁
の
解
除

に
乗
り
出
す
可
能
性
を
示
唆
。
か

つ
て
国
際
テ
ロ
組
織
ア
ル
カ
イ
ダ

の
関
連
組
織
だ
っ
た
「
シ
ャ
ー
ム

解
放
機
構
（
Ｈ
Ｔ
Ｓ
）」
が
主
導

す
る
暫
定
政
権
の
出
方
を
注
視
し

て
い
る
。

Ｈ
Ｔ
Ｓ
は
共
存
を
呼
び
か
け
て

い
る
が
、
シ
リ
ア
の
少
数
派
（
ク

ル
ド
人
や
イ
ス
ラ
ム
教
シ
ー
ア
派

の
分
派
で
あ
る
ア
ラ
ウ
ィ
派
、
キ

リ
ス
ト
教
徒
な
ど
）
は
、
イ
ス
ラ

ム
勢
力
か
ら
宗
教
上
の
敵
や
ア
サ

ド
派
と
見
な
さ
れ
る
懸
念
を
抱
い

た
ま
ま
だ
と
の
報
告
も
あ
る
。
ワ

シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙
に
よ
れ
ば
、

少
数
派
を
狙
っ
た
報
復
殺
人
も
数

件
起
き
て
い
る
。

だ
が
欧
州
で
の
議
論
は
、
大
半

の
シ
リ
ア
難
民
を
一
斉
に
出
国
さ

せ
る
よ
う
奨
励
ま
た
は
強
制
す
べ

き
か
否
か
と
い
う
段
階
に
移
っ
て

い
る
。
専
門
家
や
人
権
団
体
は
、
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欧州
アサド失脚で迫害の恐れが消えた今

ヨーロッパに逃れた難民たちも母国に帰れるはずだ──
強制送還を支持する声が高まってきた

Do Syrian Refugees Still Exist?

シリア難民に保護は不要？

World Affairs



難
民
認
定
を
申
請
中
の
シ
リ
ア
人

と
、
既
に
欧
州
に
滞
在
し
て
い
る

１
２
０
万
人
を
超
え
る
シ
リ
ア
人

の
将
来
に
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・

カ
ル
ナ
ー
内
相
は
内
務
省
に
対
し
、

「
秩
序
あ
る
帰
還
と
強
制
送
還
」

の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
す

る
よ
う
要
請
し
た
。

こ
の
議
論
が
最
も
活
発
な
の
は

１
０
０
万
人
近
い
シ
リ
ア
人
を
受

け
入
れ
て
お
り
、
２
月
23
日
に
総

選
挙
を
控
え
て
い
る
ド
イ
ツ
だ
。

ド
イ
ツ
の
ア
ン
ナ
レ
ー
ナ
・
ベ

ア
ボ
ッ
ク
外
相
は
１
月
３
日
、
ダ

マ
ス
カ
ス
で
シ
リ
ア
の
実
質
的
な

指
導
者
ア
フ
マ
ド
・
ア
ッ
シ
ャ
ラ

ア
（
別
名
モ
ハ
マ
ド
・
ジ
ャ
ウ
ラ

ニ
）
と
会
談
。
そ
の
直
後
に
ナ
ン

シ
ー
・
フ
ェ
ー
ザ
ー
内
相
が
、
ド

イ
ツ
在
住
の
一
部
の
シ
リ
ア
人
の

保
護
資
格
を
取
り
消
し
、
国
外
退

去
を
命
じ
る
可
能
性
が
あ
る
と
表

明
し
た
。

「
シ
リ
ア
情
勢
の
安
定
化
を
受
け
、

ド
イ
ツ
で
の
保
護
が
必
要
な
く
な

っ
た
な
ら
、
わ
が
国
の
法
律
が
規

定
す
る
と
お
り
連
邦
移
民
・
難
民

局
は
シ
リ
ア
難
民
へ
の
保
護
資
格

を
見
直
し
、
取
り
消
す
こ
と
に
な

る
」
と
、
フ
ェ
ー
ザ
ー
は
語
っ
た
。

「
こ
の
措
置
は
居
住
権
を
持
た
ず
、

自
主
的
に
シ
リ
ア
に
帰
国
し
な
い

人
々
に
も
適
用
さ
れ
る
」

キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
（
Ｃ
Ｄ

Ｕ
）
の
イ
ェ
ン
ス
・
シ
ュ
パ
ー
ン

議
員
は
、
自
主
的
に
帰
国
す
る
シ

リ
ア
難
民
に
政
府
が
１
０
０
０ 

ユーロ  

を
支
給
す
る
計
画
を
提
案
。
さ
ら

に
キ
リ
ス
ト
教
社
会
同
盟
（
Ｃ
Ｓ

Ｕ
）
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ド
ブ

リ
ン
ト
議
員
は
帰
国
を
保
証
す
る

代
わ
り
に
、
シ
リ
ア
再
建
へ
財
政

支
援
を
行
う
べ
き
だ
と
表
明
し
た
。

相
次
ぐ
政
治
家
の
発
言
に
、
ド

イ
ツ
在
住
シ
リ
ア
人
の
間
に
は
動

揺
が
広
が
っ
て
い
る
。
シ
リ
ア
難

民
は
、
市
民
の
役
割
を
果
た
す
こ

と
で
ド
イ
ツ
社
会
に
か
な
り
溶
け

込
ん
で
い
る
と
み
ら
れ
る
。
約
22

万
６
６
０
０
人
が
就
職
し
て
社
会

保
険
料
を
納
め
、
約
27
万
９
６
０

０
人
が
求
職
者
と
し
て
登
録
さ
れ

て
い
る
な
ど
、
他
の
難
民
グ
ル
ー

プ
よ
り
社
会
に
貢
献
す
る
資
質
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

強
制
送
還
は
条
約
違
反

昨
年
12
月
、
ド
イ
ツ
中
部
の
ワ

イ
マ
ー
ル
に
あ
る
シ
リ
ア
料
理
店

に
、
３
人
の
シ
リ
ア
難
民
が
い
た
。

ユ
ス
フ
と
モ
ハ
メ
ド
、
そ
し
て
イ

ッ
サ
は
口
々
に
、
祖
国
に
は
戻
り

た
い
が
、
一
時
的
に
訪
問
し
て
状

況
を
確
認
し
た
い
だ
け
で
再
定
住

す
る
つ
も
り
は
な
い
と
話
し
た
。

学
生
の
イ
ッ
サ
は
シ
リ
ア
東
部

デ
リ
ゾ
ー
ル
の
出
身
。
故
郷
は
今
、

ア
メ
リ
カ
が
支
援
す
る
ク
ル
ド
人

主
体
の
シ
リ
ア
民
主
軍
（
Ｓ
Ｄ

Ｆ
）
が
実
効
支
配
し
て
い
る
。
彼

は
ト
ル
コ
が
支
援
す
る
シ
リ
ア
反

体
制
派
と
の
緊
張
状
態
を
懸
念
し
、

「
ま
だ
安
全
で
は
な
い
」
と
ド
イ

ツ
語
で
語
っ
た
。
ド
イ
ツ
北
部
の

メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
で
理
容
師
を
し

て
い
る
モ
ハ
メ
ド
は
、
今
後
も
ド

イ
ツ
で
暮
ら
し
た
い
と
話
し
た
。

人
権
活
動
家
の
み
る
と
こ
ろ
、

ド
イ
ツ
在
住
の
シ
リ
ア
人
は
生
活

を
立
て
直
す
た
め
に
多
大
な
投
資

を
行
っ
て
い
る
の
で
、
い
き
な
り

全
て
を
放
り
出
す
の
は
難
し
い
。

ド
イ
ツ
の
難
民
支
援
団
体
プ
ロ
・

ア
ジ
ー
ル
で
活
動
す
る
社
会
学
者

の
カ
ー
ル
・
コ
ッ
プ
は
、
欧
州
に

い
る
シ
リ
ア
人
の
大
半
、
特
に
仕

事
と
収
入
が
あ
っ
て
子
供
を
学
校

に
通
わ
せ
て
い
る
シ
リ
ア
人
は
こ

の
ま
ま
と
ど
ま
る
だ
ろ
う
と
言
う
。

「
高
齢
の
人
た
ち
は
祖
国
に
帰
っ

て
余
生
を
過
ご
し
た
い
と
思
う
か

も
し
れ
な
い
が
」

高
齢
化
が
進
む
欧
州
の
労
働
市

場
の
穴
を
埋
め
る
た
め
に
シ
リ
ア

難
民
が
重
宝
さ
れ
て
い
る
今
、
社

会
に
溶
け
込
ん
だ
シ
リ
ア
人
を

「
引
き
剝
が
す
の
は
愚
か
だ
」
と
、

コ
ッ
プ
は
言
う
。
ド
イ
ツ
で
は
介

護
業
界
だ
け
で
も
、
20
万
人
近
く

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
人
権
活
動
家
ら
は
、
保

護
さ
れ
る
べ
き
資
格
を
持
つ
人
々

を
国
外
退
去
処
分
に
す
れ
ば
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
る
と
主
張

す
る
。
そ
の
人
々
に
は
、
国
や
地

域
の
法
律
や
国
際
法
に
由
来
す
る

保
護
が
重
な
り
合
う
よ
う
に
提
供

さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

彼
ら
を
強
制
送
還
す
れ
ば
い
か

な
る
形
で
も
、
１
９
５
１
年
の
難

民
条
約
の
「
ノ
ン
・
ル
フ
ル
ー
マ

ン
原
則
」（
難
民
を
迫
害
の
危
険

に
直
面
す
る
国
へ
送
還
し
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
原
則
）
に
違
反
す

る
。
難
民
の
資
格
は
満
た
さ
な
い

が
、
母
国
に
戻
れ
ば
迫
害
を
受
け

る
恐
れ
の
あ
る
「
補
完
的
保
護
」

の
対
象
者
も
、
Ｅ
Ｕ
の
人
権
憲
章

で
保
護
さ
れ
て
い
る
。

「
ド
イ
ツ
に
い
る
シ
リ
ア
人
の
大
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保護を求めて
移民・難民の初期受け入れ施
設で昼食の列に並ぶ人々。大
半がシリア出身者だ（2023
年10月、ドイツ東部のアイゼ
ンヒュッテンシュタット）
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半
は
保
護
資
格
を
持
っ
て
い
る
」

と
、
コ
ッ
プ
は
言
う
。「
だ
が
強

硬
派
は
、
ド
イ
ツ
社
会
に
溶
け
込

ん
で
い
る
シ
リ
ア
人
は
そ
の
ま
ま

で
も
い
い
が
、
犯
罪
者
や
社
会
福

祉
に
依
存
し
て
い
る
人
々
は
帰
国

さ
せ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
」

ド
イ
ツ
の
大
半
の
政
党
も
、
犯

罪
歴
の
あ
る
移
民
は
帰
国
さ
せ
る

べ
き
だ
と
い
う
見
解
で
一
致
し
て

い
る
。
２
月
の
総
選
挙
で
第
１
党

に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
Ｃ
Ｄ
Ｕ
は

さ
ら
に
踏
み
込
み
、
補
完
的
保
護

制
度
の
撤
廃
を
提
案
し
て
い
る
。

ア
サ
ド
と
そ
の
体
制
が
消
え
た

た
め
、
保
護
を
求
め
る
（
あ
る
い

は
提
供
す
る
）
理
由
は
な
く
な
っ

た
と
い
う
考
え
が
ド
イ
ツ
で
は
広

ま
っ
て
い
る
。
ア
サ
ド
政
権
は
獄

中
で
の
拷
問
な
ど
の
人
権
侵
害
を

行
っ
て
い
た
と
非
難
さ
れ
て
お
り
、

多
く
の
シ
リ
ア
人
が
亡
命
を
求
め

る
理
由
は
こ
こ
に
あ
っ
た
。

「
国
外
に
逃
れ
る
理
由
が
も
は
や

存
在
し
な
い
以
上
、
帰
国
は
可
能

な
は
ず
だ
」
と
、
Ｃ
Ｓ
Ｕ
議
員
の

ド
ブ
リ
ン
ト
は
言
う
。

一
時
帰
国
の
チ
ャ
ン
ス
を

ド
イ
ツ
連
邦
移
民
・
難
民
局
は

「
迫
害
状
況
が
恒
久
的
に
変
わ
っ

た
か
適
用
さ
れ
な
く
な
り
、
対
象

者
が
帰
国
し
て
も
危
険
に
直
面
し

な
く
な
っ
た
」「
対
象
者
が
犯
罪

を
犯
し
た
」
な
ど
の
場
合
、
同
局

に
は
対
象
者
の
難
民
認
定
を
取
り

消
す
法
的
義
務
が
あ
る
と
す
る
。

51
年
の
難
民
条
約
は
、
対
象
者

が
「
任
意
に
国
籍
国
の
保
護
を
再

び
受
け
て
い
る
場
合
」
や
「
任
意

に
国
籍
を
回
復
し
た
場
合
」、
あ

る
い
は
「
迫
害
を
受
け
る
恐
れ
が

あ
る
と
い
う
恐
怖
を
有
す
る
た
め
、

定
住
し
て
い
た
国
を
離
れ
て
い
た

が
、
再
び
そ
こ
に
任
意
に
定
住
す

る
に
至
っ
た
場
合
」
な
ど
に
お
い

て
適
用
を
終
了
す
る
と
規
定
。
対

象
者
が
「
難
民
と
認
め
ら
れ
る
根

拠
が
な
く
な
っ
た
場
合
」
に
も
適

用
を
終
了
す
る
と
明
記
す
る
。

一
部
の
人
権
活
動
家
は
、
保
護

資
格
の
取
り
消
し
条
項
は
安
全
な

状
況
が
長
期
に
わ
た
っ
て
続
く
よ

う
な
変
化
が
あ
っ
た
場
合
、
つ
ま

り
単
に
ア
サ
ド
体
制
か
ら
解
放
さ

れ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
ほ
か
の

人
権
侵
害
の
恐
れ
が
な
い
こ
と
も

保
証
さ
れ
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る

も
の
だ
と
主
張
す
る
。

プ
ロ
・
ア
ジ
ー
ル
の
ウ
ィ
ー
ブ

ケ
・
ユ
デ
ィ
ト
法
務
担
当
広
報
は
、

１
つ
の
保
護
資
格
が
取
り
消
さ
れ

る
と
し
て
も
、
ド
イ
ツ
連
邦
移

民
・
難
民
局
や
裁
判
所
は
別
の
保

護
資
格
が
適
用
さ
れ
る
か
ど
う
か

を
考
慮
す
べ
き
だ
と
指
摘
し
た
。

「
例
え
ば
欧
州
人
権
条
約
第
４
議

定
書
第
３
条
は
国
民
の
追
放
禁
止

を
定
め
て
い
る
」
と
ユ
デ
ィ
ト
は

言
う
。「
こ
の
条
項
は
拷
問
や
非

人
道
的
、
ま
た
は
屈
辱
的
な
扱
い

を
受
け
る
リ
ス
ク
が
あ
る
場
合
の

い
か
な
る
国
外
退
去
処
分
も
禁
止

し
て
い
る
。
シ
リ
ア
の
差
し
迫
っ

た
人
道
状
況
を
考
え
れ
ば
、
こ
の

リ
ス
ク
に
は
貧
困
も
含
ま
れ
る
」

ド
イ
ツ
の
法
律
は
移
民
に
対
し
、

国
外
退
去
処
分
に
異
議
を
唱
え
る

法
的
手
段
を
提
供
し
て
い
る
。
だ

が
ユ
デ
ィ
ト
は
ド
イ
ツ
で
永
住
権

を
持
た
な
い
シ
リ
ア
人
に
は
、
実

用
的
な
観
点
か
ら
別
の
選
択
肢
を

考
え
る
よ
う
勧
め
て
い
る
。「
例

え
ば
き
ち
ん
と
就
職
し
た
り
、
専

門
職
や
高
資
格
者
な
ら
Ｅ
Ｕ
ブ
ル

ー
カ
ー
ド
を
取
得
す
れ
ば
定
住
資

格
を
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
」

人
権
活
動
家
は
、
欧
州
諸
国
は

シ
リ
ア
人
を
強
制
送
還
す
る
の
で

は
な
く
、
希
望
す
る
人
に
は
帰
国

を
支
援
し
、
そ
の
ほ
か
の
人
々
は

人
的
資
源
と
し
て
国
内
に
滞
在
さ

せ
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
難
民
支
援
団
体

ラ
・
シ
マ
ー
デ
の
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・

サ
デ
ィ
ク
は
、
欧
州
諸
国
は
シ
リ

ア
人
に
対
し
、
保
護
資
格
を
維
持

し
た
ま
ま
、
い
っ
た
ん
帰
国
し
て

現
地
の
状
況
を
確
認
で
き
る
よ
う

に
す
べ
き
だ
と
語
る
。

「
問
題
は
、
帰
国
で
き
る
状
況
に

あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め

に
シ
リ
ア
に
い
っ
た
ん
渡
っ
た
だ

け
で
も
保
護
資
格
を
失
う
可
能
性

が
あ
る
こ
と
だ
」
と
、
サ
デ
ィ
ク

は
言
う
。「
帰
国
が
可
能
な
ら
ば

帰
国
さ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
自
分

の
家
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
た
い
な
ら
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
与

え
る
べ
き
だ
」
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ア
ン
チ
ャ
ル
・
ボ
ー
ラ

（
フ
ォ
ー
リ
ン・ポ
リ
シ
ー
誌
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
）

見えない明日　（上）首都ダマスカスでアサド政権崩壊を喜ぶシリア市民／（下）ダマスカス
を掌握して軍事パレードを行う暫定政権のメンバー（いずれも昨年12月）
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フ
ラ
ン
ス
の
極
右
政
治
の
主
流

化
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
よ
う
に
み
え

る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
か
つ
て
国
民

戦
線
と
呼
ば
れ
た
極
右
政
党
の
創

設
者
、
ジ
ャ
ン
マ
リ
・
ル
ペ
ン
が

１
月
７
日
に
96
歳
で
死
亡
し
た
。

現
役
時
代
は
フ
ラ
ン
ス
政
治
の

悪
魔
と
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
党

は
今
や
、
後
継
者
で
あ
る
娘
の
下

で
権
力
の
座
を
目
前
に
し
て
い
る
。

１
９
５
６
年
に
国
民
議
会
（
下

院
）
議
員
に
初
当
選
し
た
ル
ペ
ン

は
、
た
ち
ま
ち
極
右
の
「
顔
」
に

な
っ
た
。
72
年
に
国
民
戦
線
の
初

代
党
首
に
就
任
。
各
種
の
弱
小
極

右
団
体
を
統
合
す
べ
く
、
国
民
戦

線
結
成
に
動
い
た
人
々
の
中
で
党

首
に
選
ば
れ
た
の
は
、
急
進
度
が

最
も
低
い
と
評
さ
れ
た
た
め
だ
。

も
っ
と
も
、
仲
間
内
で
よ
り
穏

健
だ
っ
た
と
い
う
だ
け
だ
。
自
身

の
出
版
社
か
ら
ナ
チ
ス
歌
曲
の
レ

コ
ー
ド
を
発
表
し
、
69
年
に
は
戦

争
犯
罪
擁
護
で
有
罪
判
決
を
受
け

た
。
第
２
次
大
戦
中
の
フ
ラ
ン
ス

の
親
独
ビ
シ
ー
政
権
を
懐
か
し
む

発
言
も
繰
り
返
し
た
。

そ
の
政
治
の
核
に
あ
っ
た
の
は

人
種
差
別
だ
。
た
だ
し
、
主
流
派

に
よ
る
受
容
を
目
指
す
過
程
で
、

こ
の
核
は
反
移
民
的
懸
念
や
愛
国

的
プ
ラ
イ
ド
、
さ
ら
に
は
女
性
の

権
利
や
フ
ラ
ン
ス
世
俗
主
義
体
制

を
イ
ス
ラ
ム
教
か
ら
守
る
と
い
う

建
前
の
裏
に
隠
さ
れ
て
い
っ
た
。

80
年
代
半
ば
ま
で
知
名
度
の
低

さ
に
悩
ん
で
い
た
国
民
戦
線
が
全

国
的
に
ブ
レ
イ
ク
し
た
の
は
、
81

年
に
就
任
し
た
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ

ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
の
お
か
げ
だ
。

社
会
党
党
首
の
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
、

財
政
危
機
を
受
け
て
緊
縮
路
線
に

転
換
。
支
持
率
が
低
下
す
る
な
か
、

中
道
寄
り
の
右
派
を
抑
え
込
む
意

図
も
あ
っ
て
、
国
民
戦
線
を
後
押

し
し
た
。

本
物
の
衝
撃
が
訪
れ
た
の
は
、

２
０
０
２
年
大
統
領
選
で
ル
ペ
ン

が
決
選
投
票
に
残
っ
た
と
き
だ
。

と
は
い
え
こ
れ
も
、
国
民
戦
線
の

「
不
可
抗
的
台
頭
」
で
は
な
く
、

フ
ラ
ン
ス
の
政
治
と
民
主
主
義
の

現
実
が
招
い
た
結
果
だ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
暗
い
選
択
肢

ニ
コ
ラ
・
サ
ル
コ
ジ
が
当
選
し

た
07
年
大
統
領
選
も
同
様
だ
。
ル

ペ
ン
の
失
墜
と
主
流
派
の
勝
利
の

象
徴
と
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
サ

ル
コ
ジ
が
自
身
を
ル
ペ
ン
に
代
わ

る
候
補
に
据
え
、
極
右
支
持
者
の

票
を
大
き
く
吸
い
上
げ
て
い
た
。

こ
の
状
況
は
、
11
年
の
娘
マ
リ

ー
ヌ
・
ル
ペ
ン
へ
の
指
導
者
交
代

を
挟
ん
で
悪
化
を
続
け
た
。
18
年

に
党
名
を
国
民
連
合
に
変
更
し
た

彼
女
は
、
15
年
に
は
ユ
ダ
ヤ
人
差

別
的
発
言
を
看
過
で
き
な
い
と
し

て
党
か
ら
父
親
を
除
名
。
そ
の
頃
、

既
に
サ
ル
コ
ジ
は
国
民
戦
線
の
主

張
の
多
く
を
主
流
化
し
て
い
た
。

だ
が
、
極
右
打
倒
の
た
め
に
極

右
的
主
張
を
取
り
込
む
手
法
に
誰

よ
り
熱
心
な
の
は
、
エ
マ
ニ
ュ
エ

ル
・
マ
ク
ロ
ン
現
大
統
領
だ
ろ
う
。

マ
ク
ロ
ン
が
任
命
し
た
ジ
ェ
ラ
ル

ド
・
ダ
ル
マ
ナ
ン
内
相
（
当
時
）

が
21
年
、「
イ
ス
ラ
ム
に
弱
腰
す

ぎ
る
」
と
マ
リ
ー
ヌ
・
ル
ペ
ン
を

非
難
し
た
の
が
い
い
例
だ
。

マ
リ
ー
ヌ
は
政
治
生
命
に
打
撃

を
受
け
か
ね
な
い
汚
職
裁
判
の
渦

中
に
あ
る
も
の
の
、
今
や
事
実
上

の
キ
ン
グ
メ
ー
カ
ー
と
見
受
け
ら

れ
る
。
国
民
議
会
で
は
、
い
ず
れ

の
政
党
も
過
半
数
議
席
を
獲
得
し

て
お
ら
ず
、
国
民
連
合
が
マ
ク
ロ

ン
政
権
の
生
き
残
り
の
キ
ャ
ス
チ

ン
グ
ボ
ー
ト
を
握
っ
て
い
る
。

極
右
の
台
頭
は
あ
ら
が
え
な
い

流
れ
だ
と
、
主
流
派
エ
リ
ー
ト
た

ち
は
受
け
入
れ
た
よ
う
だ
。
な
ら

ば
、
残
る
選
択
は
１
つ
。
極
右
政

治
を
任
せ
る
の
は
極
右
勢
力
か
、

主
流
派
の
政
治
家
か
│
│
。

極
右
の
脅
威
と
抜
本
的
変
革
の

必
要
性
を
深
刻
に
受
け
止
め
な
い

限
り
、
フ
ラ
ン
ス
は
「
悪
い
も

の
」
と
「
よ
り
悪
い
も
の
」
の
ど

ち
ら
か
を
選
ぶ
し
か
な
い
。 AFPー

時
事
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頂点を狙え　ルペン（左）と娘マリーヌは極右政党を主要プレーヤーに押し上げた

From Extreme to Mainstream

フランス　国民戦線創設者ルぺンが死去
その主張は今やマクロンにも取り込まれて……

「極右の父」が遺した
極右が主流になる現実

オ
ー
レ
リ
ア
ン・モ
ン
ド
ン

（
英
バ
ー
ス
大
学
政
治
学
上
級
講
師
）



１
月
６
日
、
カ
ナ
ダ
の
ジ
ャ
ス

テ
ィ
ン
・
ト
ル
ド
ー
首
相
が
、
10

年
近
く
暮
ら
し
て
き
た
首
都
オ
タ

ワ
の
首
相
公
邸
の
玄
関
前
で
記
者

会
見
に
臨
ん
だ
。

ジ
ョ
ー
ジ
ア
ン
・
リ
バ
イ
バ
ル

様
式
の
こ
の
邸
宅
前
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
初
期
に
ト

ル
ド
ー
が
定
期
的
に
会
見
を
開
い

て
い
た
場
所
。
こ
の
日
の
姿
は
、

コ
ロ
ナ
の
状
況
や
政
府
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
語
る
首
相
を
カ
ナ
ダ

国
民
が
支
持
し
て
い
た
当
時
を
思

い
起
こ
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。

時
は
流
れ
、
か
つ
て
現
代
の
進

歩
主
義
運
動
の
象
徴
だ
っ
た
53
歳

の
ト
ル
ド
ー
は
、
同
じ
場
所
で
辞

意
を
表
明
し
た
。
国
民
や
自
ら
が

率
い
る
与
党
・
自
由
党
の
幹
部
の

支
持
を
失
い
、
10
月
ま
で
に
行
わ

れ
る
総
選
挙
で
の
惨
敗
が
確
実
視

さ
れ
る
な
か
で
の
発
表
だ
っ
た
。

「
こ
の
国
に
は
次
の
選
挙
で
本
物

の
選
択
肢
が
必
要
だ
」
と
、
沈
痛

な
面
持
ち
で
ト
ル
ド
ー
は
語
っ
た
。

「
私
は
そ
の
選
択
肢
と
し
て
最
善

の
存
在
で
は
な
い
」

ト
ル
ド
ー
に
は
国
際
政
治
の
変

革
者
と
し
て
喝
采
を
浴
び
た
時
代

が
あ
っ
た
。
環
境
保
護
主
義
者
、

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
、
難
民
や
先
住
民

の
権
利
擁
護
者
を
自
任
し
、
映
画

ス
タ
ー
さ
な
が
ら
の
ル
ッ
ク
ス
と

元
首
相
の
息
子
と
い
う
血
統
を
兼

ね
備
え
た
彼
は
、
２
０
１
５
年
の

総
選
挙
を
制
し
て
首
相
に
就
任
し
、

西
側
の
リ
ベ
ラ
ル
派
の
象
徴
と
な

っ
た
。

だ
が
国
民
と
の
蜜
月
は
２
年
ほ

ど
し
か
続
か
な
か
っ
た
。
ス
キ
ャ

ン
ダ
ル
が
相
次
ぐ
な
か
、
17
年
に

は
イ
メ
ー
ジ
に
傷
が
付
き
始
め
、

小
さ
な
火
種
は
コ
ロ
ナ
禍
の
間
に

大
き
な
炎
へ
と
燃
え
上
が
っ
た
。

19
年
と
21
年
の
総
選
挙
で
自
由

党
が
過
半
数
割
れ
す
る
と
、
ト
ル

ド
ー
は
中
道
左
派
の
新
民
主
党

（
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
な
ど
の
協
力
を
仰
い

で
法
案
を
可
決
す
る
少
数
与
党
政

権
を
運
営
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

だ
が
昨
秋
に
同
党
と
の
協
力
協
定

が
崩
壊
し
、
Ｎ
Ｄ
Ｐ
の
ジ
ャ
グ
ミ

ー
ト
・
シ
ン
党
首
は
12
月
に
内
閣

不
信
任
案
を
提
出
す
る
意
向
を
表

明
。
他
の
野
党
も
同
調
し
た
。

ト
ラ
ン
プ
時
代
の
対
抗
軸
に

ト
ル
ド
ー
が
世
界
の
舞
台
に
躍

り
出
た
15
年
10
月
、
彼
の
進
歩
主

義
的
な
資
質
は
、
終
盤
に
差
し
か

か
っ
て
い
た
米
オ
バ
マ
政
権
を
引

き
継
ぐ
存
在
に
見
え
た
。
当
時
は
、

米
大
統
領
選
に
名
乗
り
を
上
げ
た

ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
が
、
ま
だ

メ
デ
ィ
ア
か
ら
ネ
タ
扱
い
さ
れ
て

い
た
時
代
。
社
会
自
由
主
義
が

AP／
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カナダ　右派ポピュリズムが世界を席巻するなか
リベラルの象徴だったカナダ首相の退場が意味するもの

トルドー辞任と進歩派の袋小路

リベラルの象徴
２０１５年の首相就任時
にはトルドーに世界が
期待を寄せた



堂
々
と
語
ら
れ
、「
ツ
イ
ッ
タ
ー
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
男
性

政
治
家
が
「
自
分
は
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
だ
」
と
公
言
し
て
も
嘲
笑
さ
れ

な
い
時
代
だ
っ
た
。

そ
の
一
方
で
、
ト
ラ
ン
プ
の
よ

う
な
右
派
政
治
家
の
躍
進
や
西
側

で
の
文
化
的
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
変

化
が
、
リ
ベ
ラ
ル
的
理
想
の
優
位

を
揺
る
が
し
始
め
た
時
期
で
も
あ

っ
た
。
ト
ル
ド
ー
は
ト
ラ
ン
プ
時

代
の
対
抗
軸
と
な
る
べ
く
、
ワ
シ

ン
ト
ン
で
の
論
争
に
た
び
た
び
意

見
を
発
信
し
た
。

そ
の
象
徴
的
な
出
来
事
が
17
年

に
あ
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
が
イ
ス
ラ

ム
教
徒
の
多
い
国
か
ら
の
入
国
を

制
限
す
る
大
統
領
令
に
署
名
し
た

直
後
、
カ
ナ
ダ
は
難
民
歓
迎
を
打

ち
出
し
た
。「
迫
害
、
テ
ロ
、
戦

争
か
ら
逃
れ
て
い
る
人
々
へ
、
カ

ナ
ダ
は
信
仰
に
関
係
な
く
皆
さ
ん

を
歓
迎
し
ま
す
」
と
、
ト
ル
ド
ー

は
ツ
イ
ー
ト
し
た
。「
多
様
性
は

カ
ナ
ダ
の
強
み
で
す
」

当
時
、
こ
う
し
た
政
治
的
な
動

き
は
「
包
摂
性
の
象
徴
」
と
い
う

カ
ナ
ダ
の
イ
メ
ー
ジ
を
誇
る
国
民

の
意
識
を
反
映
し
、
ト
ル
ド
ー
支

持
層
の
共
感
を
得
た
。
し
か
し
、

移
民
問
題
は
そ
の
後
、
カ
ナ
ダ
を

二
分
し
て
い
る
。
ト
ル
ド
ー
政
権

を
含
む
リ
ベ
ラ
ル
な
政
府
は
、
進

歩
的
な
理
想
と
、
移
民
の
経
済

的
・
社
会
的
影
響
に
対
す
る
国
民

の
疑
念
の
高
ま
り
と
の
折
り
合
い

を
つ
け
る
の
に
苦
労
し
て
い
る
。

「
こ
う
し
た
政
治
ド
ラ
マ
に
続
く

彼
の
長
い
沈
黙
は
、
現
在
の
彼
の

立
場
が
い
か
に
脆
弱
で
あ
る
か
を

雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
」
と
、
マ

ギ
ル
大
学
（
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
）

の
ダ
ニ
エ
ル
・
ベ
ラ
ン
教
授
（
政

治
学
）
は
指
摘
す
る
。

24
年
４
月
に
は
カ
ナ
ダ
の
人
口

は
４
１
０
０
万
人
を
超
え
、
前
年

の
増
加
分
の
98
％
を
移
民
が
占
め

た
。
人
口
の
急
増
は
、
既
存
の
課

題
を
増
幅
さ
せ
た
。
カ
ナ
ダ
は
隣

国
の
ア
メ
リ
カ
同
様
、
住
宅
危
機
、

生
活
費
の
高
騰
、
国
債
の
増
加
に

直
面
し
て
お
り
、
反
ト
ル
ド
ー
派

は
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
移
民
に
寛

容
な
政
策
が
原
因
の
一
部
だ
と
非

難
し
て
い
る
。

政
府
は
移
民
計
画
の
見
直
し
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
25
年
の
永
住
者

の
受
け
入
れ
数
を
計
画
値
の
50
万

人
か
ら
39
万
５
０
０
０
人
に
削
減

す
る
と
昨
年
10
月
に
発
表
し
た
。

進
歩
派
へ
の
二
重
の
圧
力

22
年
前
半
に
は
、
国
民
感
情
の

変
化
が
頂
点
に
達
し
た
。
コ
ロ
ナ

対
策
の
厳
し
い
規
制
に
対
す
る
不

満
が
高
ま
り
、
抗
議
デ
モ
や
道
路

封
鎖
が
起
き
た
。
こ
の
運
動
は
瞬

く
間
に
カ
ナ
ダ
全
土
に
拡
大
し
、

ト
ル
ド
ー
は
１
９
８
８
年
の
制
定

以
来
初
め
て
緊
急
事
態
法
を
発
動

し
た
。

２
年
後
、
連
邦
裁
判
所
は
緊
急

事
態
法
の
発
動
に
つ
い
て
、
ト
ル

ド
ー
が
権
限
を
逸
脱
し
た
と
の
判

決
を
下
し
た
。
こ
の
時
点
で
彼
の

支
持
率
は
低
迷
し
て
お
り
、
回
復

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

カ
ナ
ダ
で
ト
ル
ド
ー
が
勢
い
を

失
っ
た
背
景
に
は
、
世
界
の
進
歩

派
の
指
導
者
た
ち
が
直
面
し
て
い

る
危
機
が
あ
る
。
世
界
各
地
で
右

派
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
台
頭
し
、
進

歩
派
は
文
化
的
・
経
済
的
変
化
へ

の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
後
退
が
顕
著
に
表
れ
た
の

が
、
昨
年
の
大
統
領
選
で
ト
ラ
ン

プ
が
勝
利
し
た
ア
メ
リ
カ
だ
。
ト

ラ
ン
プ
は
文
化
的
な
懸
念
や
経
済

的
な
不
満
を
利
用
し
、
そ
れ
ら
は

リ
ベ
ラ
ル
な
政
府
の
失
敗
だ
と
断

じ
た
。
こ
の
戦
略
は
、
世
界
中
の

右
派
指
導
者
が
同
調
し
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
エ
マ
ニ
ュ
エ

ル
・
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
が
反
移
民

の
姿
勢
を
見
せ
る
よ
う
に
な
り
、

イ
タ
リ
ア
の
ジ
ョ
ル
ジ
ャ
・
メ
ロ

ー
ニ
首
相
は
民
族
主
義
的
な
政
策

を
推
進
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
極

右
政
党
「
ド
イ
ツ
の
た
め
の
選
択

肢
（
Ａ
ｆ
Ｄ
）」
は
今
や
野
党
の

中
心
勢
力
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
動
き
は
、
進
歩
派
の

指
導
者
が
直
面
す
る
二
重
の
圧
力

を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
移
民

や
経
済
格
差
に
対
す
る
有
権
者
の

不
満
に
対
処
す
る
と
同
時
に
、
台

頭
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
ポ
ピ

ュ
リ
ズ
ム
に
対
抗
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
だ
。
こ
の
難
題
を
乗
り

越
え
た
指
導
者
は
今
の
と
こ
ろ
存

在
し
な
い
。
複
雑
で
グ
ロ
ー
バ
ル

な
課
題
を
国
家
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
を
め
ぐ
る
闘
い
と
し
て
位

置
付
け
る
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
の
主
張

が
明
快
な
一
方
で
、
進
歩
派
は
将

来
に
向
け
た
説
得
力
の
あ
る
ビ
ジ

ョ
ン
を
提
示
で
き
ず
に
い
る
。
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入れ替わり　トランプとトルドーは移民政策などをめぐり対立してきた（18年6月、ケベック州）

ヘ
ス
ス・メ
サ
、カ
ー
ロ
・ベ
ル
サ
ノ

（
本
誌
英
語
版
エ
デ
ィ
タ
ー
）



経
団
連
は
、
今
年
５
月
末
で
任

期
を
終
え
る
十
倉
雅
和
会
長
の
後

任
と
し
て
、
日
本
生
命
保
険
の
筒

井
義
信
会
長
（
写
真
）
の
起
用
を

決
定
し
た
。
金
融
機
関
か
ら
の
選

出
は
初
め
て
で
、
経
済
団
体
に
も

い
よ
い
よ
時
代
の
波
が
押
し
寄
せ

て
き
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

日
本
を
代
表
す
る
経
済
団
体
で

あ
る
経
団
連
の
会
長
に
は
、
非
財

閥
の
伝
統
的
な
製
造
業
出
身
者
が

就
く
と
い
う
慣
例
が
あ
っ
た
。
非

財
閥
と
い
う
の
は
、
戦
後
の
連
合

国
軍
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
に
よ

る
財
閥
解
体
が
影
響
し
て
お
り
、

製
造
業
出
身
者
と
い
う
の
は
、
ま

さ
に
戦
後
日
本
の
経
済
成
長
が
製

造
業
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
き

た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。

経
団
連
の
歴
代
会
長
と
言
え
ば
、

東
芝
社
長
だ
っ
た
石
坂
泰
三
氏
や

同
社
会
長
だ
っ
た
土
光
敏
夫
氏
、

新
日
鉄
会
長
だ
っ
た
稲
山
嘉
寛
氏

ら
の
名
前
が
浮
か
ぶ
。
経
団
連
会

長
は
「
財
界
総
理
」
と
も

呼
ば
れ
た
が
、
稲
山
氏
の

時
代
ま
で
は
、
与
党
の
政

策
に
も
極
め
て
大
き
な
影

響
力
を
行
使
し
て
お
り
、

ま
さ
に
「
総
理
」
の
名
を

ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
た

と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

特
に
土
光
氏
は
、
鈴
木

善
幸
内
閣
や
中
曽
根
康
弘

内
閣
で
実
施
さ
れ
た
行
政

改
革
に
辣
腕
を
振
る
い
、

質
素
な
暮
ら
し
ぶ
り
か
ら

「
メ
ザ
シ
の
土
光
さ
ん
」

と
呼
ば
れ
、
国
民
か
ら
の

認
知
度
も
高
か
っ
た
。
一
連
の
人

事
は
あ
く
ま
で
慣
例
で
、
絶
対
的

な
ル
ー
ル
で
は
な
か
っ
た
が
、
近

年
ま
で
の
こ
の
慣
例
は
か
た
く
な

に
守
ら
れ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。

状
況
が
変
化
し
た
の
は
、
２
０

０
６
年
に
会
長
に
就
任
し
た
キ
ヤ

ノ
ン
の
御
手
洗
冨
士
夫
氏
あ
た
り

か
ら
で
あ
る
。
同
社
は
製
造
業
で

は
あ
る
が
精
密
機
器
メ
ー
カ
ー
で

あ
り
重
厚
長
大
産
業
で
は
な
い
。

ま
た
御
手
洗
氏
は
創
業
家
出
身
で

あ
り
、
典
型
的
な
財
界
人
と
は
タ

イ
プ
が
異
な
っ
て
い
る
。

御
手
洗
氏
の
後
任
と
し
て
選
ば

れ
た
の
は
住
友
化
学
会
長
の
米
倉

弘
昌
氏
だ
が
、
こ
こ
で
非
財
閥
企

業
出
身
と
い
う
慣
例
が
明
確
に
破

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、

し
ば
ら
く
は
製
造
業
出
身
者
が
続

く
の
だ
が
、
今
回
、
初
め
て
金
融

機
関
出
身
者
が
会
長
に
選
ば
れ
た
。

変
わ
る
日
本
の
中
核
産
業

今
回
の
人
事
は
現
会
長
の
十
倉

氏
（
住
友
化
学
会
長
）
に
よ
る
指

名
で
あ
り
、
同
氏
は
「
人
物
本
位

で
選
ん
だ
」
と
し
て
い
る
も
の
の
、

日
本
の
産
業
構
造
の
変
化
が
背
景

に
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。

製
造
業
に
従
事
し
て
い
る
労
働

者
は
約
１
０
０
０
万
人
と
全
体
の

６
分
の
１
ま
で
低
下
し
て
い
る
。

企
業
全
体
が
稼
ぎ
出
す
利
益
も
非

製
造
業
が
製
造
業
を
大
き
く
上
回

っ
て
お
り
、
日
本
の
中
核
的
な
産

業
は
サ
ー
ビ
ス
業
と
言
っ
て
よ
い

状
況
だ
。

そ
れ
で
も
製
造
業
の
賃
金
は
相

対
的
に
高
く
、
円
安
の
進
展
で
輸

出
産
業
の
業
績
が
拡
大
し
、
賃
金

が
伸
び
る
こ
と
で
消
費
が
増
え
る

期
待
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
と

こ
ろ
激
し
さ
を
増
し
て
い
る
円
安

は
製
造
業
の
業
績
回
復
に
は
つ
な

が
っ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
金
利
上

昇
を
も
た
ら
し
、
金
融
機
関
の
業

績
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
事
態
と
な

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
時
代
に
保

険
会
社
出
身
者
が
経
団
連
ト
ッ
プ

に
就
任
す
る
の
は
、
や
は
り
時
代

の
要
請
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

も
っ
と
も
近
年
の
経
団
連
は
そ

の
政
治
力
を
著
し
く
落
と
し
て
い

る
。
度
重
な
る
法
人
減
税
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
大
手
企
業
は
内
部
留

保
ば
か
り
積
み
上
げ
て
お
り
、
大

規
模
な
設
備
投
資
や
賃
上
げ
に
は

消
極
的
で
、
国
民
か
ら
の
反
発
も

高
ま
っ
て
い
る
。

新
し
い
ト
ッ
プ
に
求
め
ら
れ
る

の
は
、
イ
ン
フ
レ
が
進
む
新
し
い

時
代
に
お
い
て
、
い
か
に
企
業
の

業
績
を
向
上
さ
せ
、
賃
上
げ
を
実

現
し
て
い
く
の
か
道
筋
を
示
す
こ

と
で
あ
る
。
経
済
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
を
描
け
ず
、
既
得
権
益
を

死
守
す
る
だ
け
で
は
、
経
済
界
の

地
盤
沈
下
は
続
く
ば
か
り
と
な
る

だ
ろ
う
。
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A NEW ROLE FOR A NEW LEADER

経団連会長人事と日本経済の今

Economics Explainer
経済評論家 加谷珪一
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Help Wanted

SHE’S USING HIM

作家志望の妻を
支える兄が心配

人生相談からアメリカが見える

　兄夫婦のことで相談です。義姉のグレースはも
ともと小説家志望で、彼女が作家として大成する

まで兄が支えるという約束で2人は結婚したようです。
　時は過ぎ、2人の間には4人の子供が生まれました。兄は
「グレースの本が売れるようになるまで」と、以前よりも稼ぎ
のいい仕事に転職しました。でも一向に本は出ず、さりとて
グレースが家のことに割く時間が長くなったわけでもありま
せん。兄は家族を経済的に支え、子供たちの保育園代を払
い、家事の半分を担っています。兄によれば、グレースに
働くか別の道を探してくれと言うのは「夢を諦めさせること
になる」し、執筆時間が減ってしまうから家事負担を増やし
てもらうのも無理だそうです。そうは言いつつも兄は疲れ果
て、何かに怒ってすらいます。
　兄のつらい気持ちを聞いて私も泣きたい気分です。愚痴
を聞いてあげる以外、私に何かできることはないでしょうか。
──つらさを分かち合う妹

　たとえ本を出せたところで、執筆だけで生活で
きる作家なんてほとんどいません。スティーブン・

キングやJ・K・ローリングみたいな作家は例外中の例外。私
自身、何冊も本は出していますが、そこからの収入は家族
どころか自分1人の生活費にもなりません。周りの作家た
ちを見ても、別の仕事を持っている人ばかりです。
　そもそも本を出版できたかどうかは、作家としての成功
のバロメーターではありません。グレースはそれを夫にうま
く伝えられずにいるのかもしれませんし、夫もそれを理解
したところでつらい気持ちは抑えられないのかもしれませ
ん。印税収入での暮らしを夢見ていたのなら前提が間違っ
ていたのだし、妻との約束を見直したいのに話し合いを先
延ばしにしているのなら、それはお兄さんの責任です。も
しかするとお兄さんは自分にも妻にも腹を立てていて、妹
への愚痴でガス抜きをしているのかも。──ミシェル・ハー
マン（小説家、スレート誌人生相談員）

　1つの建物に2世帯が入居する、いわゆるテラ
スハウスに住んでいます。庭はお隣と共有で、私

はそこに小さなテーブルと椅子を置いています。家に風を通
し鳥の声を楽しむために裏口の引き戸は開けて、網戸だけ
にして暮らしていました。
　新しい隣人のキキはこれを「いつでも遊びに来て」という
サインと受け取ったようです。しょっちゅう押しかけてきて
は椅子にどんと座って何か飲むものはないかと言い、夫が
家事や育児を手伝わないと愚痴をこぼし始めるのです。そ
れが嫌で最近は庭に出ず、引き戸も閉めています。
　キキには小さな子供がいて、第2子を妊娠中です。いき
なりうちに来て、用事があるからと私に子供を押し付けて
いったり、食事の支度をしている最中に突然現れて、自分
たちの分も作ってくれと求められたこともあります。
　出産前のパーティーにも「ぜひ来て」と呼ばれましたが、そ
の理由は「気軽に手伝ってもらえる友達だから」だそうです。

妊娠中で大変なのは分かるけれど、巻き込むべきは自分の
夫であって私ではないはず。私はどうすべきなのでしょうか。
──庭にフェンスを付けたい隣人

　かつては私も、ご近所同士が助け合う大切さ
を説いていたこともありました。でも限度という

ものがあるはずで、キキは図 し々いにもほどがあります。
　礼儀を保ちつつ一定の距離を置いた近所付き合いをす
るようにしましょう。引き戸は開けていても網戸は開かない
ようにロックして、もしキキがやって来たらきっかり45秒
だけ話をし、あとはトイレに行くと言って話を切り上げま
しょう。あなたが庭のテーブルにいるときにやって来たら天
気の話だけして、家の中に入る言い訳を探しましょう。そ
のうちにキキも察するはずです。
　パーティーも参加する必要はありません。料理を差し入
れるくらいは構いませんが、容器は使い捨てにしましょう。
──ダン・コイス（作家、スレート誌人生相談員）
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ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
次
期

米
大
統
領
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
復
帰
が
迫
る
な
か
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
そ
の

地
政
学
的
な
地
位
の
向
上
と
、
過
去
４
年

の
中
東
情
勢
の
大
き
な
変
化
を
反
映
し
た

合
意
を
締
結
す
る
機
会
を
模
索
し
て
い
る
。

昨
年
の
米
大
統
領
選
で
の
ト
ラ
ン
プ
の

勝
利
は
、
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
大
統
領
率

い
る
米
政
府
と
サ
ウ
ジ
政
府
が
包
括
的
な

協
力
合
意
の
締
結
に
向
け
て
交
渉
し
て
い

る
最
中
の
こ
と
。
ア
メ
リ
カ
が
サ
ウ
ジ
に

安
全
保
障
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
核
開

発
な
ど
幅
広
い
分
野
で
の
協
力
を
密
に
す

る
こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
る
も
の
だ
。

さ
ら
に
バ
イ
デ
ン
政
権
は
、
２
０
２
０

年
の
ア
ブ
ラ
ハ
ム
合
意
で
一
部
ア
ラ
ブ
諸

国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
が
国
交
を
正
常
化
し
た

よ
う
に
、
サ
ウ
ジ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
国
交

正
常
化
も
促
し
た
（
実
現
し
な
か
っ
た
）。

ト
ラ
ン
プ
が
こ
れ
を
実
現
す
れ
ば
歴
史
的

な
実
績
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
だ

が
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
パ
レ
ス
チ
ナ
に

国
家
の
地
位
を
与
え
る
よ
う
イ
ス
ラ
エ
ル

を
説
得
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

「
サ
ウ
ジ
が
見
返
り
も
な
く
ア
ブ
ラ
ハ
ム

合
意
に
参
加
す
る
こ
と
は
な
い
と
、
ト
ラ

ン
プ
政
権
は
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
、

サ
ウ
ジ
政
治
の
専
門
家
で
あ
る
サ
ル
マ

ン
・
ア
ル
・
ア
ン
サ
リ
は
言
う
。「
サ
ウ

ジ
が
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
外
交
関
係
を
正
式

に
結
ぶ
た
め
に
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
パ
レ

ス
チ
ナ
国
家
の
樹
立
を
認
め
る
こ
と
が
絶

対
条
件
に
な
る
」

１
９
４
８
年
の
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
以
来
、

周
辺
の
ア
ラ
ブ
諸
国
を
巻
き
込
ん
で
続
い

て
き
た
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
対

立
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
は
長
年
、
パ
レ

ス
チ
ナ
に
も
国
家
の
地
位
を
与
え
る
共
存

策
を
中
東
和
平
の
中
核
に
据
え
て
き
た
。

だ
が
今
、
こ
の
「
２
国
家
解
決
」
策
は
瀕

死
の
状
態
に
あ
る
。

楽
観
論
と
悲
観
論
の
は
ざ
ま
で

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
を
実
効
支
配

す
る
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
が
、
23
年
10

月
７
日
に
イ
ス
ラ
エ
ル
に
奇
襲
を
仕
掛
け

た
こ
と
に
起
因
す
る
戦
争
は
、
従
来
の
ア

メ
リ
カ
の
中
東
政
策
を
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ

っ
て
い
る
。

イ
ス
ラ
エ
ル
の
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
ネ
タ
ニ

ヤ
フ
首
相
は
、
ガ
ザ
で
執
拗
な
ま
で
に
ハ

マ
ス
掃
討
作
戦
を
続
け
て
い
る
。
し
か
し

連
立
政
権
の
一
角
を
担
う
極
右
勢
力
は
、

ガ
ザ
と
並
ぶ
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
で
あ
る

ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
の
併
合
も
要
求
し
て
い

る
。
つ
ま
り
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
は
パ
レ
ス
チ
ナ

に
国
家
の
地
位
を
与
え
る
ど
こ
ろ
か
、
パ

レ
ス
チ
ナ
自
治
区
を
な
き
も
の
に
す
る
圧

力
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
サ
ウ
ジ
は
02
年
、
ヨ
ル
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中東　第2次トランプ政権の発足を受けて
ついにイスラエルとの国交正常化に踏み切る日

サウジアラビアの
外交Xデーはあるか

トム・オコナー（外交問題担当副編集長）



ダ
ン
川
西
岸
に
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
が
樹
立

さ
れ
る
こ
と
を
条
件
に
、
ア
ラ
ブ
諸
国
が

イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
関
係
を
正
常
化
す
る

｢

ア
ラ
ブ
和
平
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ｣

を
提
唱
。

今
も
こ
れ
を
中
東
和
平
の
基
本
方
針
と
し

て
い
る
（
イ
ス
ラ
エ
ル
は
同
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
を
拒
絶
し
て
い
る
）。

第
２
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
こ
の
問
題
に

ど
う
対
処
す
る
か
は
、
ま
だ
分
か
ら
な
い
。

た
だ
し
ア
ン
サ
リ
に
よ
る
と
、
サ
ウ
ジ
で

は
「
楽
観
論
と
悲
観
論
の
両
方
が
聞
か
れ

る
」
と
い
う
。

「
楽
観
論
の
根
拠
は
、
ト
ラ
ン
プ
が
第
１

次
政
権
で
サ
ウ
ジ
と
経
済
協
力
拡
大
な
ど

良
好
な
関
係
を
維
持
し
た
こ
と
だ
。
一
方

で
悲
観
論
は
、
ト
ラ
ン
プ
が
駐
イ
ス
ラ
エ

ル
大
使
に
マ
イ
ク
・
ハ
ッ
カ
ビ
ー
元
ア
ー

カ
ン
ソ
ー
州
知
事
を
指
名
す
る
な
ど
、
極

め
て
イ
ス
ラ
エ
ル
寄
り
の
人
事
を
次
々
と

発
表
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
」

ト
ラ
ン
プ
は
第
１
次
政
権
で
サ
ウ
ジ
と

そ
の
王
室
、
と
り
わ
け
体
調
不
良
の
国
王

に
代
わ
り
、
事
実
上
政
治
を
取
り
仕
切
る

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ビ
ン
・
サ
ル
マ
ン
皇
太
子

と
緊
密
な
関
係
を
築
い
た
。
米
議
会
の
反

対
を
押
し
切
り
、
サ
ウ
ジ
へ
の
武
器
売
却

も
拡
大
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
バ
イ
デ
ン
は
、
当
初
か

ら
サ
ウ
ジ
に
対
し
て
冷
淡
だ
っ
た
。
20
年

大
統
領
選
の
遊
説
で
は
反
体
制
派
サ
ウ
ジ

人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
殺
害
事
件
を
受
け

て
、
サ
ウ
ジ
を
世
界
の
「
の
け
者
」
に
す

る
と
発
言
。
大
統
領
就
任
後
は
サ
ウ
ジ
へ

AFPー
時
事
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の
武
器
売
却
を
一
時
凍
結
し
た
。
サ
ウ
ジ

も
、
22
年
の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
伴
い
世
界
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
上
昇

が
起
き
た
と
き
、
バ
イ
デ
ン
が
原
油
増
産

を
直
々
に
要
請
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
拒

絶
す
る
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
が
目

立
っ
て
悪
化
し
た
時
期
が
あ
っ
た
。

ト
ラ
ン
プ
１
期
目
と
は
違
う
状
況

だ
が
、
サ
ウ
ジ
は
民
主
党
政
権
と
も
共

和
党
政
権
と
も
う
ま
く
協
力
し
て
き
た
と
、

ア
ン
サ
リ
は
言
う
。
と
り
わ
け
バ
イ
デ
ン

政
権
の
マ
イ
ケ
ル
・
ラ
ト
ニ
ー
駐
サ
ウ
ジ

大
使
は
、「
相
互
尊
重
の
精
神
で
、
両
国

の
協
力
関
係
を
拡
大
す
る
べ
く
積
極
的
か

つ
賢
明
に
努
力
し
た
」
と
評
価
す
る
。

ト
ラ
ン
プ
に
し
て
も
、
サ
ウ
ジ
と
の
関

係
が
い
つ
も
良
好
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

特
に
20
年
１
月
に
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
と
共
に
、

「
世
紀
の
合
意
」
と
い
う
触
れ
込
み
で
中

東
和
平
案
を
発
表
し
た
と
き
は
、
サ
ウ
ジ

を
激
怒
さ
せ
た
。
こ
の
和
平
案
は
サ
ウ
ジ

だ
け
で
な
く
、
ハ
マ
ス
や
パ
レ
ス
チ
ナ
自

治
政
府
に
も
拒
絶
さ
れ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
大
使
館
の
所
在
地
を
テ
ル
ア

ビ
ブ
か
ら
エ
ル
サ
レ
ム
に
移
し
た
と
き
や
、

イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ゴ
ラ
ン
高
原
の
併
合

を
認
め
た
と
き
も
そ
う
だ
っ
た
。

20
年
の
ア
ブ
ラ
ハ
ム
合
意
に
は
ア
ラ
ブ

首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）、
バ
ー
レ
ー
ン
、

モ
ロ
ッ
コ
、
ス
ー
ダ
ン
が
加
わ
り
、
イ
ス

ラ
エ
ル
・
ア
ラ
ブ
関
係
の
大
き
な
転
機
と

な
っ
た
が
、
パ
レ
ス
チ
ナ
側
は
反
発
。
サ

ウ
ジ
は
現
在
ま
で
、
02
年
の
ア
ラ
ブ
和
平

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
示
し
た
提
案
を
取
り
下

げ
る
意
思
を
見
せ
て
い
な
い
。

今
日
の
地
政
学
的
現
実
を
考
え
れ
ば
、

そ
れ
を
受
け
継
ぐ
新
た
な
中
東
和
平
案
を

ま
と
め
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
サ
ウ
ジ

の
外
交
問
題
専
門
家
で
英
キ
ン
グ
ス
ト
ン

大
学
政
治
学
協
会
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る

ア
ザ
ム
・
ア
ル
・
シ
ュ
ダ
デ
ィ
は
本
誌
に

こ
う
語
る
。「
今
の
中
東
情
勢
は
イ
ス
ラ

エ
ル
が
火
を
付
け
た
緊
張
激
化
な
ど
、
ト

ラ
ン
プ
の
１
期
目
か
ら

激
変
し
て
い
る
」

イ
ス
ラ
エ
ル
と
ハ
マ

ス
の
戦
争
は
、
親
イ
ラ

ン
の
武
装
組
織
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
「
抵
抗
の
枢

軸
」
だ
け
で
な
く
、
イ

ラ
ン
自
身
に
ま
で
飛
び

火
し
た
。
か
つ
て
ト
ラ

ン
プ
は
イ
ラ
ン
に
対
抗

す
る
ア
ラ
ブ
の
友
好
国

と
の
連
携
を
模
索
し
た

が
、
サ
ウ
ジ
は
23
年
３

月
、
中
国
の
仲
介
で
イ

ラ
ン
と
の
国
交
回
復
に

合
意
。
両
国
関
係
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
を

選
ん
だ
。
こ
の
合
意
は
中
東
の
混
乱
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
現
在
も
維
持
さ
れ
て
い
る
。

ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
情
勢
も
お
お
む
ね
落

ち
着
い
て
い
る
が
、「
抵
抗
の
枢
軸
」
の

一
角
を
占
め
る
フ
ー
シ
派
が
力
を
持
つ
イ

エ
メ
ン
は
例
外
だ
。
フ
ー
シ
派
は
イ
ス
ラ

エ
ル
を
標
的
と
す
る
ミ
サ
イ
ル
や
ド
ロ
ー

ン
（
無
人
機
）
を
発
射
し
続
け
、
近
海
の

商
船
に
も
攻
撃
を
仕
掛
け
て
い
る
。

中
国
が
仲
介
し
た
合
意
が
維
持
さ
れ
て

い
る
事
実
は
、
中
東
で
の
影
響
力
回
復
を

目
指
す
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
由
々
し
き
事

態
だ
。「
サ
ウ
ジ
と
イ
ラ
ン
の
合
意
は
和

平
調
停
者
と
し
て
の
中
国
の
試
金
石
だ
」

と
、
シ
ュ
ダ
デ
ィ
は
言
う
。「
こ
の
合
意

は
今
の
と
こ
ろ
う
ま
く
い
っ
て
い
る
」

シ
ュ
ダ
デ
ィ
は
、
今
は
亡
き
ヘ
ン
リ

ー
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
元
米
国
務
長
官
の

言
葉
を
引
き
合
い
に
出
し
た
。
キ
ッ
シ
ン

ジ
ャ
ー
は
23
年
３
月
に
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ

ス
ト
紙
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
イ
ラ
ン
と

サ
ウ
ジ
の
合
意
を
「
中
東
の
戦
略
的
状
況

に
お
け
る
質
的
変
化
」
と
呼
び
、
サ
ウ
ジ

の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
、
冷
戦
時
代
に
中
国

と
ソ
連
の
緊
張
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
ア

メ
リ
カ
に
な
ぞ
ら
え
た
。

サ
ウ
ジ
は
長
年
、
ア
メ
リ
カ
と
緊
密
に

連
携
し
て
き
た
が
、
今
で
は
独
自
の
影
響

力
を
行
使
で
き
る
立
場
に
あ
る
。
イ
ス
ラ

ム
教
の
２
大
聖
地
メ
ッ
カ
と
メ
デ
ィ
ナ
の

守
護
者
と
し
て
の
ア
ラ
ブ
世
界
と
イ
ス
ラ

ム
世
界
で
の
特
別
な
影
響
力
。
ア
ラ
ブ
連

盟
、
湾
岸
協
力
会
議
（
Ｇ
Ｃ
Ｃ
）、
イ
ス

ラ
ム
協
力
機
構
（
Ｏ
Ｉ
Ｃ
）
で
も
主
導
的

地
位
に
あ
る
。
20
カ
国
・
地
域
（
Ｇ
20
）

で
最
も
急
成
長
し
て
い
る
国
の
１
つ
で
、

中
国
と
ロ
シ
ア
が
主
導
す
る
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

へ
の
加
盟
も
目
前
に
迫
っ
て
い
る
。

「
他
国
の
利
益
を
損
な
わ
ず
に
関
係
を
多

様
化
す
る
こ
と
で
、
サ
ウ
ジ
は
国
際
的
課

題
を
克
服
し
得
る
、
信
頼
で
き
る
パ
ー
ト

ナ
ー
に
な
っ
た
」
と
シ
ュ
ダ
デ
ィ
は
言
う
。

「
ア
メ
リ
カ
の
新
政
権
が
こ
の
変
化
に
合
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回復を仲介



製
造
な
ど
を
規
制
す
る
包
括
的
共
同
作
業

計
画
（
イ
ラ
ン
核
合
意
）
は
、
第
１
次
ト

ラ
ン
プ
政
権
が
18
年
５
月
に
離
脱
を
表
明

し
、
崩
壊
の
危
機
に
あ
る
。
サ
ウ
ジ
も
当

初
は
合
意
に
懐
疑
的
だ
っ
た
が
、
最
近
の

両
国
関
係
の
変
化
を
受
け
て
、
こ
う
し
た

合
意
の
利
点
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ト
ラ
ン
プ
が
イ
ラ
ン
核
合
意
へ
の
姿
勢

を
変
え
る
可
能
性
は
あ
る
と
、
シ
ュ
ダ
デ

ィ
は
言
う
。「
中
東
で
は
サ
ウ
ジ
と
イ
ラ

ン
の
関
係
が
落
ち
着
き
つ
つ
あ
る
。
イ
ラ

ン
は
経
済
的
圧
力
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
攻
撃

を
受
け
て
、
か
つ
て
な
い
柔
軟
性
を
見
せ
、

新
た
な
核
合
意
に
関
す
る
対
話
が
可
能
に

な
っ
て
い
る
。
サ
ウ
ジ
は
今
後
の
交
渉
で

重
要
な
役
割
を
果
た
す
だ
ろ
う
」

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
共
通
点
も

サ
ウ
ジ
の
地
政
学
ア
ナ
リ
ス
ト
で
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
「
サ
ウ
ジ
・
エ
リ

ー
ト
」
の
代
表
を
務
め
る
モ
ハ
メ
ド
・
ア

ル
ハ
メ
ド
は
、「
最
近
の
サ
ウ
ジ
と
イ
ラ

ン
の
外
交
的
雪
解
け
は
、
わ
が
国
の
外
交

政
策
が
大
き
く
転
換
し
た
こ
と
を
意
味
す

る
」
と
本
誌
に
語
っ
た
。「
イ
ラ
ン
と
の

開
か
れ
た
対
話
ル
ー
ト
を
維
持
す
る
こ
と

は
、
わ
が
国
が
地
域
の
緊
張
を
管
理
し
、

自
国
の
利
益
に
な
ら
な
い
紛
争
に
巻
き
込

ま
れ
る
こ
と
を
避
け
る
の
に
役
立
つ
。
た

だ
し
、
警
戒
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
」

「
イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ラ
ン
と
の
強
硬
姿
勢

は
中
東
情
勢
を
不
安
定
に
し
、
サ
ウ
ジ
の

安
全
保
障
を
脅
か
し
か
ね
な
い
。
サ
ウ
ジ

は
国
益
を
優
先
し
て
、
緊
張
拡
大
を
抑
制

し
対
立
で
は
な
く
対
話
を
促
す
均
衡
の
取

れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
唱
す
べ
き
だ
」

ト
ラ
ン
プ
は
大
統
領
選
で
７
つ
の
激
戦

州
を
全
て
制
し
て
カ
マ
ラ
・
ハ
リ
ス
副
大

統
領
に
圧
勝
し
た
が
、
経
済
・
外
交
の
多

様
化
を
進
め
る
産
油
国
サ
ウ
ジ
は
そ
れ
以

上
に
手
ご
わ
い
相
手
か
も
し
れ
な
い
。

「
サ
ウ
ジ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
が
あ

り
、
ア
メ
リ
カ
の
優
先
課
題
に
関
係
な
く

国
益
を
追
求
す
る
だ
ろ
う
と
認
識
す
る
こ

と
が
重
要
だ
。
核
心
的
利
益
が
一
致
し
な

け
れ
ば
ア
メ
リ
カ
は
他
の
国
や
社
会
に
急

進
的
な
政
策
を
押
し
付
け
ら
れ
な
い
こ
と

を
サ
ウ
ジ
は
承
知
し
て
い
る
」

そ
れ
で
も
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
は
共
通

点
が
多
い
。
ト
ラ
ン
プ
の
孤
立
主
義
的
な

外
交
戦
略
「
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」

は
、
サ
ウ
ジ
の
次
期
国
王
の
改
革
・
愛
国

主
義
路
線
と
非
常
に
多
く
の
点
で
呼
応
す

る
。「
中
東
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
を
お
お
む

ね
歓
迎
し
て
い
る
。
彼
が
国
内
の
発
展
を

重
視
す
る
結
果
、
国
外
の
紛
争
へ
の
関
与

は
減
る
。
サ
ウ
ジ
に
と
っ
て
は
外
圧
な
し

で
国
益
を
追
求
し
つ
つ
、
ア
メ
リ
カ
と
の

関
係
を
強
化
す
る
チ
ャ
ン
ス
だ
。
サ
ウ
ジ

は
総
じ
て
安
定
と
治
安
と
相
互
尊
重
を
優

先
す
る
関
係
の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
」

ト
ラ
ン
プ
も
ム
ハ
ン
マ
ド
も
し
ば
し
ば

中
東
和
平
の
仲
介
役
を
自
任
す
る
が
、
皇

太
子
は
脱
石
油
依
存
な
ど
を
目
指
す
経
済

改
革
案
「
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
を
推
進

す
る
一
方
、
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
樹
立
の
立

わ
せ
、
地
域
と
世
界
の
安
定
に
資
す
る
形

で
サ
ウ
ジ
と
の
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
利
益
を
確
保
す
る
政
策
を
採
用
で
き

る
か
ど
う
か
。
そ
れ
が
真
の
課
題
だ
」

一
方
、
イ
ラ
ン
は
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
に
加
盟

済
み
で
、
や
は
り
中
国
と
ロ
シ
ア
が
主
導

す
る
上
海
協
力
機
構
（
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）
の
正
式

メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
。

そ
れ
で
も
シ
ー
ア
派
の
革
命
政
権
で
あ

る
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
と
愛
国
主

義
的
な
ス
ン
ニ
派
の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
王

国
と
の
間
に
は
根
深
い
確
執
が
あ
り
、
両

者
は
今
も
中
東
で
の
影
響
力
を
競
い
合
っ

て
い
る
。
サ
ウ
ジ
側
に
は
イ
ラ
ン
の
核
開

発
計
画
加
速
に
対
す
る
懸
念
も
あ
る
（
当

の
イ
ラ
ン
は
大
量
破
壊
兵
器
の
獲
得
を
目

指
さ
な
い
と
断
言
し
て
い
る
）。

イ
ラ
ン
の
ウ
ラ
ン
濃
縮
や
遠
心
分
離
機

AP／
AFLO
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し
主
張
し
て
き
た
」。
だ
が
ネ
タ
ニ
ヤ
フ

は
「
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
受
け
入
れ
を
拒
ん

で
お
り
、
サ
ウ
ジ
は
ト
ラ
ン
プ
が
こ
の
問

題
で
歴
史
に
残
る
よ
う
な
立
場
を
取
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
」。

そ
の
た
め
に
は
ト
ラ
ン
プ
は
「
交
流
を

活
発
化
し
て
無
益
な
先
送
り
外
交
を
や
め
、

政
治
チ
ー
ム
を
サ
ウ
ジ
を
含
め
全
て
の
当

事
者
と
本
格
的
に
協
力
さ
せ
、
こ
の
悲
痛

な
紛
争
の
効
果
的
か
つ
公
正
な
解
決
・
終

結
に
直
接
寄
与
す
る
」
べ
き
だ
と
、
シ
ャ

ヤ
は
語
っ
た
。

あ
く
ま
で「
歴
史
的
か
つ
公
正
」に

ア
ブ
ラ
ハ
ム
合
意
以
前
、
イ
ス
ラ
エ
ル

と
外
交
関
係
を
樹
立
し
た
ア
ラ
ブ
の
国
は

エ
ジ
プ
ト
（
１
９
７
９
年
）
と
ヨ
ル
ダ
ン

（
94
年
）
の
み
。
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
も
99
年

に
イ
ス
ラ
エ
ル
と
国
交
を
樹
立
し
た
が
、

09
年
に
イ
ス
ラ
エ
ル
と
、
ハ
マ
ス
が
実
効

支
配
す
る
ガ
ザ
と
の
紛
争
が
勃
発
し
た
の

を
受
け
て
条
約
を
破
棄
し
た
。

ア
メ
リ
カ
は
今
も
イ
ス
ラ
エ
ル
擁
護
の

立
場
を
崩
し
て
い
な
い
が
、
今
回
の
戦
争

は
「
２
国
家
解
決
」
に
向
け
て
国
際
社
会

の
新
た
な
動
き
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

第
２
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
国
際
的
影
響

力
を
増
す
非
常
に
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー

（
サ
ウ
ジ
）
と
の
関
係
強
化
を
望
む
だ
ろ

う
が
、
最
も
緊
密
な
同
盟
国
の
１
つ
（
イ

ス
ラ
エ
ル
）
を
取
り
巻
く
状
況
は
依
然
と

し
て
不
安
定
だ
。
サ
ウ
ジ
は
「
国
益
に
か

な
い
国
益
を
最
大
化
す
る
限
り
、
平
和
的

解
決
を
急
い
で
い
る
。
た
だ
し
、
パ
レ
ス

チ
ナ
の
大
義
を
犠
牲
に
す
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
」
と
、
シ
ャ
ヤ
は
指
摘
す
る
。

「
ト
ラ
ン
プ
は
ア
ラ
ブ
和
平
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
の
受
け
入
れ
と
支
持
を
め
ぐ
る
最
終
的

立
場
を
表
明
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
指
導
部
に

受
け
入
れ
る
よ
う
圧
力
を
か
け
て
、
中
東

の
戦
火
を
消
し
去
る
べ
き
だ
」

役
者
と
し
て
歴
史
に
名
を
残
し
た
い
と
い

う
思
惑
も
あ
る
。

「
安
全
保
障
条
約
に
は
必
ず
し
も
イ
ス
ラ

エ
ル
と
サ
ウ
ジ
の
関
係
正
常
化
が
含
ま
れ

る
わ
け
で
は
な
い
。
合
意
実
現
の
取
り
組

み
は
慎
重
さ
を
要
す
る
。
サ
ウ
ジ
は
常
に

パ
レ
ス
チ
ナ
の
権
利
を
強
固
に
支
持
し
て

き
た
。
こ
の
根
本
問
題
を
お
ろ
そ
か
に
す

れ
ば
猛
反
発
を
招
き
か
ね
な
い
。
サ
ウ
ジ

は
イ
ス
ラ
ム
世
界
の
盟
主
な
の
だ
か
ら
」

ア
ル
ハ
メ
ド
も
ア
ン
サ
リ
も
シ
ュ
ダ
デ

ィ
も
こ
の
立
場
は
揺
る
が
な
い
と
み
て
い

た
。
サ
ウ
ジ
の
退
役
軍
人
で
駐
米
武
官
を

務
め
た
ア
ブ
ド
ゥ
ー
ラ
・
ビ
ン
・
フ
ァ

ラ
・
ア
ル
・
シ
ャ
ヤ
も
、
ア
メ
リ
カ
と
サ

ウ
ジ
は
第
２
次
大
戦
以
降
、
た
い
て
い
妥

協
点
を
見
い
だ
し
て
き
た
と
語
っ
た
。

「
両
国
関
係
の
こ
う
し
た
歴
史
を
思
え
ば
、

ト
ラ
ン
プ
と
彼
の
（
政
権
の
閣
僚
や
政
治

顧
問
な
ど
）
政
治
チ
ー
ム
は
こ
の
（
中
東

和
平
へ
の
）
道
の
り
が
協
力
し
て
共
通
の

利
益
を
実
現
す
る
こ
と
に
満
ち
て
い
る
と

理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

さ
ら
に
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
「
サ
ウ
ジ
と

の
誠
意
あ
る
協
力
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を

認
識
す
べ
き
だ
。
サ
ウ
ジ
は
ア
ラ
ブ
世
界

と
イ
ス
ラ
ム
世
界
、
国
際
社
会
で
主
導
的

地
位
に
あ
る
。
中
東
で
の
衝
突
・
紛
争
、

特
に
パ
レ
ス
チ
ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
衝
突

に
お
い
て
、
政
治
や
安
全
保
障
を
含
む
全

て
の
分
野
で
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

接
す
る
に
は
、
そ
れ
が
必
要
だ
」
と
い
う
。

「
ト
ラ
ン
プ
と
彼
の
政
治
チ
ー
ム
は
、
こ

の
問
題
に
お
け
る
サ
ウ
ジ
の
立
場
は
公
正

か
つ
率
直
で
議
論
の
余
地
が
な
い
と
理
解

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
サ
ウ
ジ
は
）

こ
の
件
に
つ
い
て
自
国
の
歴
史
的
か
つ
公

正
な
立
場
の
安
定
に
こ
だ
わ
り
、
イ
ス
ラ

エ
ル
が
ア
ラ
ブ
和
平
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
受

け
入
れ
、
血
な
ま
ぐ
さ
い
衝
突
を
終
わ
ら

せ
る
べ
き
だ
と
国
際
会
議
の
場
で
繰
り
返

AFPー
時
事
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火消しを急げ　イスラエルの空爆を受けたガザ北部で生存者を捜索する人 （々昨年11月）



シ
ア
大
統
領
の
ウ
ラ
ジ
ー

ミ
ル
・
プ
ー
チ
ン
は
冷
戦

末
期
の
東
ド
イ
ツ
（
当

時
）
で
、
ス
パ
イ
と
し
て

働
い
て
い
た
。
あ
の
頃
、
ス
パ
イ
は
「
目

立
っ
て
は
い
け
な
い
」
存
在
だ
っ
た
。
し

か
し
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
を
始
め

て
か
ら
の
プ
ー
チ
ン
は
、
む
し
ろ
自
国
の

工
作
員
を
ヒ
ー
ロ
ー
に
仕
立
て
る
こ
と
に

熱
心
な
よ
う
だ
。

昨
年
８
月
１
日
に
は
首
都
モ
ス
ク
ワ
の

空
港
で
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
ス
ロ
ベ
ニ
ア

か
ら
送
還
さ
れ
た
ア
ル
チ
ョ
ム
・
ド
ゥ
ル

ツ
ェ
フ
と
妻
の
ア
ン
ナ
を
出
迎
え
、
大
き

な
花
束
を
渡
し
た
。
こ
の
夫
妻
は
ス
ロ
ベ

ニ
ア
で
服
役
中
だ
っ
た
が
、
多
国
間
ス
パ

イ
交
換
の
一
環
で
釈
放
さ
れ
た
（
同
時
に

ロ
シ
ア
の
殺
し
屋
１
人
と
ア
メ
リ
カ
の
海

兵
隊
員
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
各
１
人
の
交

換
も
行
わ
れ
た
）。

任
務
を
遂
行
し
切
れ
ず
に
外
国
で
捕
ま

っ
た
ス
パ
イ
が
、
な
ぜ
送
還
さ
れ
た
祖
国

で
歓
待
さ
れ
る
の
か
。
た
ぶ
ん
プ
ー
チ
ン

が
彼
ら
を
英
雄
に
仕
立
て
、
表
舞
台
に
立

た
せ
る
こ
と
で
国
内
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
効
果
を

狙
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
ロ
シ
ア
出
身
の
歴

史
家
セ
ル
ゲ
イ
・
ラ
ド
チ
ェ
ン
コ
（
米
ジ

ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
高
等
国
際
関
係

大
学
院
教
授
）
に
言
わ
せ
れ
ば
、「
プ
ー

チ
ン
体
制
下
で
ロ
シ
ア
の
ス
パ
イ
は
新
た

な
尊
敬
を
勝
ち
得
て
、
今
や
ジ
ェ
ー
ム

ズ
・
ボ
ン
ド
並
み
の
輝
け
る
英
雄
と
な
っ

て
い
る
」。

AFPー
時
事
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ロシア　正体がばれて外国で逮捕・収監されても
帰国すればセレブとして持ち上げられ政界への華麗な転身も

スパイは国民のヒーローだ
ブレンダン・コール（本誌記者）

英雄の帰還
スパイ交換で帰還した
工作員のドゥルツェフ
夫妻をモスクワの空港
で出迎えたプーチン
（24年8月1日）



目
に
は
、
元
ス
パ
イ
と
い
う
肩
書
が
立
派

な
資
産
と
映
る
ら
し
い
」
と
ラ
ド
チ
ェ
ン

コ
は
言
う
。「
任
務
を
果
た
せ
な
か
っ
た

ス
パ
イ
も
、
国
に
戻
れ
ば
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

の
片
棒
を
担
が
さ
れ
、
運
が
よ
け
れ
ば
豪

勢
な
暮
ら
し
も
で
き
る
。
そ
こ
が
ソ
連
時

代
と
は
決
定
的
に
違
う
」

ラ
ド
チ
ェ
ン
コ
は
「
外
国
で
正
体
を
暴

か
れ
た
工
作
員
が
ロ
シ
ア
に
戻
っ
て
公
的

な
役
職
に
就
い
た
例
な
ど
、
過
去
に
は
聞

い
た
こ
と
が
な
い
」
と
し
た
上
で
、
こ
う

も
言
っ
た
。「
今
は
ロ
シ
ア
で
も
イ
メ
ー

ジ
や
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
重
視
さ
れ
る
時
代
。

プ
ー
チ
ン
も
率
先
し
て
国
民
向
け
の
心
理

作
戦
に
関
与
し
て
い
る
」

下
っ
端
の
ス
パ
イ
さ
え
美
化

セ
レ
ブ
系
元
ス
パ
イ
の
代
表
格
は
ア
ン

ナ
・
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
だ
。
彼
女
は
10
年
に

ア
メ
リ
カ
で
下
っ
端
の
ス
パ
イ
と
し
て
逮

捕
さ
れ
た
が
、
今
は
ロ
シ
ア
で
テ
レ
ビ
司

会
者
や
モ
デ
ル
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

「
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
は
取
る
に
足
ら
な
い
ス

パ
イ
だ
っ
た
」
と
言
う
の
は
、
各
国
の
諜

報
活
動
に
詳
し
い
英
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
大

学
の
ダ
ン
・
ロ
マ
ス
助
教
。「
大
統
領
の

プ
ー
チ
ン
自
身
が
元
ス
パ
イ
の
経
歴
を
隠

そ
う
と
も
し
な
い
国
で

は
、
彼
女
の
よ
う
な
存

在
で
も
立
派
な
ス
パ
イ

と
し
て
美
化
さ
れ
る
。

ロ
シ
ア
社
会
で
は
、
ス

パ
イ
は
尊
敬
す
べ
き
、

見
習
う
べ
き
存
在
な
ん
だ
」

ス
パ
イ
を
美
化
す
る
伝
統
は
ど
こ
の
国

に
も
あ
る
が
、
今
の
ロ
シ
ア
は
諜
報
機
関

の
出
身
者
で
固
め
た
治
安
国
家
。
ス
パ
イ

が
最
高
に
輝
く
の
も
当
然
な
の
だ
ろ
う
。

イ
ギ
リ
ス
の
王
立
国
際
問
題
研
究
所
に

よ
れ
ば
、
か
つ
て
の
ス
パ
イ
事
件
は
水
面

下
で
処
理
さ
れ
る
の
が
常
だ
っ
た
が
、
今

は
ロ
シ
ア
の
ス
パ
イ
活
動
を
白
日
の
下
に

さ
ら
す
べ
き
だ
と
い
う
考
え
が
あ
り
、
各

国
と
も
外
国
の
ス
パ
イ
を
逮
捕
し
や
す
く

す
る
法
整
備
を
急
い
で
い
る
。

だ
が
、
い
く
ら
捕
ま
え
て
も
ス
パ
イ
交

換
で
送
還
さ
れ
れ
ば
本
国
で
は
英
雄
扱
い

だ
。
パ
ブ
ロ
・
ゴ
ン
サ
レ
ス
（
本
名
パ
ベ

ル
・
ル
ブ
ツ
ォ
フ
）
も
、
８
月
１
日
に
モ

ス
ク
ワ
の
空
港
で
プ
ー
チ
ン
の
出
迎
え
を

受
け
た
。
彼
は
ロ
シ
ア
軍
参
謀
本
部
の
工

作
員
で
、
ス
ペ
イ
ン
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

を
装
っ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
活
動
し
て
い
た
。

そ
れ
で
も
帰
国
時
に
は
「
ス
タ
ー
・
ウ
ォ

ー
ズ
」
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
姿
で
現
れ
、
プ
ー
チ

ン
と
固
く
握
手
を
交
わ
し
て
い
た
。

「
プ
ー
チ
ン
政
権
の
た
め
に
西
側
諸
国
で

罪
を
犯
し
た
ロ
シ
ア
人
は
英
雄
だ
と
い
う

国
内
向
け
の
強
烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
だ
と

指
摘
す
る
の
は
、
エ
ス
ト
ニ
ア
の
国
防
・

１
９
７
０
年
代
の
ア
メ
リ
カ
に
は
客
観

的
事
実
の
報
道
よ
り
も
自
分
の
主
観
で
事

実
を
語
り
出
す
こ
と
に
熱
心
な
「
ゴ
ン
ゾ

ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
」
が
い
た
が
、
今

は
（
裏
の
工
作
だ
け
で
な
く
）
自
ら
公
衆

の
面
前
に
し
ゃ
し
ゃ
り
出
て
脚
光
を
浴
び

た
が
る
ス
パ
イ
が
い
る
。

い
い
例
が
、
昨
年
12
月
に
Ｆ
Ｂ
Ｉ
が
任

意
の
事
情
聴
取
に
お
け
る
虚
偽
供
述
の
容

疑
で
逮
捕
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
で
ロ

シ
ア
国
籍
の
女
性
ノ
マ
・
ザ
ル
ビ
ナ
だ
。

彼
女
は
米
国
内
で
活
動
す
る
反
プ
ー
チ
ン

派
の
集
会
に
「
専
門
家
」
と
し
て
頻
繁
に

顔
を
出
し
、
ロ
シ
ア
連
邦
の
解
体
と
シ
ベ

リ
ア
独
立
を
求
め
る
「
シ
ベ
リ
ア
合
衆

国
」
を
支
持
す
る
発
言
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
繰
り

返
し
て
い
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
だ
が
、

そ
れ
は
仮
の
姿
で
、
実
は
数
年
前
か
ら
ロ

シ
ア
の
連
邦
保
安
局
（
Ｆ
Ｓ
Ｂ
）
の
指
示

で
動
い
て
い
た
と
さ
れ
る
。

あ
る
い
は
マ
リ
ア
・
ブ
テ
ィ
ナ
の
場
合
。

彼
女
は
米
共
和
党
支
持

団
体
の
大
会
な
ど
に
出

席
し
て
有
力
政
治
家
と

接
触
し
て
い
た
が
、
２

０
１
８
年
に
正
規
の
登

録
な
し
で
外
国
政
府
の

代
理
人
（
つ
ま
り
ス
パ

イ
）
と
し
て
活
動
し
て

い
た
罪
で
有
罪
判
決
を

受
け
た
。
し
か
し
ス
パ

イ
交
換
で
ロ
シ
ア
に
戻

り
、
今
は
晴
れ
て
国
会

議
員
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
０
６
年
に
ロ
ン
ド

ン
で
ロ
シ
ア
の
元
工
作

員
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・

リ
ト
ビ
ネ
ン
コ
を
殺
害

し
た
容
疑
で
英
警
察
に

追
わ
れ
て
い
る
実
業
家

の
ア
ン
ド
レ
イ
・
ル
ゴ
ボ
イ
も
、
今
は
国

会
議
員
だ
。

前
出
の
ラ
ド
チ
ェ
ン
コ
に
よ
れ
ば
、
外

国
で
捕
ま
っ
て
ス
パ
イ
交
換
で
祖
国
に
戻

っ
た
ス
パ
イ
が
華
々
し
く
脚
光
を
浴
び
る

こ
と
な
ど
、
ソ
連
時
代
に
は
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
。
し
か
し
「
今
の
ロ
シ
ア
国
民
の
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アンナ・チャップマン
アメリカで逮捕された
がロシアに戻ってから
はセレブ扱い



で
多
岐
に
わ
た
る
。
実

際
、
22
年
２
月
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
以
来
、
こ

う
し
た
活
動
の
頻
度
は

増
え
て
い
る
。
コ
フ
に

よ
れ
ば
、
西
側
諸
国
が

一
致
団
結
し
て
ウ
ク
ラ

イ
ナ
支
援
に
回
る
事
態

は
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
想

定
外
だ
っ
た
。
そ
れ
で

彼
ら
は
「
非
軍
事
的
」
な
手
段
に
も
頼
ら

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

「
し
か
も
サ
イ
バ
ー
攻
撃
や
情
報
操
作
、

放
火
な
ど
は
通
常
の
軍
事
作
戦
と
比
較
に

な
ら
な
い
ほ
ど
安
上
が
り
だ
」
と
コ
フ
は

言
う
。「
だ
か
ら
西
側
諸
国
の
指
導
者
が

何
か
言
え
ば
、
ロ
シ
ア
は
す
ぐ
に
反
応
し

て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
攻
撃
を
繰
り
出
せ
る
」

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
始
ま
っ
て
以
来
、

欧
州
諸
国
か
ら
は
外
交
官
を
装
っ
た
ロ
シ

ア
の
工
作
員
６
０
０
人
以
上
が
追
放
さ
れ

た
。
し
か
し
Ｅ
Ｕ
の
外
交
旅
券
さ
え
あ
れ

ば
、
今
で
も
ロ
シ
ア
の
ス
パ
イ
は
Ｅ
Ｕ
圏

内
に
は
自
由
に
行
け
る
。
そ
う
し
て
現
地

の
犯
罪
組
織
に
金
を
渡
せ
ば
、
破
壊
工
作

や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
「
外
注
」
で
き
る
。

実
際
、
ロ
イ
タ
ー
通
信
の
伝
え
る
と
こ

ろ
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
関
連

施
設
に
放
火
し
て
逮
捕
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス

人
の
男
は
、
外
国
の
諜
報
機
関
か
ら
報
酬

を
得
て
い
た
と
自
供
し
て
い
る
。

「
一
般
の
犯
罪
者
に
ス
パ
イ
の
下
請
け
を

さ
せ
る
な
ん
て
危
険
す
ぎ
る
し
、
ど
ん
な

に
恐
ろ
し
い
結
果
を
招
く
か
分
か
ら
な

い
」
と
、
エ
ス
ト
ニ
ア
の
コ
フ
は
言
う
。

警
察
と
特
殊
部
隊
は
国
内
外
で
安
全
保

障
の
分
野
で
協
力
し
て
い
る
と
、
彼
は
強

調
す
る
。「
ロ
シ
ア
の
活
動
が
欧
州
各
地

で
監
視
さ
れ
、
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
が

重
要
だ
」

安
全
保
障
国
際
セ
ン
タ
ー
の
マ
レ
ク
・
コ

フ
。「
ロ
シ
ア
は
何
十
年
も
前
か
ら
欧
州

大
陸
で
ス
パ
イ
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
当

時
の
欧
州
は
ロ
シ
ア
を
商
売
の
相
手
と
見

な
し
て
い
た
が
、
ロ
シ
ア
は
一
貫
し
て
欧

州
を
敵
と
見
な
し
、
そ
の
力
を
そ
ぎ
、
従

属
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
」

そ
し
て
今
は
、
外
国
で
捕
ま
っ
た
が
ス

パ
イ
交
換
で
ロ
シ
ア
に
帰
還
し
た
者
た
ち

を
宣
伝
戦
の
道
具
と
し
て
使
っ
て
い
る
。

コ
フ
に
言
わ
せ
れ
ば
、「
た
と
え
犯
罪
者

で
も
ロ
シ
ア
は
彼
ら
に
高
位
の
公
的
な
地

位
を
用
意
し
て
い
る
ぞ
、
と
い
う
の
が
外

国
向
け
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
」。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
旧
東
欧
圏
の
諸

国
は
先
に
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
条
約
第
５
条
の
集

団
防
衛
の
原
則
を
あ
ざ
笑
う
よ
う
な
ロ
シ

ア
の
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
」
作
戦
が
一
段
と

活
発
化
し
て
い
る
と
の
警
告
を
発
し
た
。

昨
年
７
月
に
は
Ｄ
Ｈ
Ｌ
の
航
空
貨
物
コ

ン
テ
ナ
に
爆
弾
が
仕
掛

け
ら
れ
、
ド
イ
ツ
の
ラ

イ
プ
チ
ヒ
で
火
を
噴
く

事
件
が
起
き
た
。
背
後

に
は
ロ
シ
ア
の
工
作
員

が
い
た
疑
い
が
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
行
き
の
貨
物

便
を
空
中
で
爆
破
す
る

予
行
演
習
だ
っ
た
可
能

性
が
高
い
と
さ
れ
る
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
や
イ
ギ
リ

ス
、
チ
ェ
コ
、
リ
ト
ア

ニ
ア
な
ど
で
起
き
た
放

火
事
件
に
も
ロ
シ
ア
の
影
が
ち
ら
つ
く
。 

こ
う
い
う
も
の
が
ロ
シ
ア
流
の
「
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
だ
。
ア
メ
リ
カ
国
際
法

学
会
が
17
年
に
発
表
し
た
報
告
書
に
よ
れ

ば
、
こ
の
戦
略
を
立
案
し
た
の
は
ロ
シ
ア

連
邦
軍
の
参
謀
総
長
を
務
め
る
ワ
レ
リ

ー
・
ゲ
ラ
シ
モ
フ
だ
。

情
報
戦
は
安
上
が
り
で
効
果
絶
大

ゲ
ラ
シ
モ
フ
は
13
年
の
論
文
で
、
自
ら

の
戦
略
を
西
側
諸
国
の
東
方
拡
大
に
対
す

る
「
非
対
称
的
」
な
対
抗
と
呼
ん
だ
。
そ

し
て
政
治
的
・
戦
略
的
な
目
標
を
達
成
す

る
非
軍
事
的
手
段
が
増
え
て
い
る
う
え
に
、

「
そ
の
有
効
性
は
し
ば
し
ば
武
力
の
行
使

を
上
回
る
」
と
し
た
。

具
体
的
手
法
は
、
情
報
操
作
や
宣
伝
活

動
、
破
壊
工
作
、
西
側
諸
国
の
政
党
へ
の

潜
入
や
資
金
提
供
か
ら
、
ロ
シ
ア
軍
機
に

よ
る
領
空
侵
犯
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
信
号
の
妨
害
ま
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アンドレイ・ルゴボイ
ロシアの元工作員を殺害し
た容疑で英警察に追われて
いる実業家のルゴボイ（右）
も国会議員に

マリア・ブティナ　アメリで有罪となり、今は国会議員に



ド
ラ
マ
『
イ
カ
ゲ
ー
ム
』
の
設

定
は
シ
ン
プ
ル
で
、
心
を
か
き
乱

す
。
舞
台
は
現
代
の
韓
国
。
経
済

難
な
ど
の
事
情
で
人
生
に
行
き
詰

ま
っ
た
人
々
が
、
最
後
ま
で
勝
ち

残
れ
ば
巨
額
の
賞
金
を
獲
得
で
き

る
ゲ
ー
ム
に
招
待
さ
れ
る
。

ゲ
ー
ム
の
内
容
は
「
だ
る
ま
さ

ん
が
転
ん
だ
」
な
ど
の
子
供
の
遊

び
だ
が
、
脱
落
者
を
待
つ
の
は
頭

や
心
臓
を
射
抜
く
銃
弾
だ
。
綱
引

き
や
飛
び
石
ゲ
ー
ム
で
負
け
れ
ば

墜
落
し
て
死
亡
し
、
仲
間
の
プ
レ

ー
ヤ
ー
と
生
き
残
り
を
か
け
て
ス

テ
ー
キ
ナ
イ
フ
で
戦
わ
さ
れ
る
。

ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
が
２
０
２

１
年
に
配
信
し
、
世
界
中
で
大
ヒ

ッ
ト
し
た
シ
ー
ズ
ン
１
の
途
中
で

は
、
さ
ら
に
ぞ
っ
と
す
る
真
実
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

ゲ
ー
ム
は
い
わ
ば
「
番
組
内
の

番
組
」
だ
っ
た
。
参
加
者
４
５
６

人
は
優
勝
賞
金
４
５
６
億
㌆
（
約

49
億
円
）
の
た
め
に
命
懸
け
で
戦

う
だ
け
で
な
く
、
サ
デ
ィ
ス
テ
ィ

ッ
ク
な
Ｖ
Ｉ
Ｐ
た
ち
の
娯
楽
に
使

わ
れ
て
い
た
の
だ
。
孤
島
に
集
ま

っ
た
Ｖ
Ｉ
Ｐ
は
酒
宴
や
セ
ッ
ク
ス

に
ふ
け
り
、
ゲ
ー
ム
参
加
者
を
対

象
に
ま
る
で
競
馬
の
よ
う
に
賭
け

を
し
て
い
た
。

昨
年
12
月
26
日
に
配
信
さ
れ
た

シ
ー
ズ
ン
２
で
は
、
現
実
と
同
じ

く
、
あ
れ
か
ら
３
年
ほ
ど
が
過
ぎ

て
い
る
。
だ
が
今
回
、
大
金
持
ち

の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
は
出
て
こ
な
い
。
彼
ら

の
不
在
は
、
本
当
に
残
念
だ
。

シ
ー
ズ
ン
２
で
は
借
金
や
依
存

症
の
残
酷
さ
が
再
び
描
か
れ
、
仮

想
通
貨
詐
欺
と
い
っ
た
新
手
の
経

済
犯
罪
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
一

方
で
、
ゲ
ー
ム
の
最
重
要
人
物
で

あ
る
は
ず
の
人
々
、
自
分
た
ち
が

観
戦
し
て
楽
し
む
た
め
に
恐
怖
の

ゲ
ー
ム
を
要
求
す
る
（
お
そ
ら
く

資
金
も
提
供
し
て
い
る
）
Ｖ
Ｉ
Ｐ

に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。

「
私
た
ち
」の
象
徴
と
し
て

『
イ
カ
ゲ
ー
ム
』
の
展
開
は
、
は

っ
き
り
言
っ
て
ば
か
げ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
ド
ラ
マ
で
繰
り
広
げ
ら

れ
る
ゲ
ー
ム
は
今
の
時
代
、
非
常

に
身
近
な
あ
る
も
の
の
力
学
を
反

映
し
て
い
る
。
そ
う
、
リ
ア
リ
テ

ィ
ー
番
組
だ
。

こ
の
現
実
世
界
の
ゲ
ー
ム
で
も
、

参
加
者
は
賞
金
を
勝
ち
取
る
た
め

に
、
あ
る
い
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ

ー
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
な
ど
に
役

立
つ
注
目
を
手
に
す
る
た
め
に
競

い
合
う
。
と
き
に
は
「
タ
レ
ン

ト
」
と
し
て
提
供
し
た
サ
ー
ビ
ス

の
見
返
り
に
報
酬
を
受
け
取
り
、

番
組
内
で
豪
華
な
結
婚
式
を
挙
げ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。

引
き
換
え
に
、
リ
ア
リ
テ
ィ
ー

番
組
の
出
演
者
は
極
端
な
状
況
に

追
い
込
ま
れ
る
。
命
の
危
険
は
な

く
て
も
、
心
理
的
に
苛
酷
に
な
り

か
ね
な
い
状
況
だ
。

複
数
の
出
演
者
が
独
身
男
性
の

ハ
ー
ト
を
射
止
め
よ
う
と
争
う
米

恋
愛
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
番
組
『
バ
チ

ェ
ラ
ー
』
の
シ
ー
ズ
ン
23
で
、
意

中
の
女
性
が
番
組
を
去
っ
た
後
、

主
役
の
独
身
男
性
が
門
を
飛
び
越

え
て
脱
走
し
よ
う
と
し
た
の
は
有

名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
。
ア
メ
リ
カ

の
リ
ッ
チ
な
主
婦
た
ち
が
登
場
す

る
『
リ
ア
ル
・
ハ
ウ
ス
ワ
イ
フ
』

シ
リ
ー
ズ
の
１
つ
で
は
、
出
演
者

が
友
人
で
あ
る
共
演
者
を
「
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
半
分
と
寝
て
い
る
」

と
攻
撃
す
る
悪
口
が
マ
イ
ク
に
拾

わ
れ
た
。

米
登
山
コ
ン
テ
ス
ト
番
組
『
サ

ミ
ッ
ト
』
で
は
、
あ
る
参
加
者
が

ロ
ー
プ
で
で
き
た
橋
を
、
別
の
参

加
者
が
渡
っ
て
い
る
最
中
に
切
断

す
る
よ
う
強
い
ら
れ
る
。
橋
を
渡

っ
て
い
た
男
性
は
墜
落
制
止
用
器

具
を
装
着
し
て
い
た
と
は
い
え
、

シ
ョ
ッ
ク
を
隠
せ
な
い
表
情
で
落

下
し
、
視
聴
者
は
そ
の
様
子
を
ス

ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
で
た
っ
ぷ
り
と

見
せ
ら
れ
る
。

『
イ
カ
ゲ
ー
ム
』
で
仮
面
を
着
け

て
死
闘
を
観
戦
す
る
Ｖ
Ｉ
Ｐ
の
姿

を
見
な
が
ら
、
視
聴
者
は
ば
か
ば

か
し
さ
を
笑
う
た
め
に
リ
ア
リ
テ

ィ
ー
番
組
を
む
さ
ぼ
る
自
ら
の
残
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ドラマ　大ヒット作のシーズン２に出てこないVIPこそ
リアリティー番組視聴者のわれわれに突き付けられた鏡だ

新たな『イカゲーム』の大いなる不在



酷
さ
と
向
き
合
う
よ
う
迫
ら
れ
る
。

リ
ア
リ
テ
ィ
ー
番
組
の
出
演
者
も
、

実
際
に
生
き
て
い
る
人
間
だ
。
彼

ら
は
視
聴
者
の
娯
楽
の
た
め
に
も

て
あ
そ
ば
れ
る
。

確
か
に
、
現
実
の
視
聴
者
の

「
の
ぞ
き
見
趣
味
」
は
そ
こ
ま
で

倒
錯
し
て
い
な
い
し
、
出
演
者
は

参
加
す
る
ゲ
ー
ム
の
内
容
を
あ
る

程
度
ま
で
承
知
し
て
い
る
。
だ
が

基
本
的
に
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
番
組
の

視
聴
と
は
、
不
自
然
な
在
り
方
に

追
い
や
ら
れ
て
、
侮
辱
や
残
忍
な

扱
い
に
耐
え
る
人
々
の
姿
を
眺
め

る
行
為
だ
。

そ
れ
で
も
、
倫
理
的
に
微
妙
な

部
分
も
含
め
て
、
リ
ア
リ
テ
ィ
ー

番
組
は
面
白
い
。
誰
だ
っ
て
人
間

だ
。
人
間
な
ら
で
は
の
欠
点
の
オ

ン
パ
レ
ー
ド
に
夢
中
に
な
る
の
が

悪
い
こ
と
か
。
Ｄ
級
イ
ン
フ
ル
エ

ン
サ
ー
や
エ
ル
メ
ス
で
身
を
固
め

た
主
婦
た
ち
の
喜
劇
や
悲
劇
を
欲

し
が
っ
て
は
い
け
な
い
の
か
。

リ
ア
リ
テ
ィ
ー
番
組
を
見
る
の

は
、
彼
ら
の
失
墜
を
楽
し
む
た
め

な
の
か
（
屈
辱
を
受
け
る
だ
け
で
、

死
ぬ
わ
け
で
は
な
い
の
だ
し
）。

そ
れ
と
も
、
人
間
性
の
奇
妙
な
側

面
を
自
分
ご
と
と
し
て
受
け
止
め
、

同
様
の
極
端
な
状
況
で
自
分
な
ら

ど
う
す
る
か
を
考
え
る
た
め
、
愛

や
成
功
を
求
め
る
出
演
者
を
、
純

粋
な
気
持
ち
で
応
援
す
る
た
め
な

の
か
│
│
。

い
ず
れ
も
イ
エ
ス
、
と
い
う
の

が
本
当
の
答
え
だ
ろ
う
。
な
ら
ば
、

そ
の
不
快
な
一
面
か
ら
目
を
背
け

て
は
な
ら
な
い
。

私
た
ち
は
『
イ
カ
ゲ
ー
ム
』
の

Ｖ
Ｉ
Ｐ
を
通
じ
て
、
リ
ア
リ
テ
ィ

ー
番
組
と
い
う
経
済
の
需
要
サ
イ

ド
に
お
け
る
自
身
の
役
割
を
直
視

す
る
こ
と
を
迫
ら
れ
る
。
自
分
が

番
組
を
見
て
い
る
こ
と
自
体
が
、

ぞ
っ
と
し
た
り
同
情
し
た
り
、
不

快
に
感
じ
る
番
組
内
の
出
来
事
と

「
共
犯
関
係
」
に
あ
る
と
い
う
事

実
と
向
き
合
う
こ
と
を
要
求
さ
れ

る
。
そ
う
し
た
存
在
で
あ
る
Ｖ
Ｉ

Ｐ
が
い
な
い
シ
ー
ズ
ン
２
は
、
複

雑
さ
や
深
み
で
劣
っ
て
い
る
。

だ
が
う
れ
し
い
こ
と
に
、
今
年

中
に
配
信
予
定
の
最
終
章
の
シ
ー

ズ
ン
３
で
は
、
Ｖ
Ｉ
Ｐ
が
帰
っ
て

く
る
と
い
う
。「
彼
ら
は
も
う
す

ぐ
到
着
す
る
」。
本
作
の
監
督
・

脚
本
を
手
掛
け
る
フ
ァ
ン
・
ド
ン

ヒ
ョ
ク
は
、
米
メ
デ
ィ
ア
Ｕ
Ｓ
Ａ

ト
ゥ
デ
ー
で
そ
う
予
告
し
て
い
る
。

「
自
家
用
ヘ
リ
で
、
あ
の
島
の
上

空
を
飛
行
し
て
い
る
最
中
だ
」

Ｖ
Ｉ
Ｐ
が
悪
夢
の
孤
島
に
着
陸

し
た
と
き
、
ス
ク
リ
ー
ン
の
こ
ち

ら
側
に
い
る
私
た
ち
は
彼
ら
と
一

つ
に
な
っ
て
、
残
酷
な
人
間
ゲ
ー

ム
を
観
戦
す
る
こ
と
に
な
る
。
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ETFLIXー

SLATE

49 NEWSWEEK 202 5 . 1 . 21

ス
コ
ッ
ト
・ノ
バ
ー（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

2度目の勝負　シーズン1で生き残ったソン・ギフン（中央）は残酷なゲームに再び参加し、死闘に身を投じる



ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
の
『
ノ

ー
・
グ
ッ
ド
・
デ
ィ
ー
ド
〜
麗
し

の
家
〜
』
に
主
演
す
る
レ
イ
・
ロ

マ
ー
ノ
が
こ
の
コ
メ
デ
ィ
ー
ド
ラ

マ
に
引
か
れ
た
の
は
、
こ
れ
ま
で

に
出
演
し
た
ど
の
作
品
と
も
違
っ

た
点
だ
。「
３
話
分
ほ
ど
脚
本
を

読
ん
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
最
後
に
ち

ょ
っ
と
し
た
ひ
ね
り
や
意
外
な
展

開
が
あ
っ
て
面
白
か
っ
た
」

登
場
す
る
の
は
、
ポ
ー
ル
と
リ

デ
ィ
ア
の
モ
ー
ガ
ン
夫
妻
（
ロ
マ

ー
ノ
と
リ
サ
・
ク
ド
ロ
ー
）、
そ

し
て
２
人
が
所
有
す
る
邸
宅
を
購

入
し
よ
う
と
競
う
３
組
の
家
族
た

ち
。「
善
人
か
悪
人
か
は
１
つ
の

出
来
事
で
は
分
か
ら
な
い
。
ド
ラ

マ
全
体
を
通
じ
て
、
彼
ら
は
困
難

な
状
況
に
置
か
れ
た
善
良
な
人
々

だ
と
分
か
っ
て
く
る
」

コ
メ
デ
ィ
ー
俳
優
た
ち
の
、
時

に
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
（
と
は
い
え

滑
稽
な
）
演
技
も
見
ど
こ
ろ
だ
。

「
リ
サ
も
私
も
シ
ッ
ト
コ
ム
で
知

ら
れ
て
い
る
。
彼
女
の
シ
ッ
ト
コ

ム
の
ほ
う
が
ず
っ
と
有
名
だ
け
ど
、

で
も
僕
た
ち
の
フ
ァ
ン
も
い
る
。

も
し
僕
ら
の
新
た
な
（
も
っ
と
重

厚
な
）
一
面
が
見
せ
ら
れ
た
な
ら
、

と
て
も
い
い
ド
ラ
マ
だ
と
思
う
」

１
９
９
６
年
に
始
ま
り
大
ヒ
ッ

ト
し
た
シ
ッ
ト
コ
ム
『
Ｈ
ｅ
ｙ
！

レ
イ
モ
ン
ド
』
で
一
躍
有
名
に
な

っ
た
ロ
マ
ー
ノ
だ
が
、
ク
ド
ロ
ー

の
よ
う
な
著
名
人
と
の
共
演
で
は

い
ま
だ
に
気
後
れ
す
る
と
い
う
。

「
セ
レ
ブ
や
ア
イ
コ
ン
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
か
ら
。
で
も
一
緒
に
過

ご
し
て
み
る
と
、
彼
ら
も
た
だ
の

人
間
だ
と
分
か
る
」。
そ
ん
な
ロ

マ
ー
ノ
に
、
本
誌
Ｈ
・
ア
ラ
ン
・

ス
コ
ッ
ト
が
話
を
聞
い
た
。

＊

―
―
ど
こ
に
興
味
を
引
か
れ
た
？

物
語
そ
の
も
の
が
面
白
く
、
巧

み
で
、
興
味
を
そ
そ
る
。（
制
作

の
リ
ズ
・
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
の
）
書

き
方
が
ま
た
う
ま
い
ん
だ
。
犯
人

捜
し
で
、
ミ
ス
テ
リ
ー
で
、
コ
メ

デ
ィ
ー
で
、
そ
の
全
て
が
話
を
面

白
く
し
て
い
る
。
彼
女
が
手
が
け

た
『
デ
ッ
ド
・
ト
ゥ
・
ミ
ー
〜
さ

よ
う
な
ら
の
裏
に
〜
』
も
同
じ
よ

う
に
良
か
っ
た
。
こ
ん
な
作
品
は

経
験
が
な
か
っ
た
し
、
彼
女
に
任

せ
て
い
れ
ば
大
丈
夫
だ
と
思
っ
た
。

―
―
コ
メ
デ
ィ
ー
俳
優
が
演
じ
る

と
話
に
真
実
味
が
出
る
と
思
う
？

コ
メ
デ
ィ
ー
は
暗
い
部
分
か
ら

生
ま
れ
る
と
か
、
痛
み
や
苦
し
み

と
裏
腹
だ
と
か
い
わ
れ
る
が
、
そ

れ
は
ど
ん
な
俳
優
に
も
当
て
は
ま

る
。
結
局
は
対
比
な
ん
だ
と
思
う
。

軽
い
内
容
を
期
待
し
て
い
た
の
に

心
を
動
か
さ
れ
た
り
、
重
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
突
き
付
け
ら
れ
た
り
す

る
と
、
よ
り
印
象
に
残
る
の
だ
ろ

う
。
コ
メ
デ
ィ
ー
俳
優
が
そ
ん
な

演
技
を
す
る
と
驚
か
さ
れ
る
。

―
―
こ
れ
ま
で
の
役
柄
と
は
ど
ん

な
と
こ
ろ
が
違
っ
た
？

撮
影
の
最
初
の
頃
、「
彼
は
本

当
に
嫌
な
奴
だ
ね
？
」
っ
て
リ
ズ

に
言
っ
た
ん
だ
。
僕
は
話
の
展
開

や
事
情
を
知
っ
て
い
る
け
ど
、
視

聴
者
は
後
半
に
な
る
ま
で
ほ
と
ん

ど
分
か
ら
な
い
。
こ
の
男
に
は
欠

点
が
あ
っ
て
、
つ
ら
い
状
況
に
い

て
、
決
し
て
い
い
人
で
は
な
い
の

が
魅
力
だ
っ
た
。

AFPー
時
事
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Life Style COMEDY

Unlike Anything He’s Done Before

Q＆A　ドラマ『ノー・グッド・ディード』で
コメディー俳優レイ・ロマーノが見せた新たな一面

「まるで経験したことのない作品だった」

捜
し
で
、
ミ
ス
テ
リ
ー
で
、
コ
メ

デ
ィ
ー
で
、
そ
の
全
て
が
話
を
面

白
く
し
て
い
る
。
彼
女
が
手
が
け

た
『
デ
ッ
ド
・
ト
ゥ
・
ミ
ー
〜
さ

よ
う
な
ら
の
裏
に
〜
』
も
同
じ
よ

う
に
良
か
っ
た
。
こ
ん
な
作
品
は

経
験
が
な
か
っ
た
し
、
彼
女
に
任

安心感
制作のフェルドマンに「任
せていれば大丈夫だと
思った」と話すロマーノ



こ
こ
何
年
も
、
も
っ
と
読
書
に

時
間
を
費
や
し
た
い
と
思
っ
て
い

た
。
で
も
仕
事
や
ら
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
や
ら
に
時
間
を
取
ら
れ
、

本
な
ど
開
か
ず
ベ
ッ
ド
へ
直
行
す

る
日
々
だ
っ
た
。

娯
楽
の
た
め
に
読
書
を
す
る
ア

メ
リ
カ
人
は
、
年
々
減
少
し
て
い

る
。
２
０
０
４
年
の
ア
メ
リ
カ
人

の
読
書
時
間
は
１
日
当
た
り
23
分

だ
っ
た
が
、
19
年
に
は
16
分
に
減

っ
た
。
調
査
に
よ
れ
ば
、
過
去
１

年
間
に
少
な
く
と
も
１
冊
の
本
を

読
ん
だ
と
回
答
し
た
人
は
12
年
に

は
54
・
６
％
。
22
年
に
は
48
・
５

％
に
減
少
し
て
い
る
。

こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
人
全
体
の
識

字
能
力
の
悪
化
に
拍
車
を
か
け
る
。

少
な
く
と
も
１
億
３
０
０
０
万
の

ア
メ
リ
カ
人
は
、
小
学
６
年
生
以

下
の
読
解
力
し
か
な
い
。

読
書
、
あ
る
い
は
読
書
の
欠
如

は
社
会
全
体
だ
け
で
な
く
人
々
の

生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、
高
齢

者
を
対
象
に
し
た
あ
る
研
究
に
よ

る
と
、
よ
り
多
く
の
読
書
習
慣
が

あ
る
人
（
過
去
３
カ
月
間
に
１
〜

５
冊
読
ん
で
い
る
な
ど
）
は
メ
デ

ィ
ケ
ア
（
高
齢
者
医
療
保
険
制

度
）
に
つ
い
て
の
知
識
も
豊
富
で
、

賢
く
利
用
で
き
る
傾
向
が
あ
る
。

他
の
研
究
で
は
、
読
書
は
加
齢

に
伴
う
認
知
機
能
の
低
下
を
防
ぎ
、

高
齢
者
の
記
憶
力
強
化
に
役
立
つ

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
幼
少

時
の
読
書
は
、
10
代
に
な
っ
て
か

ら
の
認
知
能
力
向
上
と
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
の
安
定
と
関
わ
っ
て
い
る
。

本
を
読
む
人
は
読
ま
な
い
人
に

比
べ
て
死
亡
率
が
20
％
低
下
す
る

と
し
た
研
究
も
あ
る
。
こ
の
「
生

存
優
位
性
」
は
雑
誌
や
新
聞
よ
り

も
本
を
読
む
ほ
う
が
高
か
っ
た
。

脳
の
集
中
力
を
強
化
す
る

読
書
を
単
な
る
娯
楽
で
は
な
く
、

頭
の
体
操
と
考
え
て
も
い
い
か
も

し
れ
な
い
。
筋
肉
を
鍛
え
る
よ
う

に
、
脳
に
も
定
期
的
に
刺
激
を
与

え
集
中
力
を
強
化
す
る
必
要
が
あ

る
。
短
時
間
の
運
動
で
も
、
定
期

的
に
行
え
ば
効
果
が
あ
る
こ
と
は

周
知
の
事
実
だ
。

私
は
１
週
間
、
こ
れ
を
読
書
で

実
践
す
る
こ
と
に
し
た
。
朝
と
晩

に
15
分
ず
つ
、
１
日
合
計
30
分
読

書
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
た
の
だ
。

ま
た
、
気
が
散
ら
な
い
よ
う
デ
バ

イ
ス
で
は
な
く
紙
の
本
で
読
書
す

る
よ
う
に
し
た
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
校
の
神
経
科
学
者
メ
ア
リ

ア
ン
・
ウ
ル
フ
は
、
ゆ
っ
く
り
と

時
間
を
か
け
る
人
間
の
処
理
能
力

に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
と
主
張
す
る
。
彼
女
に

よ
れ
ば
、
ネ
ッ
ト
上
で
文
章
を
読

む
の
は
読
書
と
い
う
よ
り
斜
め
読

み
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
結
果
、
読

書
に
集
中
し
関
心
を
向
け
る
「
認

知
的
忍
耐
力
」
が
低
下
す
る
と
い

う
。
私
は
読
書
に
喜
び
を
見
い
だ

す
だ
け
で
な
く
、
こ
の
認
知
的
忍

耐
力
の
筋
肉
も
鍛
え
た
く
な
っ
た
。

１
週
間
の
「
読
書
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
」
を
続
け
て
、
い
く
つ
か
の
こ

と
に
気
付
い
た
。
何
よ
り
、
新
し

い
本
の
最
初
の
難
関
を
突
破
す
る

の
が
劇
的
に
楽
に
な
っ
た
。
読
み

始
め
の
う
ち
は
、
登
場
人
物
や
テ

ー
マ
や
著
者
の
文
体
に
慣
れ
て
没

入
す
る
の
に
苦
労
す
る
も
の
。
だ

が
毎
日
、
読
書
だ
け
を
す
る
時
間

を
設
け
た
こ
と
で
、
集
中
し
て
入

り
込
む
の
が
容
易
に
な
っ
た
。

ア
ス
リ
ー
ト
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

中
に
「
ゾ
ー
ン
に
入
る
」
と
い
う

よ
う
に
、
読
書
に
集
中
す
る
時
間

を
確
保
す
る
と
、
外
の
世
界
を
離

れ
て
没
頭
で
き
る
。
無
意
識
に
ス

マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を
触
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
目
標
を
思

い
出
し
て
す
ぐ
に
デ
バ
イ
ス
を
閉

じ
、
読
書
を
再
開
し
た
。

こ
れ
か
ら
私
た
ち
は
よ
り
多
く

の
ニ
ュ
ー
ス
や
刺
激
を
浴
び
る
だ

ろ
う
し
、
集
中
力
や
情
報
処
理
能

力
を
維
持
す
る
こ
と
は
よ
り
重
要

に
な
る
だ
ろ
う
。
毎
日
の
決
ま
っ

た
読
書
は
、
脳
の
鋭
敏
さ
を
保
つ

最
善
の
策
だ
。
だ
か
ら
、
あ
な
た

も
一
緒
に
い
か
が
？　
歯
を
磨
き
、

よ
く
食
べ
、
運
動
を
し
、
そ
し
て

読
書
を
し
よ
う
。
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Life Style BOOKS

My Reading Resolution

本　毎日30分の強制読書で劇的な効果が
脳の老化を防ぎ処理能力を強化するのに最適

日々の筋トレのように
読書トレーニングしてみた

娯楽を超えて　外の世界から離れて集中できる読書は「認知的忍耐力」も強化する
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大
学
院
研
究
員
）
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Life Style FOOD

昨
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
レ
ス

ト
ラ
ン
シ
ー
ン
で
最
も
注
目
さ
れ

た
店
の
１
つ
は
、
一
見
す
る
と
あ

ま
り
目
立
た
な
い
。
51
番
街
と
ブ

ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の
角
に
位
置
す
る

金
色
の
建
物
に
は
、
英
語
と
中
国

語
で
「
鼎
泰
豐
」
と
い
う
赤
い
文

字
が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
。

し
か
し
階
段
を
下
り
て
店
内
に

入
る
と
、
約
５
０
０
人
を
収
容
す

る
空
間
が
広
が
る
。
多
く
の
客
席

か
ら
は
ガ
ラ
ス
越
し
に
キ
ッ
チ
ン

が
見
え
、
こ
の
店
の
有
名
な
点
心

が
作
ら
れ
る
様
子
を
眺
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

世
界
的
な
料
理
帝
国
で
あ
る
鼎

泰
豐
の
な
か
で
も
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
店
は
最
大
規
模
の
店
舗
。
世
界

の
食
の
首
都
と
呼
ば
れ
る
街
で
昨

夏
、
こ
れ
ほ
ど
オ
ー
プ
ン
が
待
た

れ
た
店
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
開

店
が
遅
れ
た
こ
と
に
怒
っ
た
客
が

１
つ
星
の
レ
ビ
ュ
ー
を
投
稿
す
る

ほ
ど
だ
っ
た
。

公
式
サ
イ
ト
に
あ
る
創
業
の
物

語
は
、
移
民
の
親
を
持
つ
人
な
ら

誰
も
が
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
も
の

だ
。
１
９
４
８
年
、
21
歳
の
楊
秉

彝
は
内
戦
下
の
中
国
山
西
省
か
ら
、

わ
ず
か
な
金
を
握
り
締
め
て
台
湾

に
渡
っ
た
。
彼
は
食
用
油
を
販
売

す
る
会
社
の
配
達
員
と
し
て
働
き

始
め
た
。

10
年
後
、
そ
の
会
社
が
閉
鎖
さ
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Soup Dumplings as Soft Power

フード　世界13カ国に170店以上を出店した鼎泰豐は
半導体と並んで台湾が発信するソフトパワーを担う

小籠包パワーが世界を席巻する

リシ・アイエンガー（フォーリン・ポリシー誌記者）



れ
る
と
、
楊
は
仕
事
で
出
会
っ
た

妻
の
頼
盆
妹
と
共
に
自
分
た
ち
の

食
用
油
店
を
開
く
。
店
は
70
年
代

初
頭
ま
で
順
調
だ
っ
た
が
、
缶
詰

油
の
登
場
に
よ
っ
て
業
績
が
急
落
。

レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
者
の
友
人
の
ア

ド
バ
イ
ス
で
、
小
籠
包
の
販
売
を

始
め
た
。
小
籠
包
は
す
ぐ
に
人
気

と
な
り
、
や
が
て
油
の
販
売
を
や

め
て
料
理
に
専
念
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

半
世
紀
後
、
そ
の
決
断
は
大
き

な
成
功
を
収
め
た
。
い
ま
鼎
泰
豐

は
、
13
カ
国
に
１
７
０
以
上
の
店

舗
を
展
開
し
て
い
る
。
昨
年
だ
け

で
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ほ
か
に
、

タ
イ
の
プ
ー
ケ
ッ
ト
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
、
ド
バ
イ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
新
店

を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

正
式
な
大
使
館
を
世
界
に
わ
ず

か
12
カ
国
に
し
か
持
っ
て
い
な
い

台
湾
に
と
っ
て
、
鼎
泰
豐
の
世
界

進
出
は
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
の
勝
利
と

い
っ
て
い
い
。
そ
の
世
界
的
な
人

気
は
台
湾
の
国
際
的
な
認
知
度
の

向
上
に
貢
献
し
、
鼎
泰
豐
は
台
湾

に
ル
ー
ツ
を
持
つ
こ
と
を
誇
り
と

し
て
い
る
。

創
業
者
の
孫
で
、
ア
メ
リ
カ
事

業
を
兄
弟
で
率
い
る
ア
ー
ロ
ン
・

ヤ
ン
は
一
昨
年
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
・
タ
イ
ム
ズ
紙
に
「
私
た
ち
は

常
に
、
発
祥
の
地
で
あ
る
台
湾
の

本
物
の
味
を
大
切
に
し
た
い
と
強

く
感
じ
て
い
る
」
と
語
っ
て
い
る
。

台
湾
料
理
は
移
民
料
理

鼎
泰
豐
の
看
板
メ
ニ
ュ
ー
で
あ

る
小
籠
包
の
発
祥
は
台
湾
で
は
な

く
、
中
国
本
土
で
18
世
紀
か
19
世

紀
に
考
案
さ
れ
た
と
も
い
わ
れ
て

い
る
。
た
と
え
そ
う
だ
と
し
て
も
、

台
北
在
住
の
フ
ー
ド
ラ
イ
タ
ー
で

あ
る
リ
ズ
・
カ
オ
の
よ
う
な
人
に

と
っ
て
は
、
鼎
泰
豐
の
小
籠
包
が

台
湾
料
理
と
し
て
の
正
統
性
を
損

な
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

「
台
湾
料
理
は
移
民
の
料
理
」
と
、

カ
オ
は
言
う
。
台
湾
の
料
理
は
数

十
年
に
わ
た
る
人
々
の
流
入
に
よ

っ
て
形
づ
く
ら
れ
て
き
た
と
、
彼

女
は
説
明
す
る
。
１
９
０
０
年
代

初
頭
の
福
建
省
や
広
東
省
か
ら
の

移
民
、
１
８
９
５
〜
１
９
４
５
年

の
日
本
統
治
時
代
、
そ
し
て
49
年

の
内
戦
終
結
後
の
中
国
本
土
か
ら

の
大
量
移
住
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
食
材
と

味
覚
を
も
た
ら
し
た
。

「
こ
の
ミ
ッ
ク
ス
自

体
が
、
独
特
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を

形
成
し
て
い
る
と
思

う
」
と
、
カ
オ
は
言

う
。「
私
た
ち
は
台

湾
独
自
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
を
確
立

し
よ
う
と
し
て
お
り
、

台
湾
料
理
は
中
国
料

理
と
は
別
物
だ
と
言

い
た
い
」

中
国
と
の
違
い
を
主
張
す
る
こ

と
は
、
近
年
の
台
湾
に
と
っ
て
極

め
て
大
切
に
な
っ
て
い
る
。
台
湾

と
の
「
再
統
一
」
を
目
指
す
中
国

に
よ
る
侵
攻
の
脅
威
が
高
ま
る
な

か
で
、
そ
の
重
要
性
は
さ
ら
に
増

し
て
き
た
。
台
湾
は
昨
年
、
た
だ

で
さ
え
少
な
い
公
式
な
外
交
関
係

国
を
さ
ら
に
失
っ
た
が
、
ア
メ
リ

カ
を
筆
頭
と
す
る
非
公
式
な
関
係

は
強
化
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
鼎

泰
豐
の
ソ
フ
ト
な
小
籠
包
は
、
台

湾
積
体
電
路
製
造
（
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
）

が
製
造
す
る
最
先
端
の
半
導
体
チ

ッ
プ
と
同
様
、
台
湾
の
ソ
フ
ト
パ

ワ
ー
の
最
も
効
果
的
な
象
徴
と
な

っ
て
い
る
。「
鼎
泰
豐
は
台
湾
料

理
を
代
表
す
る
初
の
国
際
ブ
ラ
ン

ド
な
の
で
人
々
は
と
て
も
誇
り
に

思
っ
て
い
る
」
と
、
カ
オ
は
言
う
。

食
用
油
店
か
ら
始
ま
っ
た
鼎
泰

豐
は
、
そ
の
後
数
十
年
で
世
界
的

な
人
気
を
獲
得
し
た
。
来
店
経
験

の
あ
る
人
は
誰
も
が
、
思
い
出
話

や
注
文
の
コ
ツ
、
そ
し
て
時
に
は

ち
ょ
っ
と
し
た
自
慢
話
を
ス
ト
ッ

ク
し
て
い
る
。

ど
の
店
で
も
ハ
ズ
レ
な
し

昨
年
夏
、
私
は
フ
ォ
ー
リ
ン
・

ポ
リ
シ
ー
誌
編
集
長
の
ラ
ビ
・
ア

グ
ラ
ウ
ル
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
進

出
を
果
た
し
た
鼎
泰
豐
で
デ
ィ
ナ

ー
を
共
に
し
た
。
彼
は
こ
れ
ま
で

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
、
北
京
、

上
海
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
と
５
都
市

の
鼎
泰
豐
を
制
覇
。
そ
こ
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
が
加
わ
っ
た
と
誇
ら
し

げ
に
語
っ
た
。

私
が
鼎
泰
豐
の
洗
礼
を
受
け
た

の
は
10
年
ほ
ど
前
の
こ
と
。
香
港

に
配
属
さ
れ
た
新
米
記
者
だ
っ
た

頃
で
、
お
な
か
と
心
を
満
た
し
て

く
れ
る
料
理
を
必
死
に
な
っ
て
求

め
て
い
た
。
見
つ
け
た
の
は
、
香

港
島
の
夜
景
が
湾
の
向
こ
う
に
広

が
る
九
龍
の
埠
頭
に
近
い
店
舗
。

こ
の
店
は
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド

の
１
つ
星
を
獲
得
し
た
唯
一
の
鼎

泰
豐
の
店
で
も
あ
る
。

香
港
に
は
点
心
を
出
す
レ
ス
ト

ラ
ン
は
山
ほ
ど
あ
る
が
、
お
す
す

め
の
店
を
聞
か
れ
た
ら
、
私
は
迷

わ
ず
鼎
泰
豐
を
挙
げ
る
。
香
港
に
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至福の時　鶏肉を使ったニューヨーク店の小籠包



駐
在
し
た
２
年
半
、
こ
の
店
に
は

さ
ん
ざ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
世
界
中
の
鼎

泰
豐
に
足
し
げ
く
通
う
常
連
客
の

う
ち
、
い
っ
た
い
何
人
が
鼎
泰
豐

の
点
心
を
台
湾
の
味
だ
と
知
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
。
実
は
私
も
香
港

に
着
任
し
て
数
カ
月
が
過
ぎ
、
九

龍
店
を
何
度
も
訪
れ
て
か
ら
よ
う

や
く
気
付
い
た
。
グ

ー
グ
ル
マ
ッ
プ
で
も

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
店
は

「
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・

レ
ス
ト
ラ
ン
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。

だ
が
フ
ー
ド
ラ
イ

タ
ー
の
カ
オ
に
よ
る

と
、
ル
ー
ツ
が
分
か

り
に
く
い
の
が
台
湾

料
理
の
特
徴
だ
と
い

う
。「
か
つ
て
国
民

党
政
権
が
自
分
た
ち

こ
そ
正
統
な
中
国
政

府
だ
と
主
張
し
て
い

た
時
代
に
は
、
台
湾

料
理
も
中
国
に
数
あ
る
郷
土
料
理

の
１
つ
だ
と
い
わ
れ
て
い
た
」
と
、

カ
オ
は
言
う
。「
私
は
そ
の
逆
だ

と
思
う
」

さ
ま
ざ
ま
な
郷
土
料
理
の
流
れ

を
く
み
、
そ
れ
ら
を
融
合
し
て
生

ま
れ
た
台
湾
料
理
は
、
各
地
の
料

理
の
頂
点
に
立
つ
、
と
い
う
の
だ
。

鼎
泰
豐
の
自
慢
の
味
は
小
籠
包

だ
け
で
は
な
い
。
ワ
ン
タ
ン
や
麺
、

ス
ー
プ
、
チ
ャ
ー
ハ
ン
な
ど
メ
ニ

ュ
ー
は
豊
富
で
、
デ
ザ
ー
ト
に
は

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
タ
ロ
イ
モ
、
黒

ご
ま
入
り
の
点
心
も
あ
る
。

と
は
い
え
、
ス
パ
イ
ス
の
効
い

た
豚
の
ミ
ン
チ
と
薄
味
の
ス
ー
プ

入
り
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
小
籠
包
は
、

今
も
押
し
も
押
さ
れ
も
せ
ぬ
こ
の

店
の
看
板
料
理
だ
。

店
内
は
広
く
高
級
感
は
あ
る
が
、

ド
派
手
の
ギ
ラ
ギ
ラ
な
雰
囲
気
で

は
な
い
。
ス
タ
ッ
フ
は
感
じ
が
よ

く
、
て
き
ぱ
き
と
仕
事
を
こ
な
す
。

点
心
の
店
の
例
に
漏
れ
ず
メ
ニ
ュ

ー
表
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
注
文

す
る
方
式
で
、
注
文
後
わ
ず
か
数

分
で
料
理
が
運
ば
れ
て
く
る
。
無

駄
の
な
い
ス
ム
ー
ズ
な
流
れ
に
は
、

「
食
べ
た
ら
速
や
か
に
退
席
の
こ

と
」
と
い
う
無
言
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
込
め
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。

や
は
り
台
湾
の
強
み
で
あ
る
半

導
体
生
産
と
同
じ
く
、
効
率
的
な

流
れ
作
業
が
安
定
し
た
ク
オ
リ
テ

ィ
ー
を
生
む
。
店
舗
に
よ
る
ば
ら

つ
き
が
な
く
、
ど
こ
で
食
べ
て
も

ハ
ズ
レ
は
な
い
。
台
北
で
も
東
京

で
も
、
シ
ド
ニ
ー
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
も
、
鼎
泰
豐
の
店
に
入
れ
ば
、

期
待
し
た
と
お
り
の
小
籠
包
を
味

わ
え
る
。

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
近
く
に
出
店

中
台
間
の
緊
張
の
高
ま
り
と
関

係
が
あ
る
か
は
不
明
だ
が
、
鼎
泰

豐
は
昨
年
８
月
、
北
京
店
も
含
む

中
国
北
部
の
14
店
舗
の
閉
鎖
を
発

表
し
た
。
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
が
期

限
切
れ
と
な
り
、
更
新
の
た
め
の

交
渉
が
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
た
め

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
14
店

舗
と
は
別
に
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契

約
を
結
ん
で
い
る
中
国
南
部
の
18

店
舗
は
営
業
を
続
け
る
と
い
う
。

時
代
を
感
じ
さ
せ
る
も
う
１
つ

の
動
き
は
、
ア
メ
リ
カ
で
近
く
オ

ー
プ
ン
す
る
店
舗
の
場
所
だ
。
ア

リ
ゾ
ナ
州
ス
コ
ッ
ツ
デ
ー
ル
。
鼎

泰
豐
が
こ
こ
へ
進
出
す
る
の
は
、

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
が
４
０
０
億
㌦
を
投
じ

て
新
た
に
建
設
し
た
半
導
体
の
生

産
拠
点
に
近
い
か
ら
だ
ろ
う
。

鼎
泰
豐
が
い
つ
ど
こ
に
出
店
す

る
か
は
、
経
営
陣
の
判
断
次
第
。

台
湾
政
府
が
民
間
企
業
の
拡
大
戦

略
に
口
を
出
す
こ
と
は
な
い
が
、

小
籠
包
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
が
台
湾

外
交
の
強
み
と
な
る
こ
と
は
政
府

関
係
者
も
認
識
し
て
い
る
。

私
は
昨
夏
、
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン

で
台
湾
の
駐
米
代
表
（
駐
米
大
使

に
相
当
）
で
あ
る

大

に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
た
。
取
材
を
終
え
て
、

自
分
は
こ
れ
か
ら
鼎
泰
豐
の
新
し

い
店
に
行
く
た
め
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
向
か
う
と
話
す
と
、
彼
は
に

っ
こ
り
笑
っ
て
こ
う
明
か
し
た
。

「
ア
メ
リ
カ
の
政
治
家
と
話
す
と
、

決
ま
っ
て
頼
ま
れ
る
ん
だ
。
特
に

台
湾
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
に

は
強
く
せ
が
ま
れ
る
。『
ワ
シ
ン

ト
ン
に
も
出
店
す
る
よ
う
鼎
泰
豐

に
話
を
つ
け
て
く
れ
』
と
ね
」

す
ぐ
に
私
は
「
ぜ
ひ
お
願
い
し

ま
す
！
」
と
言
っ
て
い
た
。
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世界で人気　台湾が得意とする半導体と同じく、鼎泰豐の小籠包は安定した品質を誇る

新規開店　マンハッタンの一等地にオープンしたニューヨーク店





ま
さ
に
魔
法
の
よ
う
な
復
活
劇

だ
。
イ
ギ
リ
ス
の
作
家
で
「
ハ
リ

ー
・
ポ
ッ
タ
ー
」
シ
リ
ー
ズ
の
生

み
の
親
で
あ
る
Ｊ
・
Ｋ
・
ロ
ー
リ

ン
グ
は
近
年
、
心
と
体
の
性
が
一

致
し
な
い
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
人
々
に
対
す
る
見
解
を
め
ぐ
っ

て
激
し
い
批
判
を
浴
び
、
一
部
の

関
係
者
か
ら
距
離
を
置
か
れ
て
き

た
。
だ
が
、
つ
い
に
こ
の
「
文
化

戦
争
」
で
勝
利
を
収
め
た
ら
し
い
。

問
題
視
さ
れ
て
い
た
の
は
、
ロ

ー
リ
ン
グ
が
ト
ラ
ン
ス
女
性
の
性

自
認
に
疑
問
を
抱
く
女
性
た
ち
を

支
持
し
、
ト
ラ
ン
ス
女
性
に
つ
い

て
語
る
際
に
男
性
代
名
詞
を
か
た

く
な
に
使
い
続
け
て
い
た
こ
と
だ
。

Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
で
持
論

を
展
開
す
る
ロ
ー
リ
ン
グ
に
、
セ

レ
ブ
た
ち
は
非
難
の
声
を
上
げ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ユ
ー
ザ
ー
た
ち
は
嫌
悪

感
を
あ
ら
わ
に
し
た
。
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
権
利
擁
護
を
訴
え

る
活
動
家
た
ち
か
ら
は
「
Ｔ
Ｅ
Ｒ

Ｆ
」
と
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
た
。

Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｆ
と
は
「
ト
ラ
ン
ス
排
除

的
ラ
デ
ィ
カ
ル
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
」

の
略
で
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー

を
認
め
な
い
人
に
対
し
て
否
定
的

な
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
使
わ
れ
る
こ
と

が
多
い
（
一
方
で
、
ロ
ー
リ
ン
グ

の
意
見
を
支
持
す
る
人
が
少
な
か

ら
ず
い
た
の
も
確
か
だ
）。

風
向
き
が
変
わ
っ
て
き
た
の
は

最
近
の
こ
と
。
米
メ
デ
ィ
ア
大
手

ワ
ー
ナ
ー
・
ブ
ラ
ザ
ー
ス
・
デ
ィ

ス
カ
バ
リ
ー
（
Ｗ
Ｂ
Ｄ
）
と
傘
下

の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
Ｈ
Ｂ
Ｏ
は

昨
年
11
月
、「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ

ー
」
シ
リ
ー
ズ
を
ド
ラ
マ
化
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ロ
ー
リ
ン
グ
が

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
ロ
ー
リ
ン
グ
の

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
連
発
言

を
め
ぐ
る
議
論
に
は
口
を
挟
ま
な

い
と
の
立
場
を
示
し
た
の
だ
。

Ｈ
Ｂ
Ｏ
の
広
報
は
、
ド
ラ
マ
に

対
す
る
ロ
ー
リ
ン
グ
の
貢
献
は

「
計
り
知
れ
ず
」、「
彼
女
の
関
与

は
作
品
に
利
益
し
か
も
た
ら
さ
な

い
は
ず
だ
」
と
発
言
。
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
に
つ
い
て
も

「
Ｊ
・
Ｋ
・
ロ
ー
リ
ン
グ
に
は
個

人
的
な
意
見
を
表
明
す
る
権
利
が

あ
る
」
と
述
べ
た
。

こ
れ
ま
で
フ
ァ
ン
の
反
発
を
恐

れ
て
ロ
ー
リ
ン
グ
に
関
す
る
発
言

を
避
け
て
き
た
Ｗ
Ｂ
Ｄ
に
し
て
は
、

ず
い
ぶ
ん
は
っ
き
り
と
し
た
お
墨

付
き
を
与
え
た
も
の
だ
。
実
は
ト

ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
人
々
の
権

利
に
関
す
る
文
化
的
議
論
は
最
近
、

新
た
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
。

ロ
ー
リ
ン
グ
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
（
性
自
認
よ
り
も

生
物
学
的
な
性
を
重
視
す
る
考
え

方
）
な
発
言
を
し
た
た
め
に
職
を

失
っ
た
女
性
研
究
者
を
支
持
す
る

姿
勢
を
見
せ
た
の
は
２
０
１
９
年

の
こ
と
だ
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
ロ
ー

リ
ン
グ
は
こ
う
書
い
た
。「
着
た

い
も
の
を
着
れ
ば
い
い
し
、
好
き

な
呼
び
方
で
自
分
を
呼
べ
ば
い
い
。

で
も
（
生
ま
れ
持
っ
た
体
の
）
性

別
は
厳
然
た
る
事
実
だ
と
言
っ
た

せ
い
で
、
女
性
を
職
場
か
ら
追
い

出
す
な
ん
て
」

20
年
に
ロ
ー
リ
ン
グ
は
自
ら
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、
ト
ラ
ン
ス
ジ

ェ
ン
ダ
ー
の
権
利
擁
護
活
動
へ
の

懸
念
や
、
ト
イ
レ
な
ど
男
女
別
の

ス
ペ
ー
ス
の
安
全
性
、
そ
し
て
女

性
と
女
の
子
の
権
利
に
つ
い
て
の

文
章
を
公
開
。
こ
れ
に
対
し
、
性

的
少
数
者
の
権
利
を
擁
護
す
る
団

体
や
フ
ァ
ン
、
個
人
か
ら
「
ロ
ー

リ
ン
グ
は
ト
ラ
ン
ス
嫌
悪
だ
」
と

批
判
の
声
が
上
が
っ
た
。

映
画
キ
ャ
ス
ト
か
ら
も
批
判

映
画
「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
」

シ
リ
ー
ズ
の
主
要
キ
ャ
ス
ト
で
あ

る
ダ
ニ
エ
ル
・
ラ
ド
ク
リ
フ
、
エ

マ
・
ワ
ト
ソ
ン
、
ル
パ
ー
ト
・
グ

リ
ン
ト
、
そ
れ
に
「
フ
ァ
ン
タ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
ビ
ー
ス
ト
」
シ
リ
ー

ズ
の
主
演
俳
優
エ
デ
ィ
・
レ
ッ
ド

メ
イ
ン
も
ロ
ー
リ
ン
グ
の
発
言
を

公
の
場
で
非
難
し
た
。

ラ
ド
ク
リ
フ
は
20
年
、
性
的
少

数
者
の
若
者
の
自
殺
防
止
活
動
を

行
っ
て
い
る
団
体
に
寄
せ
た
文
章

で
「
ト
ラ
ン
ス
女
性
は
女
性
だ
。

そ
れ
と
は
反
対
の
（
彼
女
ら
は
女

性
で
な
い
と
す
る
）
い
か
な
る
言

葉
も
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

人
々
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と

尊
厳
を
大
き
く
傷
つ
け
る
も
の

だ
」
と
述
べ
て
い
る
。
22
年
、
ロ

ー
リ
ン
グ
は
主
要
キ
ャ
ス
ト
が
参

加
す
る
映
画
版
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ

ー
20
周
年
記
念
番
組
へ
の
出
演
オ
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Has J.K. Rowling Won the Culture War?

カルチャー　トランスジェンダーをめぐる議論で何度も炎上したものの
ワーナーが問題視せず、ハリポタ新ドラマ制作にも参加する理由

J・K・ローリングに「復権」の兆し

復活　ローリングには社会状況の変化も味方？



フ
ァ
ー
を
断
っ
た
。

そ
し
て
今
、
Ｗ
Ｂ
Ｄ
は
業
績
不

振
に
陥
っ
て
お
り
、
ド
ラ
マ
版
ハ

リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
に
起
死
回
生
の

魔
法
を
期
待
し
て
い
る
。

Ｗ
Ｂ
Ｄ
は
24
年
の
４
〜
６
月
期

に
１
０
０
億
㌦
近
い
赤
字
を
出
し

た
ほ
か
、
負
債
額
も
４
０
０
億
㌦

近
く
に
上
る
。
そ
こ
で
同
社
で
は

既
存
の
人
気
シ
リ
ー
ズ
を
活
用
し

て
収
益
性
を
最
大
限
に
上
げ
、
フ

ァ
ン
を
引
き
付
け
よ
う
と
い
う
戦

略
を
立
て
て
い
る
。
26
年
に
放
送

開
始
予
定
の
ド
ラ
マ
版
ハ
リ
ー
・

ポ
ッ
タ
ー
は
、
そ
の
目
玉
な
の
だ
。

つ
ま
り
Ｗ
Ｂ
Ｄ
が
ロ
ー
リ
ン
グ

擁
護
に
転
じ
た
の
は
、
原
作
者
の

制
作
参
加
が
ド
ラ
マ
に
も
た
ら
す

プ
ラ
ス
の
効
果
の
ほ
う
が
、
世
間

の
反
発
の
リ
ス
ク
を
上
回
っ
た
と

い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

ト
ラ
ン
プ
的
狭
量
さ
の
時
代

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
人
々

の
権
利
を
め
ぐ
る
社
会
的
・
文
化

的
状
況
の
変
化
も
見
逃
せ
な
い
。

昨
年
の
米
大
統
領
選
挙
で
は
「
女

性
の
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
男
性
（
ト
ラ

ン
ス
女
性
）
を
締
め
出
す
」
こ
と

を
公
約
に
掲
げ
た
ド
ナ
ル
ド
・
ト

ラ
ン
プ
が
勝
利
し
た
。

も
ち
ろ
ん
ア
メ
リ
カ
で
も
ト
ラ

ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
別
は
な
く
す

べ
き
だ
と
多
く
の
人
が
考
え
て
い

る
。
ピ
ュ
ー
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ

ー
に
よ
る
22
年
５
月
の
調
査
で
は
、

「
仕
事
や
住
宅
、
公
共
の
場
所
」

に
お
け
る
差
別
か
ら
ト
ラ
ン
ス
ジ

ェ
ン
ダ
ー
の
人
々
を
守
る
べ
き
だ

と
答
え
た
人
が
半
数
を
超
え
た
。

一
方
、
ユ
ー
ガ
ブ
が
昨
年
１
月

に
行
っ
た
世
論
調
査
で
は
、
ト
ラ

ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
ス
ポ
ー
ツ
選

手
が
性
自
認
に
合
っ
た
チ
ー
ム
で

試
合
に
出
る
こ
と
に
反
対
す
る
ア

メ
リ
カ
人
が
59
％
に
達
し
た
。
ト

ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
人
が
性
自

認
に
合
っ
た
ト
イ
レ
を
使
う
こ
と

に
も
半
数
が
反
対
し
た
。

「
ト
ラ
ン
プ
が
再
選
さ
れ
た
こ
と

か
ら
も
、
風
向
き
の
変
化
に
驚
き

は
な
い
。
こ
う
し
た
考
え
が
一
般

的
に
な
る
の
で
は
」
と
、
Ｐ
Ｒ
会

社
レ
ッ
ド
・
バ
ン
ヤ
ン
の
エ
バ

ン
・
ニ
ア
マ
ン
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
言
う
。

企
業
の
お
墨
付
き
は
得
ら
れ
た

ロ
ー
リ
ン
グ
だ
が
、
Ｐ
Ｒ
会
社
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
・
デ
ィ
テ
ク
テ
ィ
ブ

の
創
業
者
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
リ
ン
ジ

ー
・
チ
ャ
ス
テ
イ
ン
に
言
わ
せ
れ

ば
、
彼
女
の
イ
メ
ー
ジ
は
必
ず
し

も
改
善
し
て
は
い
な
い
。

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
本
好
き
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
訪
ね
て
み
れ
ば
、
今
も

彼
女
が
問
題
の
あ
る
作
家
と
し
て

扱
わ
れ
、
冷
た
い
目
で
見
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
は
ず
だ
」

W
IKTO

R SZYM
AN
O
W
IC
Zー
FU
TU
RE PU

BLISH
IN
G
／
G
ETTY IM

AG
ES

57 NEWSWEEK 202 5 . 1 . 21

反対派　トランスジェンダーの権利擁護を訴えるデモではローリング批判のプラカードも（「シスジェンダー」は心と体の性が一致する人、23年7月、ロンドン）

ラ
イ
ア
ン・ス
ミ
ス



任
天
堂
の
ゲ
ー
ム
ボ
ー
イ
で
や

っ
た
『
ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ
ブ
ラ
ザ

ー
ズ
』。
そ
れ
が
初
め
て
の
ビ
デ

オ
ゲ
ー
ム
だ
っ
た
と
思
う
。
学
校

の
友
達
も
み
ん
な
や
っ
て
い
た
。

そ
の
次
は
『
ポ
ケ
モ
ン
』
だ
。
ト

イ
レ
で
も
プ
レ
ー
す
る
く
ら
い
夢

中
で
、
母
に
写
真
を
撮
ら
れ
た
よ
。

両
親
は
ゲ
ー
マ
ー
で
は
な
か
っ

た
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
か
ト
ラ
ン

プ
と
か
普
通
の
娯
楽
に
親
し
む
タ

イ
プ
だ
。
私
は
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
も

ス
ポ
ー
ツ
も
好
き
で
、
こ
の
２
つ

に
は
共
通
点
が
あ
る
と
感
じ
て
い

る
。
ど
ち
ら
も
競
争
の
要
素
が
あ

り
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
戦
う
も

の
だ
し
、
ゲ
ー
ム
を
分
析
し
て
そ

の
仕
組
み
を
最
大
限
に
生
か
す
と

こ
ろ
も
同
じ
だ
。

友
達
と
ゲ
ー
ム
ボ
ー
イ
を
つ
な

い
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

あ
ま
り
に
も
夢
中
に
な
っ
て
、
睡

眠
時
間
を
削
っ
た
り
、
顔
に
チ
ッ

ク
の
症
状
が
出
た
り
し
た
と
き
は

さ
す
が
に
両
親
も
心
配
し
て
い
た
。

で
も
、
ゲ
ー
ム
そ
の
も
の
を
禁
止

さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

初
め
て
ゲ
ー
ム
で
報
酬
を
得
た

の
は
、『
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
・
オ
ブ
・

ニ
ュ
ー
ワ
ー
ス
』
だ
っ
た
。
ご
く

少
額
だ
っ
た
け
れ
ど
、
ゲ
ー
ム
で

報
酬
を
得
る
道
が
あ
る
の
か
と
両

親
は
少
し
安
心
し
た
よ
う
だ
っ
た
。

賞
金
が
数
千
ユーロ
に
達
す
る
大
会
も

あ
っ
た
し
ね
。

そ
の
頃
の
私
は
10
代
半
ば
。
賞

金
を
稼
げ
た
こ
と
で
、
将
来
に
つ

い
て
楽
観
的
な
見
通
し
を
持
て
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
と
て
も
大

き
か
っ
た
と
思
う
。

で
き
れ
ば
無
名
に
戻
り
た
い

対
戦
型
ゲ
ー
ム
を
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
楽
し
む
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
著
し

い
成
長
を
遂
げ
て
き
た
。
最
大
の

節
目
は
２
０
１
１
年
に
、
人
気
作

品
『
Ｄ
ｏ
ｔ
ａ
２
（
ド
ー
タ
２
）』

の
世
界
大
会
ザ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
（
Ｔ
Ｉ
）
が
開
催
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。

５
人
組
の
チ
ー
ム
が
激
突
す
る

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
式
の
大
会
で
、
優

勝
チ
ー
ム
は
多
額
の
賞
金
を
得
ら

れ
る
。
第
１
回
Ｔ
Ｉ
の
賞
金
が
１

０
０
万
㌦
と
な
っ
た
こ
と
は
、
ｅ

ス
ポ
ー
ツ
を
新
た
な
レ
ベ
ル
に
引

き
上
げ
た
と
思
う
。

私
は
10
歳
頃
か
ら
『
ド
ー
タ
』

を
始
め
、
そ
こ
で
使
っ
た
Ｎ
０
ｔ

ａ
ｉ
ｌ
（
ノ
ー
テ
イ
ル
）
と
い
う

ゲ
ー
マ
ー
タ
グ
（
ユ
ー
ザ
ー
名
）

で
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
多
く
の
人
が

私
の
プ
レ
ー
を
見
て
、
会
っ
た
こ

と
が
な
く
て
も
よ
く
知
っ
て
い
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
よ
う
に
思
う
よ

う
に
な
っ
た
の
だ
。

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン
と
の
交
流

は
と
て
も
良
い
経
験
に
な
っ
た
と

思
う
。
で
も
本
来
は
内
向
的
な
性

格
だ
か
ら
、
有
名
に
な
る
の
は
ち

ょ
っ
と
つ
ら
か
っ
た
。
常
に
注
目

さ
れ
る
こ
と
で
輝
く
人
も
い
る
け

れ
ど
、
私
は
違
う
。
無
名
に
戻
れ

る
ボ
タ
ン
が
あ
る
な
ら
、
そ
れ
を

押
し
た
い
ね
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は

あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
。

私
が
本
格
的
に
始
め
た
頃
は
、

（
プ
ロ
の
ゲ
ー
マ
ー
な
ん
て
、
と

い
う
）
疎
外
感
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、

今
は
全
く
違
う
。
こ
れ
は
ド
ー
タ

２
の
開
発
元
で
あ
る
バ
ル
ブ
と
い

っ
た
企
業
の
メ
デ
ィ
ア
戦
略
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
う
。
彼

ら
は
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

個
人
的
に
今
ま
で
で
一
番
う
れ

し
か
っ
た
瞬
間
は
、
自
分
が
立
ち

上
げ
た
チ
ー
ム
「
Ｏ
Ｇ 

Ｅ
ス
ポ

ー
ツ
」
が
第
８
回
Ｔ
Ｉ
に
優
勝
し

た
と
き
だ
。
本
番
で
最
高
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
が
で
き
る
よ
う
に
、

チ
ー
ム
で
拷
問
に
近
い
努
力
を
し

た
か
ら
、
夢
に
見
た
以
上
の
結
果

を
出
せ
た
と
き
は
恍
惚
と
し
た
。

今
ま
で
で
一
番
落
ち
込
ん
だ
の

は
、
所
属
し
て
い
た
チ
ー
ム
「
ク

ラ
ウ
ド
９
」
を
辞
め
た
２
０
１
５

年
か
な
。
第
５
回
Ｔ
Ｉ
に
向
け
て

半
年
近
く
準
備
を
し
た
の
に
、
ひ

ど
い
成
績
に
終
わ
っ
た
。
ク
ラ
ウ
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ド
９
に
参
加
し
た
と
き
は
そ
ん
な

こ
と
に
な
る
と
思
っ
て
も
い
な
か

っ
た
か
ら
、
最
悪
の
気
分
だ
っ
た
。

１
年
く
ら
い
休
み
を
取
っ
て
、

ゲ
ー
ム
か
ら
離
れ
よ
う
か
な
と
も

考
え
た
。
で
も
、
結
局
そ
の
年
の

う
ち
に
Ｏ
Ｇ 
Ｅ
ス
ポ
ー
ツ
と
い

う
自
分
の
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ

た
。
そ
の
こ
と
は
と
て
も
誇
り
に

思
っ
て
い
る
。
あ
の
と
き
ゲ
ー
ム

か
ら
離
れ
て
い
た
ら
、
今
頃
ど
う

な
っ
て
い
た
か
と
思
う
よ
。

大
会
の
運
営
に
は
不
満
も

実
は
、
こ
の
２
年
ほ
ど
ド
ー
タ

を
全
然
や
っ
て
い
な
い
。
プ
ロ
と

し
て
散
々
や
っ
て
き
た
か
ら
、
遊

び
で
や
る
気
に
は
な
れ
な
い
ん
だ
。

キ
ャ
リ
ア
通
算
獲
得
賞
金
が
７

０
０
万
㌦
を
超
え
て
、
最
も
稼
い

で
い
る
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
プ
レ
ー
ヤ
ー

と
い
う
称
号
を
も
ら
っ
た
け
れ
ど
、

そ
の
タ
イ
ト
ル
を
必
死
に
守
り
た

い
と
は
思
わ
な
い
。
重
要
な
の
は

タ
イ
ト
ル
で
は
な
く
、
勝
つ
こ
と
。

ゲ
ー
ム
で
設
定
さ
れ
た
目
標
を
分

析
し
て
実
行
す
る
能
力
が
、
自
分

に
あ
る
こ
と
だ
。

で
も
、
世
界
中
を
転
戦
す
る
の

は
つ
ら
か
っ
た
。
場
所
を
変
え
る

の
は
楽
し
い
け
れ
ど
、
移
動
は
面

倒
で
疲
れ
る
。
飛
行
機
も
空
港
も

嫌
い
だ
し
、（
コ
ロ
ナ
禍
の
と
き
）

あ
れ
こ
れ
検
査
さ
れ
る
の
も
嫌
だ

っ
た
。
食
生
活
を
変
え
る
の
も
好

き
で
は
な
い
。

大
会
は
毎
年
同
じ
場
所
で
開
催

さ
れ
る
ほ
う
が
い
い
。
プ
レ
ー
ヤ

ー
は
あ
ち
こ
ち
移
動
し
な
く
て
い

い
し
、
フ
ァ
ン
の
関
わ
り
も
強
ま

る
だ
ろ
う
。
主
催
者
だ
っ
て
そ
の

ほ
う
が
楽
だ
と
思
う
。
Ｔ
Ｉ
が
何

年
か
連
続
で
シ
ア
ト
ル
で
開
催
さ

れ
た
と
き
は
本
当
に
よ
か
っ
た
。

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
頂
点
に
立
つ
た

め
に
は
、
多
く
の
犠
牲
が
伴
う
。

ゲ
ー
ム
が
楽
し
か
っ
た
と
き
は
、

人
生
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
諦
め

た
。
多
く
の
喜
び
を
得
た
か
ら
後

悔
は
な
い
け
れ
ど
、
今
は
違
う
。

自
分
自
身
と
、
自
分
に
と
っ
て
大

切
な
人
た
ち
や
物
事
を
優
先
し
た

い
。
も
っ
と
自
分
に
時
間
を
与
え

て
、
普
通
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
生

活
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

も
ち
ろ
ん
今
も
、
Ｏ
Ｇ 

Ｅ
ス

ポ
ー
ツ
の
メ
ン
バ
ー
と
す
ご
い
こ

と
を
成
し
遂
げ
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
彼
ら
に
私
と
同
じ
経
験
、
あ

る
い
は
も
っ
と
す
ご
い
経
験
を
し

て
ほ
し
い
。
彼
ら
に
は
最
高
の
チ

ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
思

っ
て
ほ
し
い
。

私
は
競
争
が
好
き
だ
。
チ
ー
ム

の
メ
ン
バ
ー
の
能
力
を
限
界
ま
で

押
し
上
げ
た
い
し
、
そ
の
た
め
に

自
分
の
経
験
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

こ
れ
は
天
職
だ
と
思
う
。
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26歳の時にチアを始めたけど人生で最もハードな挑戦だった
でも私という存在を輝かせ、強くしてくれるチアが大好き──ハッサナ・ムサ
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チアが生んだ
喜びと絆は

国境を越えて

ア
メ
リ
カ
の
高
校
生
活
を
描
く

映
画
や
試
合
会
場
を
彩
る
エ
ン
タ

ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
結
び
付
く
チ

ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
。
実
は
豊
か
な

歴
史
が
あ
る
。

チ
ア
は
19
世
紀
後
半
、
南
北
戦

争
の
頃
の
ア
メ
リ
カ
で
誕
生
し
た
。

戦
地
か
ら
帰
還
し
た
男
子
大
学
生

が
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
と
さ
れ
、

当
時
は
女
性
の
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
は

ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
女
性
の

間
で
広
ま
り
始
め
た
20
世
紀
半
ば

以
降
、
年
齢
や
性
別
に
関
係
な
く

親
し
ま
れ
て
い
る
。

今
や
チ
ア
は
組
体
操
の
よ
う
な

ス
タ
ン
ツ
や
ダ
ン
ス
な
ど
を
入
れ

た
2
分
半
の
演
技
で
メ
ダ
ル
を
目

指
す
競
技
と
な
っ
た
。
2
0
0
4

年
、
国
際
チ
ア
連
盟
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）

が
世
界
的
な
統
括
団
体
と
し
て
承

認
さ
れ
、
21
年
に
は
国
際
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
が
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
認
定
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式

種
目
と
な
る
可
能
性
も
出
て
き
た
。

1
0
0
0
万
人
の
競
技
人
口
を

抱
え
る
チ
ア
は
、
意
外
な
国
で
も

人
気
が
高
い
。
写
真
家
の
ク
リ
ス

テ
ィ
ア
ン
・
シ
ニ
バ
ル
デ
ィ
は
イ

ギ
リ
ス
の
ほ
か
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

や
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
、

ギ
リ
シ
ャ
を
訪
れ
、
地
元
チ
ー
ム

の
技
や
情
熱
、
家
族
の
よ
う
な
絆

に
焦
点
を
当
て
た
。
チ
ア
へ
の
古

い
固
定
観
念
に
挑
戦
し
、
国
際
的

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
多
様
性
と
楽

し
さ
を
伝
え
る
た
め
に
。

（上）ナイジェリア最大の都市ラ
ゴスの路上で、チアリーディング
チーム「ラゴス・チア・ナイジェリア
（LCN）」が華麗なスタンツを披
露。中央のハッサナ・ムサ（32）
が着ている黒いユニフォームは、

一緒にサマーキャンプを経験し
たロンドンのチーム「ユニティ・
オールスターズ・ブラック」から譲
り受けたものだ／（左上）週2回、
ラゴスのスタジアムでスタンツ
の練習に励むLCNのメンバー

ナイジェリア
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Picture Power

ベトナム

（上）ベトナムのホーチミンを拠点
に活動する「サイゴン・ビースト」の
創設者であるハンとチャン夫妻。
チアは彼らの情熱であり、特別な
絆だ。衣装からスタント、演技まで
手作りで、あらゆる時間をチーム
のためにささげている。チャンは不
動産業で働き、ハンはフルタイム
のコーチになることを目指しなが
らパートタイムの仕事をしている／
（左）チャイナタウンでの練習の一
幕。サイゴン・ビーストはベトナム
初のチアリーディングチームで、創
設者のハンはYouTubeで技法を
学び、若い世代にチアの魅力を発
信している

チアへの情熱を
両親に理解してもらうのに苦労している
でもチアは私たちを幸せにしてくれる

夢の五輪出場がかなえば
両親も認めてくれるかもね

ハン
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（上から時計回りに）「チア・
カザフスタン」のメンバー
たちがカザフスタンの首都
アスタナにある独立広場で
パフォーマンスする／食品
市場でスタンツを披露／
14歳のムラ・リアナはチア
歴4年で、２０２２年と23
年にカザフスタンのチャン

ピオンに輝いた実力の持
ち主だ。「本当にチアス
ポーツが好き。もちろん簡
単ではないけど、諦めない
ことが一番大事。国の代表
としてオリンピックや世界
選手権に出場することを目
指していて、成功できると
信じている」

カザフスタン
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Picture Power

（右から時計回りに）エバ・ペト
ロシアン（17）は、ギリシャの首
都アテネで活動する「アマゾン
ズ」のチアリーダー。6歳から
チアを続け、オリンピック出場
が夢だ。「チアマットの上で人
生の教訓をたくさん学んだ。チ
アは家族のようなもの。毎日何
時間も、何カ月も何年も練習

を続ける。これが仲間との素晴
らしい絆を生む」／海辺で練習
に励むアマゾンズ。メンバーは
16～28歳の28人で、23年
には全国大会と欧州大会で優
勝を果たした／エレフセリア・
クシヌーは「国章を身に着け、
国を代表し、金メダルを取って
国歌を聞くことが喜び」と語る

ギリシャ
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撮影：クリスティアン・シニバルディ　ローマ生まれ。ドキュメンタリー、広告、アートの分野でマルチに活動する写真家。大学で社会学、コミュニケーション、
広告を学び、写真を通じて、人間同士の対話や共感を生み出すことを目指している。現在はロンドン在住。

Photographs by Christian Sinibaldi-Panos

０６年からチアを続けるきょうだいを通して
このスポーツが大好きになった
今年の世界選手権には

イングランド代表として出場したい
アダム・メリル

イギリス

（右）「ユニティ・オールスターズ・ブ
ラック」が、ロンドンの中心街でス
タンツを披露。フライヤーのロー
レン・グレイ（22、右）は8年間体操
選手として活躍した後、16年にチ
アを始めた。「22年には世界選手
権で銀メダルを獲得した。今年も
また優勝を目指す」と意気込む／
（下）アダム・メリル（21）は6歳か
らサッカーに励んだ後、きょうだい
がやっていたことがきっかけで20
年にチアを始めた。23年にユニ
ティー・オールスターズ・ブラックに
入団して以降、3つの金メダル獲
得に貢献した
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独
裁
政
権
が
崩
壊
し
た

シ
リ
ア
に
願
う
こ
と

ア
サ
ド
父
子
の
独
裁
政
権
が
長
年

続
い
た
シ
リ
ア
に
と
っ
て
、
２
０
１

１
年
に
広
が
っ
た
ア
ラ
ブ
の
春
は
自

由
と
民
主
化
へ
の
希
望
と
な
る
は
ず

だ
っ
た
。
だ
が
政
府
と
抵
抗
勢
力
と

諸
外
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
勢
力
が
攻
防

を
繰
り
返
し
、
内
戦
は
泥
沼
化
し
た

（
特
集
「
ア
サ
ド
政
権
崩
壊
」
２
０

２
４
年
12
月
24
日
号
）。

独
裁
者
が
亡
命
し
た
こ
と
で
、
シ

リ
ア
は
ひ
と
ま
ず
第
一
歩
を
踏
み
出

し
た
と
思
い
た
い
。
問
題
は
山
積
し

て
い
る
。
一
日
も
早
い
混
乱
の
収
束

を
願
う
。
同
時
に
、
戦
争
犯
罪
に
手

を
染
め
た
と
さ
れ
る
人
々
は
体
制
側
、

反
体
制
側
を
問
わ
ず
、
国
際
法
廷
で

厳
正
に
裁
か
れ
る
べ
き
だ
。

青
木
ま
さ
み（
神
奈
川
県
）

★

シ
リ
ア
の
政
権
崩
壊
と
ア
サ
ド
大

統
領
の
ロ
シ
ア
亡
命
は
、
21
年
8
月

に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
起
き
た
政
権

崩
壊
と
似
通
っ
た
現
象
だ
。
シ
リ
ア

は
ロ
シ
ア
や
イ
ラ
ン
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
は
ア
メ
リ
カ
と
い
う
大
国
の
後

ろ
盾
で
政
権
を
維
持
し
て
い
た
が
、

そ
の
力
が
弱
ま
る
と
な
す
す
べ
も
な

か
っ
た
。
自
国
内
で
支
持
を
受
け
る

努
力
を
せ
ず
、
大
国
に
す
が
る
だ
け

で
は
こ
の
結
果
は
必
定
だ
っ
た
。

永
作
肇（
東
京
都
）
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n - o - t - e - s
❶ acquisition　（企業）買収
❷ scrutiny　審査
❸Committee on Foreign Investment in 

the United States　対米外国投資委員会
❹ refer　～に委ねる
❺ executive order　大統領令

❻ transaction　取引
❼mandate　命じる
❽ abandonment　放棄
❾ key ally　主要同盟国
10 strain　摩擦
11 bilateral　2国間の

President Joe Biden has formally blocked a proposed near-$15 billion 

acquisition of U.S. Steel by Nippon Steel of Japan due to “national 

security” concerns. The decision, announced on Jan. 3, follows 

months of scrutiny by the Committee on Foreign Investment in the 

United States (CFIUS), which failed to reach a consensus and referred 

the matter to the president. Biden’s executive order prohibits the 

transaction and mandates its full abandonment within 30 days. 

Japan, a key ally and the largest foreign holder of U.S. debt, may see 

the decision as a strain on bilateral relations.

Adapted from Newsweek.com, Jan. 3, 2025

❶

❸❷

❹

❺

❻ ❼ ❽

ILLU
STRATIO

N
 BY TRAFFIC

_AN
ALYZER／

ISTO
C
K

U.S. Steel Deal Blocked 
退任が目前に迫るバイデン米大統領が日本製鉄によるUS
スチール買収計画の阻止を決定。国家安全保障上の懸念を
理由に挙げているが、日米関係に軋轢が生じる恐れもある。
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は
日
本
の
政
治
家
を
よ
く
批
判
す
る

記
者
だ
が
、「
も
し
か
し
た
ら
、
日

本
の
政
治
の
ほ
う
が
ま
し
で
は
な
い

か
」
と
最
近
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。「
い
や
い
や
、

日
本
の
政
治
は
駄
目
だ
よ
」
と
反
論
す
る
読
者
は

少
な
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
世
界
中
、
特
に

先
進
国
で
起
き
て
い
る
こ
と
を
見
れ
ば
、
日
本
の

政
治
は
駄
目
だ
と
い
う
意
見
が
変
わ
る
可
能
性
も

あ
る
。

日
本
政
治
の
問
題
は
、

日
本
の
未
来
像
を
持
っ
て

い
な
い
政
治
家
が
多
く
、

彼
ら
が
国
民
の
日
常
生
活

の
課
題
を
知
ら
ず
、
そ
の

課
題
を
解
決
で
き
る
政
策

を
考
え
ず
、
時
代
錯
誤
の

考
え
方
が
根
強
く
、
政
治

と
金
の
問
題
が
繰
り
返
し

噴
出
す
る
…
…
と
、
い
く

つ
も
挙
げ
ら
れ
る
。

で
も
今
は
自
民
と
公
明

の
与
党
が
衆
議
院
で
過
半

数
割
れ
し
て
い
る
の
で
、

与
党
が
勝
手
に
政
策
を
決

め
る
こ
と
は
な
く
、
野
党

と
議
論
し
、
よ
り
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
政
策
に
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
つ
ま
り
、
よ
り
民

主
主
義
的
に
国
が
運
営
さ
れ
て
い
る
。

善
く
も
悪
く
も
自
民
党
の
存
在
感
が
大
き
く
政

権
交
代
が
あ
ま
り
な
い
、
自
民
党
は
部
分
的
に
極

右
だ
か
ら
別
の
極
右
政
党
が
生
ま
れ
て
力
を
持
つ

可
能
性
が
低
い
、
極
端
な
人
が
首
相
に
な
る
リ
ス

ク
が
低
い
、
と
も
い
え
る
。
結
局
、
比
較
的
で
は

あ
る
が
、
日
本
の
政
治
は
安
定
し
て
い
る
。

以
前
は
私
の
母
国
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
状
況
の
ほ

う
が
安
定
的
だ
っ
た
が
、
最
近
は
心
配
す
る
ほ
ど

ひ
ど
く
な
っ
た
。
昨
年
１
年
間
で
首
相
が
３
回
代

わ
っ
た
。
12
月
に
４
人
目
の
首
相
に
な
っ
た
フ
ラ

ン
ソ
ワ
・
バ
イ
ル
も
、
数
週
間
か
数
カ
月
で
辞
職

す
る
可
能
性
が
あ
る
。

な
ぜ
こ
ん
な
状
況
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
理

由
が
な
い
ま
ま
昨
年
６
月
に
解
散
総
選
挙
を
勝
手

に
決
め
た
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
の

誤
っ
た
判
断
が
原
因
だ
。

マ
ク
ロ
ン
本
人
が
２
０
２

７
年
春
の
任
期
満
了
を
待

た
ず
、
本
年
中
に
辞
任
す

る
の
で
は
な
い
か
と
の
議

論
も
あ
る
。

韓
国
で
は
尹
錫
悦
大
統

領
が
戒
厳
令
を
出
し
、
極

め
て
不
安
定
な
状
況
に
な

っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
は

オ
ラ
フ
・
シ
ョ
ル
ツ
首
相

の
信
任
投
票
が
議
会
で
否

決
さ
れ
、
総
選
挙
が
前
倒

し
さ
れ
る
。
カ
ナ
ダ
で
は

突
然
、
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・

ト
ル
ド
ー
首
相
が
辞
任
を

表
明
。
イ
ギ
リ
ス
で
も
大
規
模
な
児
童
性
的
虐
待

の
問
題
で
、
与
党
の
基
盤
が
揺
ら
い
で
い
る
。

欧
州
を
中
心
に
先
進
国
の
政
治
は
深
刻
な
危
機

に
陥
っ
て
い
る
が
、
経
済
も
危
険
な
状
況
だ
。
フ

ラ
ン
ス
は
25
年
（
１
〜
12
月
）
の
予
算
が
決
ま
っ

て
い
な
い
。
借
金
が
増
え
続
け
て
い
る
の
で
節
約

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
増
税
は
避
け
ら
れ
な
い
。

そ
れ
に
比
べ
た
ら
、
日
本
も
借
金
は
大
き
い
が
日

銀
や
銀
行
な
ど
が
国
債
を
購
入
し
て
お
り
、
フ
ラ

ン
ス
よ
り
財
政
危
機
の
リ
ス
ク
が
低
い
。

Ｅ
Ｕ
の
最
大
の
柱
と
い
わ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
と
ド

イ
ツ
が
政
治
的
混
乱
に
陥
っ
た
の
は
、
国
民
の
支

持
や
議
会
の
多
数
派
を
背
景
に
、
強
い
権
力
を
持

っ
た
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
が
再
び
ア
メ
リ
カ
大

統
領
に
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
。
弱
い
Ｅ
Ｕ
は
、

彼
か
ら
す
る
と
最
高
の
状
況
だ
。
だ
か
ら
ト
ラ
ン

プ
は
堂
々
と
と
ん
で
も
な
い
発
言
を
す
る
。

ト
ラ
ン
プ
と
い
う
リ
ス
ク
に
加
え
て
、
イ
ー
ロ

ン
・
マ
ス
ク
の
政
治
介
入
と
い
う
リ
ス
ク
も
あ
る
。

世
論
を
左
右
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
「
Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ
タ

ー
）」
の
オ
ー
ナ
ー
で
、
ス
ペ
ー
ス
Ｘ
や
ス
タ
ー

リ
ン
ク
、
ニ
ュ
ー
ラ
リ
ン
ク
と
い
っ
た
最
先
端
技

術
を
提
供
す
る
企
業
も
所
有
す
る
マ
ス
ク
は
世
界

的
な
金
持
ち
の
１
人
だ
。
た
だ
の
経
営
者
で
は
な

く
、
世
界
最
大
の
権
力
を
持
つ
人
と
み
る
ほ
う
が

正
し
い
。

彼
が
影
響
力
を
持
ち
す
ぎ
る
の
は
危
険
だ
と
専

門
家
は
だ
い
ぶ
前
か
ら
警
告
し
て
い
た
が
、
そ
れ

を
理
解
し
な
い
マ
ク
ロ
ン
は
マ
ス
ク
を
何
度
も
パ

リ
に
招
待
し
た
。
仲
間
に
な
れ
ば
有
利
と
思
っ
た

か
ら
だ
ろ
う
。
た
だ
、
マ
ス
ク
は
ト
ラ
ン
プ
次
期

政
権
の
重
要
人
物
に
な
る
と
同
時
に
、
欧
州
の
政

治
に
介
入
し
始
め
た
。
よ
う
や
く
マ
ク
ロ
ン
は
そ

の
危
険
性
に
気
付
い
よ
う
だ
が
、
遅
す
ぎ
る
。

日
本
の
政
治
家
は
欧
州
の
現
状
を
し
っ
か
り
分

析
す
べ
き
だ
ろ
う
。
日
本
に
も
マ
ス
ク
の
悪
影
響

を
受
け
る
リ
ス
ク
は
存
在
す
る
か
ら
だ
。

PILAR O
LIVARES―

REU
TERS

私
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Tokyo Eye

Maybe Japan’s Political System Is Better

もしかして、日本の政治のほうがまし？
西村カリン（ジャーナリスト）

1970年フランス生まれ。パ
リ第8大学で学び、ラジオ局
などを経て97年に来日。現
在はラジオ・フランスおよび
リベラシオン紙の特派員と
して活動している。著書に
『フランス人記者、日本の
学校に驚く』など。

KARYN NISHIMURA

次号の筆者は中国出身のジャーナ
リスト・タレント、周来友さんです。


